
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○ ○ ○ ○

○

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読
むこと」の各領域において、論理的に考える力
や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸
ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

○

○

言葉がもつ価値への認識を深めようとするとと
もに、読書に親しむことで自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、
言葉を通して積極的に他者や社会に関わった
り、ものの見方、感じ方、考え方を深める。

1

　文学国語国語

領域
評価規準

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け
る。

○

○

定期考査

・指導事項
・文学者らしい視角から、漆器に
秘められた筆者の美意識を考察す
る。
・「闇」が効果的な働きをしてい
る日常生活の例を挙げ、筆者の
「闇」に対する考え方をでまとめ
る。
・他に筆者による日本文化論には
どのようなものがあるか、調べ
る。
・教材
新国語総合ガイド・入試頻出漢字
＋現代文重要語彙TOP2500・三訂版
プログレス現代文総演習標準編
・一人１台端末の活用　等
Classi　Note他

○

○

定期考査

（　組：　　　　）

１
学
期

○

○

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

態

○ ○ 10

（　組：　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

国語 文学国語 2

（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

文学国語（筑摩書房）

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力
を高める。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

10

【知識・技能】
読解を通して、本教材に用いられている語句
や語彙を正確に理解しできる。
【思考・判断・表現】
・評論文という文章の種類を踏まえ、内容や
構成、論理の展開などについて的確に捉え、
要旨や要点を把握することができる。
・「絵画は紙幣に憧れる」の読解を通して、
文学的な文章を読むことを通して、我が国の
言語文化の特質について理解を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
「陰翳礼讃」の読解を通して、人間や社会、
自然などに対するものの見方、感じ方、考え
方を豊かにする読書の意義と効用について理
解を深めている。

1

10○ ○

○ ○

○

「陰翳礼讃」
【知識及び技能】
日常生活に潜む「陰翳」の効果につ
いて、どのような表現が用いられて
いるか整理し、筆者の美意識を確認
する。
【思考力、判断力、表現力等】
現代日本人の生活において、陰翳の
あり方がどのように変容しているか
考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
発表の態度を積極的にして、ほかの
人の発表も注意深く聞き、ものの見
方を深めさせる。

「絵画は紙幣に憧れる」
【知識及び技能】
表題に使われている「擬人法」や、
文学的なレトリックを駆使した文章
を読み解かせる。
【思考力、判断力、表現力等】
紙幣論と絵画論を組み合わせて論を
展開しており、価値について考えさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
発表の態度を積極的にして、ほかの
人の発表も注意深く聞き、ものの見
方を深めさせる。

・指導事項
対比の観点を明確に整理させるこ
とで、物事の特徴を明らかにする
という二項対立の働きを理解させ
る。
個々の具体例の意味を捉えさせ、
論の展開における具体と抽象の関
係を理解させる。
客観的な規則による美と、状況を
感性で捉える美の違いを理解させ
る。
・教材
新国語総合ガイド・入試頻出漢字
＋現代文重要語彙TOP2500・三訂版
プログレス現代文総演習標準編
・一人１台端末の活用　等
Classi　Note他

○

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

【知識・技能】
「陰翳礼讃」を通して、情景の豊かさや心情
の機微を表す語句の量を増し、自ら文章の中
で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊か
にしている。
【思考・判断・表現】
・「陰翳礼讃」と他の筆者による日本文化論
と比較するなどして、文体の特徴や効果につ
いて考察している。
・「陰翳礼讃」の語り手の視点や場面の設定
の仕方、表現の特色について理解することを
通して、内容を解釈出来ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
「陰翳礼讃」の読解を通して、人間や社会、
自然などに対するものの見方、感じ方、考え
方を豊かにする読書の意義と効用について理
解を深めている。

○

○

　文学国語

「舞姫」
【知識及び技能】
言葉には、認識や思考を支える働き
があることを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
音読を取り入れることによって、明
治の文語文が持つ魅力について理解
を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
発表の態度を積極的にして、ほかの
人の発表も注意深く聞き、ものの見
方を深めさせる。

・指導事項
・豊太郎とエリスの間に何があっ
たのか、語りの時制や文体・時代
背景なども意識して、物語を読み
味わう。
・夏目漱石「こころ」と読み比べ
て、「明治」という時代の特徴に
ついて話し合う。
・教材
新国語総合ガイド・入試頻出漢字
＋現代文重要語彙TOP2500・三訂版
プログレス現代文総演習標準編
・一人１台端末の活用　等
Classi　Note他

○ ○ ○

【知識・技能】
「舞姫」における文語文法の特徴や修辞など
の表現の技法について、体系的に理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・「舞姫」の内容や構成を踏まえて、展開や
描写の仕方などを的確に捉えている。
・「舞姫」の語り手の視点や場面の設定の仕
方、表現の特色について理解することを通し
て、内容を解釈出来ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
「舞姫」の読解を通して、人間や社会などに
対するものの見方、感じ方、考え方を豊かに
する読書の意義と効用について理解を深めて
いる。



○ ○ ○ ○

合計 78

 ２
学
期

３
学
期

4

1
定期考査

演習を中心にした実践力の養成
大学入学共通テスト過去問題演習
【知識及び技能】
・身につけた単語や文法事項及び背
景知識を活用して、文章の内容を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成、展開を的確に捉え、別
の文章と比較する力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の読解を通して、思考を深め
る。

・指導事項
大学入学共通テスト過去問題の演
習を行い、解答に必要な項目の確
認、現代文単語や文法事項・読解
や記述等の演習を行う。

・教材
新国語総合ガイド・入試頻出漢字
＋現代文重要語彙TOP2500・三訂版
プログレス現代文総演習標準編
・一人１台端末の活用　等
Classi　Note他

○ ○ ○

【知識・技能】
・知識を活用して、文章の内容を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
文章の構成、展開について的確に捉え、他の
作品と比較することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持ち、今後の学習に見通
しをもって取り組んでいる。

○ ○ ○

○ ○

【知識・技能】
・知識を活用して、文章の内容を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
文章の構成、展開について的確に捉え、他の
作品と比較することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持ち、今後の学習に見通
しをもって取り組んでいる。

○

○

○ ○ 10

○ ○ ○ ○

演習を中心にした実践力の養成
大学入学共通テスト過去問題演習
【知識及び技能】
・身につけた単語や文法事項及び背
景知識を活用して、文章の内容を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成、展開を的確に捉え、別
の文章と比較する力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の読解を通して、思考を深め
る。

・指導事項
大学入学共通テスト過去問題の演
習を行い、解答に必要な項目の確
認、現代文単語や文法事項・読解
や記述等の演習を行う。

・教材
新国語総合ガイド・入試頻出漢字
＋現代文重要語彙TOP2500・三訂版
プログレス現代文総演習標準編
・一人１台端末の活用　等
Classi　Note他

○ ○ ○

【知識・技能】
・知識を活用して、文章の内容を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
文章の構成、展開について的確に捉え、他の
作品と比較することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持ち、今後の学習に見通
しをもって取り組んでいる。

○ ○ ○ 10

1

「隠れん坊の精神史」
【知識及び技能】
本文を読み解いて、抽象的な表現の
内容をつかみ、具体例から普遍性を
引き出す論法を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
子どもの世界を幼稚なものと軽視せ
ず、あたたかく真摯に見つめるとこ
ろから深められていく思考の展開を
たどらせる。
【学びに向かう力、人間性等】
発表を積極的に行わせ、ほかの人の
発表も注意深く聞き、ものの見方、
感じ方、考え方を深めさせる。

・指導事項
本文の問題提起を的確に理解し、
筆者の主張から、自らの人間観・
世界観について考えさせる。
人間にとっての「隠れん坊」「お
とぎ話」の意味について、筆者の
考えを理解させる。
・教材
新国語総合ガイド・入試頻出漢字
＋現代文重要語彙TOP2500・三訂版
プログレス現代文総演習標準編
・一人１台端末の活用　等
Classi　Note他

○

○

○

○○

【知識・技能】
「隠れん坊の精神史」を通して、情景の豊か
さや心情の機微を表す語句の量を増し、自ら
文章の中で使うことを通して、語感を磨き語
彙を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
「隠れん坊の精神史」の筆者の視点や場面の
設定の仕方、表現の特色について評価するこ
とを通して、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
「隠れん坊の精神史」の読解を通して、人間
や社会、自然などに対するものの見方、感じ
方、考え方を豊かにする読書の意義と効用に
ついて理解を深めている。

【知識・技能】
「無常ということ」を通して、情景の豊かさ
や心情の機微を表す語句の量を増し、自ら文
章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。
【思考・判断・表現】
評論文という文章の種類を踏まえて、内容や
構成、論理の展開などについて叙述を基に的
確に捉え、要旨や要点を把握することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持っている。発表の態度
は積極的で、ほかの人の発表も注意深く聞
き、ものの見方、感じ方、考え方を深めよう
としている。

・指導事項
・筆者の心の動き・思考の進行に
思わず釣り込まれ、深い思索へと
導かれる、不世出の文章の秘密を
考えさせる。
・この文章の発想・書き方にはど
のような特色があるか、ノートに
まとめさせる。
・教材
新国語総合ガイド・入試頻出漢字
＋現代文重要語彙TOP2500・三訂版
プログレス現代文総演習標準編
・一人１台端末の活用　等
Classi　Note他

○

「無常ということ」
【知識及び技能】
通常の意味では用いられていない、
本文中の、抽象的漢語を中心とした
重要語に注意させ、作者独自のユ
ニークな用法に気づかせる。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的文章であることを踏まえて、
内容や構成、論理の展開などについ
て叙述を基に的確に捉え、要旨や要
点を把握させる。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容に関心を持たせ、ものの
見方、感じ方、考え方を深めさせ
る。

定期考査

○ ○ 10

○ ○ ○ 10

演習を中心にした実践力の養成
大学入学試験過去問題演習
【知識及び技能】
・身につけた単語や文法事項及び背
景知識を活用して、文章の内容を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成、展開を的確に捉え、別
の文章と比較する力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の読解を通して、思考を深め
る。

・指導事項
大学入学試験過去問題の演習を行
い、解答に必要な項目の確認、現
代文単語や文法事項・読解や記述
等の演習を行う。

・教材
新国語総合ガイド・入試頻出漢字
＋現代文重要語彙TOP2500・三訂版
プログレス現代文総演習標準編
・一人１台端末の活用　等
Classi　Note他

○



年間授業計画

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇定期考査

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

自主的に基本事項の確認や演習問題に取り組
み、実践力を高めようとする態度を養う。

理系古典演習

配当
時数

（　組：　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

国語 理系古典演習 2

（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

態

理系古典演習国語

領域

評価規準

古典作品の読解について、大学共通テストに
十分対応できる実践力を身につける。

大学共通テスト実践演習『古文・漢文編』改訂版　（数研出版）

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

古典作品読解に必要な力を身につけるために、
古語単語を習得し、古典文法を理解する。ま
た、漢文重要語を習得し、漢文句法を理解す
る。

知

12

〇 15

1

１
学
期

〇

演習を中心にした基本事項の確認
古文第１～３回
漢文第１～３回
【知識及び技能】
・文書に用いられている語句の意
味、文法事項及び背景知識を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容や構成、展開を的確に捉
える。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の読解を通して、思考を深め
る。

・指導事項
二年次までの古文並びに漢文必要
事項の確認を行う。また、解答ま
でに必要な思考力や知識の体系化
をはかる。

・教材
体系古典文法
古文単語330
新明説明漢文

・一人１台端末の活用等
Classi　Note他

〇

定期考査 1

演習を中心にした基本事項の確認
古文第４～６回
漢文第４～６回
【知識及び技能】
・文書に用いられている語句の意
味、文法事項及び背景知識を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容や構成、展開を的確に捉
える。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の読解を通して、思考を深め
る。

・指導事項
二年次までの古文並びに漢文の必
要事項の確認を行う。また、解答
までに必要な思考力や知識の体系
化をはかる。

・教材
体系古典文法
古文単語330
新明説明漢文

・一人１台端末の活用等
Classi　Note他

【知識・技能】
・古文単語や文法事項、漢文の重要語や句法
が身についている。
【思考・判断・表現】
身につけた知識を踏まえて、内容や構成、展
開について的確に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持ち、今後の学習に見通
しをもって取り組んでいる。

【知識・技能】
・古文単語や文法事項、漢文の重要語や句法
が身についている。
【思考・判断・表現】
身につけた知識を踏まえて、内容や構成、展
開について的確に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持ち、今後の学習に見通
しをもって取り組んでいる。

〇 〇 〇 〇 〇 12

〇 〇 〇 〇 〇

２
学
期

演習を中心にした実践力の養成
古文第７～９回
漢文第７～９回
【知識及び技能】
・身につけた単語や文法事項及び背
景知識を活用して、文章の内容を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成、展開を的確に捉え、別
の文章と比較する力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の読解を通して、思考を深め
る。

・指導事項
大学入学共通テスト対策の演習を
行い、解答に必要な項目の確認、
古文単語や文法事項・句法の復習
等を行う。

・教材
体系古典文法
古文単語330
新明説明漢文

・一人１台端末の活用等
Classi　Note他

〇 〇 〇

【知識・技能】
・知識を活用して、文章の内容を正確に理解
している。
【思考・判断・表現】
文章の構成、展開について的確に捉え、他の
作品と比較することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持ち、今後の学習に見通
しをもって取り組んでいる。 〇 〇



〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 15

1

〇 〇 〇

【知識・技能】
・文章の内容を正確に理解している。
【思考・判断・表現】
文章の構成や展開について、他の作品と比較
し、共通点や相違点を的確に把握することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持ち、今後の学習に見通
しをもって取り組んでいる。

1

〇 〇 〇 20

２
学
期

定期考査

演習を中心にした実践力の養成
古文第10回，過去問演習
漢文第10回，過去問演習
【知識及び技能】
・身につけた単語や文法事項及び背
景知識を活用して、文章の内容を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成、展開を的確に捉え、別
の文章と比較する力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の読解を通して、思考を深め
る。

・指導事項
大学入学共通テスト対策の演習を
行い、解答に必要な項目の確認、
古文単語や文法事項・句法の復習
等を行う。

・教材
体系古典文法
古文単語330
新明説明漢文

・一人１台端末の活用等
Classi　Note他

〇 〇 〇

【知識・技能】
・知識を活用して、文章の内容を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
文章の構成、展開について的確に捉え、他の
作品と比較することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容に関心を持ち、今後の学習に見通
しをもって取り組んでいる。

〇 〇

定期考査

合計

78

大学共通テストに対応できる実践力
を身につける。
過去問演習
【知識及び技能】
・文章の内容を正確に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開について、他の文
章との共通点や相違点を的確に把握
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の読解を通して、思考を深め
る。

・指導事項
大学共通テスト問題の解答に必要
な知識の確認と問題演習を通して
総復習を行う。

・教材
体系古典文法
古文単語330
新明説明漢文

・一人１台端末の活用等
Classi　Note他

 3
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

,

話・
聞 書 読

論理的に考える力や、深く共感したり豊かに想
像したりする力を伸ばし、古典などを通した先
人のものの見方、感じ方、考え方との関わりの
中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広
げたり深めたりしている。

　　「古典探究」(筑摩書房)「新国語総合ガイド　四訂版」（京都書房）

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高める。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

24

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇〇

〇古文
日記
『紫式部日記』
『和泉式部日記』
　
〇漢文
逸話
『列氏』
　「愚公移山」

○古文
①日記の読解
　・古語・古典文法の習得
　・敬語の用法
　・和歌の修辞と作者の心情
②日記文学の理解
　・文学史
○漢文
①老荘思想の理解
②句法（使役、比較、反語）の
　理解
〇入試問題演習

〇

〇古文
物語一
『源氏物語』
　「車争ひ」
　評論一
『古今和歌集』仮名序

〇漢文
文章一
『捕蛇者説』
漢詩　古体詩数編

【知識・技能】
・時間の経過による言葉の変化や、古典が
　現代の言葉の成り立ちにもたらした影響
　について理解を深めることができる。
【思考・判断・表現】
・作品に表れているものの見方、感じ方、
　考え方を踏まえ、人間、社会、自然など
　に対する自分の考えを広げたり深めたり
　することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉を通して積極的に他者や社会に関わ
　り、粘り強く言語活動を行う中で、もの
　の見方、感じ方、考え方を深め、自らの
　学習を調整しようとしている

〇 〇

〇

〇

定期考査

○古文
①源氏物語の読解
　・古典文法のまとめ、暗唱
　・敬語法のまとめ
②和歌の理解
　・和歌の本質と歴史的意義の
　　理解
○漢文
①古体詩の理解
②物語の読解
　・句法のまとめ、暗唱
○入試問題演習

〇

〇

〇

定期考査

〇

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めようとしている
とともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を
向上させ、我が国の言語文化の担い手としての
自覚を深め、言葉を通して積極的に他者や社会
に関わろうとしている。

古典演習Ⅰ・Ⅱ

配当
時数

（　組：　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

国語 古典演習Ⅰ・Ⅱ 4

（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

態

古典演習Ⅰ・Ⅱ国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の伝統的な言
語文化に対する理解を深めている。

知

１
学
期

1

1

〇

40〇 〇

〇〇

〇

〇

【知識・技能】
・時間の経過による言葉の変化や、古典が
　現代の言葉の成り立ちにもたらした影響
　について理解を深めることができる。
【思考・判断・表現】
・読解を通して、必要に応じて書き手の考
　えや目的、意図を捉えて内容を解釈する
　とともに、文章の構成や展開、表現の特
　色について評価することができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉を通して積極的に他者や社会に関わ
　り、粘り強く言語活動を行う中で、もの
　の見方、感じ方、考え方を深め、自らの
　学習を調整しようとしている

〇

〇



定期考査

 3
学
期

2
学
期

合計 156

大学入学共通テスト対策問題演習

大学入学試験過去問題演習

問題集教材を中心に、二年次まで
の古文並びに漢文必要事項、確認
を行う。また、解答までに必要な
思考力や知識の体系化をはかる。

〇 〇 〇

【知識・技能】
・古典の知識を活用して、文章の内容を理
　解している。
【思考・判断・表現】
・文章の構成、展開について的確に捉え、
　他の作品と比較することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教材の内容に関心を持ち、今後の学習に
　見通しをもって取り組んでいる。

〇 〇 〇

定期考査
〇 〇 〇

大学入学共通テスト対策問題演習

大学入学試験過去問題演習

問題集教材を中心に、二年次まで
の古文並びに漢文必要事項、確認
を行う。また、解答までに必要な
思考力や知識の体系化をはかる。

〇 〇 〇

【知識・技能】
・古典の知識を活用して、文章の内容を理
　解している。
【思考・判断・表現】
・文章の構成、展開について的確に捉え、
　他の作品と比較することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・教材の内容に関心を持ち、今後の学習に
　見通しをもって取り組んでいる。

〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

40

〇 〇 1

1

13

1〇

〇 34〇

〇古文
・評論一『無名抄』
・物語二『大鏡』（二）
　「菅公配流」

〇漢文
・史伝
　「国士無双」
・小説
　「人面桃花」

〇 〇

定期考査 〇 〇

〇 〇

【知識・技能】
・用いられている語句の意味や用法を理解
　し、古典を読むために必要な語句の量を
　増すことを通して、語感を磨き語彙を豊
　かにすることができている。
【思考・判断・表現】
・成立した背景や他の作品などとの関係を
　踏まえながら古典などを読み、その内容
　の解釈を深め、作品の価値について考察
　することができている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉を通して積極的に他者や社会に関わ
　り、粘り強く言語活動を行う中で、もの
　の見方、感じ方、考え方を深め、自らの
　学習を調整しようとしている

○古文
①評論（歌論書）の読解
　１、和歌・詠歌の心得、表現の
理解
　２、古典文法の完成
②歴史書の読解
　１、和歌、漢詩と心情の理解
　２、古典文法のまとめ、暗唱
○漢文
①同題材作品の読み比べ
②小説の読解
　１、句法のまとめ
　２、暗唱



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○○

○

○

○

【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語の意味、文
学史等を、理解し身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に捉え、出題
の意図を理解した上で設問に答えられてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理解を深め、
問題点･原因･解決策等を考え、論文作成、発
表等を行う。

6

1

6

○

問題演習を通して、
記述問題の答え方
選択問題の考え方の確認
【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語
の意味、文学史等を、理解し身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に
捉え、出題の意図を理解した上で
設問に答える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理
解を深め、問題点･原因･解決策等
を考える。

○

【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語の意味、文
学史等を、理解し身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に捉え、出題
の意図を理解した上で設問に答えられてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理解を深め、
問題点･原因･解決策等を考え、論文作成、発
表等を行う。

○○

○ ○

・指導事項
国語の入試問題を解くための、論
旨の把握の仕方等、基礎的な読解
力を養成する。
・教材
「三訂版　プログレス　現代文演
習　完成編」

・一人一台端末の活用等
　classinote他

中間考査

・指導事項
国語の入試問題演習を通して、記
述力の養成、選択問題正解の導き
出し方等を確認する。
・教材
「三訂版　プログレス　現代文演
習　完成編」

・一人一台端末の活用等
　classinote他

問題演習を通して、
記述問題の答え方
選択問題の考え方の確認
【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語
の意味、文学史等を、理解し身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に
捉え、出題の意図を理解した上で
設問に答える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理
解を深め、問題点･原因･解決策等
を考える。

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、現代文入試に対応できる記述力
を身につける。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○○

問題演習を通して、
論理的文章の読み方
文学的文章の読み方の確認
【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語
の意味、文学史等を、理解し身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に
捉え、出題の意図を理解した上で
設問に答える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理
解を深め、問題点･原因･解決策等
を考える。

・指導事項
国語の入試問題を解くための、論
旨の把握の仕方等、基礎的な読解
力を養成する。
・教材
「三訂版　プログレス　現代文演
習　完成編」

・一人一台端末の活用等
　classinote他

評価規準

実社会に必要な国語の知識や技能を身につけ
る。

知

【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語の意味、文
学史等を、理解し身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に捉え、出題
の意図を理解した上で設問に答えられてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理解を深め、
問題点･原因･解決策等を考え、論文作成、発
表等を行う。

○

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、
「読むこと」の各領域において、論理的に考
える力や、深く共感したり豊かに想像したり
する力を伸ばすとともに、他者との関わりの
中で伝え合う力を高め、自分のものの見方を
広げ、考えを深める。

１
学
期

○○

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めようとすると
ともに、読書に親しむことで自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
を持ち、言葉を通して積極的に他者や社会に
関わったり、ものの見方、感じ方、考え方を
深める。

現代文演習

配当
時数

（　組：　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能、現代文入試に対応できる力を身につけるようにする。

国語 現代文演習 2

（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

態

現代文演習国語

領域



1期末考査 ○ ○ ○ ○

2
学
期

○ ○

○ ○

【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語の意味、文
学史等を、理解し身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に捉え、出題
の意図を理解した上で設問に答えられてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理解を深め、
問題点･原因･解決策等を考え、論文作成、発
表等を行う。

○ ○ ○ 7

入試問題演習を通して、
記述問題の答え方
選択問題の考え方の確認
【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語
の意味、文学史等を、理解し身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に
捉え、出題の意図を理解した上で
設問に答える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理
解を深め、問題点･原因･解決策等
を考える。

・指導事項
大学共通テスト対応の問題演習を
通して、選択問題正解の導き出し
方等を確認する。
・教材
「三訂版　プログレス　現代文演
習　完成編」
「ラーンズ　2025共通テスト対策
【実力養成】重要問題演習現代
文」
・一人一台端末の活用等
　classinote他

○ ○ ○

【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語の意味、文
学史等を、理解し身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に捉え、出題
の意図を理解した上で設問に答えられてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理解を深め、
問題点･原因･解決策等を考え、論文作成、発
表等を行う。

○ ○ ○ 8

入試問題演習を通して、
記述問題の答え方
選択問題の考え方の確認
【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語
の意味、文学史等を、理解し身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に
捉え、出題の意図を理解した上で
設問に答える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理
解を深め、問題点･原因･解決策等
を考える。

・指導事項
大学共通テスト対応の問題演習を
通して、選択問題正解の導き出し
方等を確認する。
・教材
「三訂版　プログレス　現代文演
習　完成編」
「ラーンズ　2025共通テスト対策
【実力養成】重要問題演習現代
文」
・一人一台端末の活用等
　classinote他

○

1

入試問題演習を通して、
記述問題の答え方
選択問題の考え方の確認
【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語
の意味、文学史等を、理解し身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に
捉え、出題の意図を理解した上で
設問に答える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理
解を深め、問題点･原因･解決策等
を考える。

・指導事項
国語の入試問題演習を通して、記
述力の養成、選択問題正解の導き
出し方等を確認する。
・教材
「三訂版　プログレス　現代文演
習　完成編」
･各大学過去入試問題

・一人一台端末の活用等
　classinote他

○

○

○

○

【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語の意味、文
学史等を、理解し身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に捉え、出題
の意図を理解した上で設問に答えられてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理解を深め、
問題点･原因･解決策等を考え、論文作成、発
表等を行う。

【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語の意味、文
学史等を、理解し身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に捉え、出題
の意図を理解した上で設問に答えられてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理解を深め、
問題点･原因･解決策等を考え、論文作成、発
表等を行う。

・指導事項
国語の入試問題演習を通して、記
述力の養成、選択問題正解の導き
出し方等を確認する。
・教材
「三訂版　プログレス　現代文演
習　完成編」
･各大学過去入試問題

・一人一台端末の活用等
　classinote他

○

入試問題演習を通して、
記述問題の答え方
選択問題の考え方の確認
【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語
の意味、文学史等を、理解し身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に
捉え、出題の意図を理解した上で
設問に答える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理
解を深め、問題点･原因･解決策等
を考える。

○

○ ○ ○ 8

中間考査 ○ ○

○

○ ○ ○ 7

6

1○

【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語の意味、文
学史等を、理解し身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に捉え、出題
の意図を理解した上で設問に答えられてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理解を深め、
問題点･原因･解決策等を考え、論文作成、発
表等を行う。

○期末考査

問題演習を通して、
記述問題の答え方
選択問題の考え方の確認
【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語
の意味、文学史等を、理解し身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に
捉え、出題の意図を理解した上で
設問に答える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理
解を深め、問題点･原因･解決策等
を考える。

・指導事項
国語の入試問題演習を通して、記
述力の養成、選択問題正解の導き
出し方等を確認する。
・教材
「三訂版　プログレス　現代文演
習　完成編」
･各大学過去入試問題

・一人一台端末の活用等
　classinote他

１
学
期

○



1期末考査 ○ ○ ○ ○

2
学
期



20
 3
学
期

入試問題演習を通して、
記述問題の答え方
選択問題の考え方の確認
共通テスト後は難関国公立大対
策、難関私立大対策演習を行う。
【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語
の意味、文学史等を、理解し身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に
捉え、出題の意図を理解した上で
設問に答える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理
解を深め、問題点･原因･解決策等
を考える。

・指導事項
大学共通テスト対応の問題演習を
通して、選択問題正解の導き出し
方等を確認する。
その後は難関大入試対策を行う。
・教材
「ラーンズ　2025共通テスト対策
【実力養成】重要問題演習現代
文」

・一人一台端末の活用等
　classinote他

○ ○ ○

【知識および技能】
テーマに関する知識、現代文単語の意味、文
学史等を、理解し身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章構成、内容、要旨等を的確に捉え、出題
の意図を理解した上で設問に答えられてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
作品が内包するテーマについて理解を深め、
問題点･原因･解決策等を考え、論文作成、発
表等を行う。

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【知識・技能】
大学入試問題の演習を通して、地理的な見
方・考え方を定着させることができる。
【思考・判断・表現】
大学入試の論述問題に対して適切に表現でき
る。
【学びに向かう力・人間性】
受験の知識を身につけるだけではなく好奇心
をもって自ら調べることができる。

〇 〇

合計 78

〇 20

14

18

〇

【知識・技能】
人口ピラミッドや、都市人口率などの資料を
使い、人口増減の動向を理解することができ
る。
【思考・判断・表現】
都市・村落の発達と特徴を説明できる。
【学びに向かう力・人間性】
自ら生活文化について、言語や宗教の分布に
注目しながら地域の課題を調べることができ
る。

〇 〇 〇

〇 〇

【知識・技能】
世界の大地形、小地形について学習し、地形
の成因を理解することができる。
【思考・判断・表現】
世界の気候を気候因子と気候要素を踏まえて
説明し、日本の自然環境を地形・気候双方の
視点から説明することができる。
【学びに向かう力・人間性】
自ら世界の環境問題について、原因と背景、
対策に関する国際動向を大観することができ
る。
【知識・技能】
地形・気候の特徴を踏まえながら農林水産業
の分布と地域性を理解することができる。
【思考・判断・表現】
地形・気候の特徴を踏まえながら農林水産業
の分布と地域性を説明できる。
【学びに向かう力・人間性】
自ら農作物の生産分布を踏まえて食料問題に
ついて調べる。

【知識・技能】
世界の地形と資源の分布について関連付けな
がら大観して理解することができる。
【思考・判断・表現】
世界の地形と資源の分布について関連付けな
がら大観して説明できる。
【学びに向かう力・人間性】
自ら資源産出国の分布や輸出入の状況を統計
資料から読み取り、工業都市の分布と、産業
の特徴を関連付けて理解できる。また、第３
次産業の特徴を理解しつつ、統計資料を読み
取り、背景を考察できる。

〇 〇 〇 10

〇 〇 〇 16

地理歴史 地理探究

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

地理歴史 地理探求 2

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

『新詳地理探究』（帝国書院）『新詳高等地図』（帝国書院）

地理歴史

地理的課題に対して解決をする過程を決め、情報収集の技能を身につける。そのため、どのような情報が
必要なのかを事前に検討、思考し、必要な情報を効果的に集める説明する表現力を身に付ける。

地理的な諸課題を見つけ、学びに向かう力を身に付ける。また、多面的かつ多角的な考察を深めていくこ
とで、国土に愛着が湧き他国の価値観を尊重でき人間性も豊かにする。

地理探求

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標

土壌や気候といった自然環境、資源の量などは国によって様々で、海外では日本に住んでいると想像もつ
かないような生活文化がある。地理探究を通じて、生活文化の多様性を理解する。

配当
時数

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・資料集や地図帳、統計資料に積極的に書き込
みをしたり、白地図に学習内容を整理をするな
ど、インプットとアウトプットを自ら工夫して
いる

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・地理に関する地名や用語を習得している
・地図や資料等から、地形や統計の特徴、共通
点、相違点を読み取ることができる

・地図や資料から読み取った事象を、比較、検討し、知識
を活用しながら思考することができる
・地理的事象や、現代世界の諸課題の背景を思考し、理解
することができる。またそれを表現することができる

①問題演習・個別指導

3
学
期

①大地形や小地形などの地形には，ど
のような特徴や成因があり，人間活動
とどのように関わっているかについて
理解できる。
②気温や降水量，風などを要素とする
気候の違いは，どのような要因で生ま
れ，人々の生活にどのような影響を与
えているかについて，多面的・多角的
に考察し，表現できる。

世界の地形
世界の気候
日本の自然環境
環境問題

①自然条件の影響を受けるとともに，
社会条件の変化に伴って変容してきた
農林水産業の分布や発達には，どのよ
うな傾向や規則性がみられるかについ
て理解できる。
②食料問題について，よりよい社会の
実現を視野にそこでみられる課題を主
体的に追究でじる。

農林水産業
食料問題

①世界のエネルギー・鉱産資源の分布
の偏りや，生活や産業での利用方法，
生産や消費の不均衡をなくすためにど
のようなことが行われているかについ
て，多面的・多角的に考察し，表現で
きる。
②経済が発展し，物やサービスへの需
要が高まり，主力の産業となった第3
次産業の現状はどのようになっている
かについて理解できる。
③社会や経済を大きく変化させた交通
網や通信網の発達には，なぜ傾向や地
域性，地域間格差が現れているかにつ
いて，多面的・多角的に考察し，表現
できる。

エネルギーと鉱産資源
資源・エネルギー問題
工業
第３次産業
交通・通信・貿易

①増加する世界人口と世界各地の人口
の増減や分布，年齢別構成，移動に
は，どのような特徴がみられるか理解
できる。
②村落や都市の立地や発達，形態，変
容の傾向や規則性，国や地域での異な
る地域性について，多面的・多角的に
考察し，表現できる。
③世界のさまざまな民族の言語や宗教
の独自性，各地にみられる民族問題の
背景とのに関わりについて，多面的・
多角的に考察し，表現でき、そこでみ
られる課題を主体的に追している。

人口問題
村落と都市
都市・居住問題
生活文化
民族と宗教
民族・領土問題

１
学
期

2
学
期

大学入学共通テスト、センター試
験過去問演習
大学入学試験過去問演習



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

の目標：

の目標：

世界の成り立ちを理解するのに必要な各地域・
国の歴史と交流について、西洋史を中心に基本
的な知識を身につける。

歴史上の出来事について、その原因や影響を
探究することにより思考力・判断力を培う。
また、自分の考えを表明したり論述すること
により表現力を養う。

山川出版社「詳説世界史」

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考
察したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説
明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会を実現するための課題を主体的に解決しようとする
態度を養う。日本や他国の文化を尊重することの大切さを自覚し、深める。

世界史

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

歴史に興味を持ち、現代の様々な問題を理解
するカギになることに気付く。また、他国・
他地域の文化を学ぶことによってグローバル
な世界観を身につける。

世界史

（　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

地理歴史 世界史 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史

教科

【 知　識　及　び　技　能 】

科目

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。

配当
時数

１
学
期

第8章：東アジア世界の展開とモン
ゴル帝国
第9章：大交易・大交流の時代

【知識及び技能】
決して暗記しようとせず、世界史の
なぜ？どうして？を考え、授業中の
メモを通じて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
決して暗記しようとせず、世界史の
なぜ？どうして？を考え、能動的に
歴史を考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
周辺の生徒同士の対話を通じて歴史
を主体的に学び、現在の世界に目を
向け、自分の頭で歴史について考
え、表現できる人になろう。

・指導事項
1 アジア諸民族の独立と宋
2 モンゴルの大帝国
3 アジア交易世界の交流
4 ヨーロッパの海洋進出とアメリ
カ大陸の変容
　
・教材
教科書・資料集・授業レジュメ・
確認テスト・短文論述

・一人１台端末の活用等
Classi Note(Questへの取り組み)

【知識・技能】
東アジアにおける「ユーラシア型国家」の展開
と宋・契丹・モンゴルの大帝国などについて，
日本の動向を含め理解する。アジア・アフリ
カ・ヨーロッパ・アメリカの諸大陸が，歴史上
初めてつながるその背景について理解する。
　
【思考・判断・表現】
東アジアにおける「ユーラシア型国家」の展開
と宋・契丹・モンゴルの大帝国などについて，
日本の動向を含め理解する。アジア・アフリ
カ・ヨーロッパ・アメリカの諸大陸が，歴史上
初めてつながるその背景について理解したうえ
でその歴史的な背景を考察する。
　
【主体的に学習に取り組む態度】
授業では必要なことを必ずメモする習慣をつ
け，周辺の生徒どうしの対話を通じて、世界史
の授業内容を能動的に学び、歴史を通じて現在
の世界に目を向け、自分の頭で歴史について考
え、表現できる。

〇 〇 〇 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第10章：アジア諸帝国の繁栄
第11章：近世ヨーロッパ世界の動向
　
【知識及び技能】
決して暗記しようとせず，世界史の
なぜ？どうして？を考え，授業中の
メモを通じて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
決して暗記しようとせず、世界史の
なぜ？どうして？を考え、能動的に
歴史を考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
周辺の生徒同士の対話を通じて歴史
を主体的に学び、現在の世界に目を
向け、自分の頭で歴史について考
え、表現できる人になろう。

〇

〇 1

〇 〇

36

定期考査
 

〇

〇 〇

・指導事項
1 オスマン帝国とサファヴィー朝
2 ムガル帝国の興隆
3 清代の中国と隣接諸地域
4 ルネサンス
5 宗教改革
6 主権国家体制の成立
7 オランダ・イギリス・フランス
の台頭
8 北欧・東欧の動向
9 科学革命と啓蒙思想

・教材
教科書・資料集・授業レジュメ・
確認テスト・短文論述

・一人１台端末の活用等
Classi Note(Questへの取り組み)

【知識・技能】
アジアの近世帝国の歴史的特徴と展開過程
を、中世までの歴史を踏まえ理解する。いっ
ぽう、それとは異なる近世国家を形成した
ヨーロッパの社会経済的状況について、思想
面に着目しながら理解する。
　
【思考・判断・表現】
アジアの近世帝国の歴史的特徴と展開過程
を、中世までの歴史を踏まえて理解し考察す
る。いっぽう、それとは異なる近世国家を形
成したヨーロッパの社会経済的状況につい
て、思想面に着目しながら検討および考察
し、表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
授業では必要なことを必ずメモする習慣をつ
け，周辺の生徒どうしの対話を通じて、世界
史の授業内容を能動的に学び、歴史を通じて
現在の世界に目を向け、自分の頭で歴史につ
いて考え、表現できる。

〇 〇

定期考査



２
学
期

第12章：産業革命と環大西洋革命第
13章：イギリスの優位と欧米国民国
家の形成
　
【知識及び技能】
決して暗記しようとせず，世界史の
なぜ？どうして？を考え，授業中の
メモを通じて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
決して暗記しようとせず、世界史の
なぜ？どうして？を考え、能動的に
歴史を考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
周辺の生徒同士の対話を通じて歴史
を主体的に学び、現在の世界に目を
向け、自分の頭で歴史について考
え、表現できる人になろう。

・指導事項
1 産業革命
2 アメリカ合衆国の独立と発展
3 フランス革命とナポレオンの支配
4 中南米諸国の独立
5 ウィーン体制とヨーロッパの政
治・社会の変動
6 アメリカ合衆国の発展
7 19世紀欧米文化の展開と市民文化
の繁栄

・教材
教科書・資料集・授業レジュメ・
確認テスト・短文論述

・一人１台端末の活用等
Classi Note(Questへの取り組み)

【知識・技能】
産業革命とフランス革命という大きな変革
が、ヨーロッパと世界に与えた影響について
理解する。また、ラテンアメリカ社会の形成
について理解すると同時に、ヨーロッパにお
ける国民国家形成の特徴と功罪両面を理解す
る。これらの背景に存在する科学と思想的な
側面について理解する。
　
【思考・判断・表現】
産業革命とフランス革命という大きな変革
が、ヨーロッパと世界に与えた影響について
理解したうえで考察する。また、ラテンアメ
リカ社会の形成について理解し考察すると同
時に、ヨーロッパにおける国民国家形成の特
徴と功罪両面を検討及び考察する。また、こ
れらの背景に存在する科学と思想的な側面に
ついて考え、表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
授業では必要なことを必ずメモする習慣をつ
け，周辺の生徒どうしの対話を通じて、世界
史の授業内容を能動的に学び、歴史を通じて
現在の世界に目を向け、自分の頭で歴史につ
いて考え、表現できる。

〇 〇

３
学
期

〇 30

〇 〇 32

定期考査 〇 〇

共通テストに向けた演習
論述対策（個別指導）
【知識及び技能】
決して暗記しようとせず，世界史の
なぜ？どうして？を考え，授業中の
メモを通じて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
決して暗記しようとせず、世界史の
なぜ？どうして？を考え、能動的に
歴史を考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
周辺の生徒同士の対話を通じて歴史
を主体的に学び、現在の世界に目を
向け、自分の頭で歴史について考
え、表現できる人になろう。

・指導事項
共通テストの過去問や予想問題を
解き、知識や思考力の確認を行
う。また個別で国公立大学二次試
験や私大の入試問題を用いた論述
対策を行う。

・教材
教科書・資料集・授業レジュメ・
確認テスト・短文論述

・一人１台端末の活用等
Classi Note(Questへの取り組み)

【知識・技能】
他教科とのバランスを常に意識して，これま
だ学んだ基本的な知識を網羅的に理解する。
【思考・判断・表現】
他教科とのバランスを常に意識して，これま
だ学んだ基本的な知識を網羅的に理解した上
で考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業では必要なことを必ずメモする習慣をつ
け，周辺の生徒どうしの対話を通じて、世界
史の授業内容を能動的に学び、歴史を通じて
現在の世界に目を向け、自分の頭で歴史につ
いて考え、表現できる。

〇 〇

1

〇 1

第14章：アジア諸地域の動揺
第15章；帝国主義とアジアの民族運
動

【知識及び技能】
決して暗記しようとせず，世界史の
なぜ？どうして？を考え，授業中の
メモを通じて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
決して暗記しようとせず、世界史の
なぜ？どうして？を考え、能動的に
歴史を考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
周辺の生徒同士の対話を通じて歴史
を主体的に学び、現在の世界に目を
向け、自分の頭で歴史について考
え、表現できる人になろう。

・指導事項
1 西アジア地域の変容
2 南アジア・東南アジアの植民地化
3 東アジアの激動
4 第2次産業革命と帝国主義
5 アジアの民族運動

・教材
教科書・資料集・授業レジュメ・
確認テスト・短文論述

・一人１台端末の活用等
Classi Note(Questへの取り組み)

【知識・技能】
欧米諸国の進出にともなうアジア諸地域の対
応について理解する。第 2 次産業革命の進展
による欧米諸国の帝国主義化と世界分割につ
いて理解する。さらに、アジアにおける民族
運動の実際に理解する。
　
【思考・判断・表現】
欧米諸国の進出にともなうアジア諸地域の対
応について理解したうえで考察する。第 2 次
産業革命の進展による欧米諸国の帝国主義化
と世界分割について理解し考察する。さら
に、アジアにおける民族運動の実際について
検討及び考察し、表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】
授業では必要なことを必ずメモする習慣をつ
け，周辺の生徒どうしの対話を通じて、世界
史の授業内容を能動的に学び、歴史を通じて
現在の世界に目を向け、自分の頭で歴史につ
いて考え、表現できる。

〇

合計 156

40〇

定期考査 〇 〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

の目標：

の目標：

世界史で用いられる語句の意味や定義を理解す
る力を十分に身に付けている。

歴史的事項の解釈に向けて、自分の意見や他
者の意見を聞きながら合意形成をする力を十
分に身に付けている。歴史的事項の解決に向
け、問題の本質を理解し解決の方法について
十分に考察できている。

山川出版社「詳説世界史」

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考
察したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説
明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会を実現するための課題を主体的に解決しようとする
態度を養う。日本や他国の文化を尊重することの大切さを自覚し、深める。

世界史特講

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

民主社会を構成する市民として、歴史的な知
識や思考法を踏まえて、積極的に社会の諸問
題の解決に向けて考察し周辺の生徒と対話す
る態度を十分に身に付けている。

世界史特講

（　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

地理歴史 世界史特講 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史

教科

【 知　識　及　び　技　能 】

科目

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。

〇 8

配当
時数

１
学
期

第15章：帝国主義とアジアの民族運動
第16章：第一次世界大戦と世界の変容

【知識及び技能】
決して暗記しようとせず、世界史のな
ぜ？どうして？を考え、授業中のメモ
を通じて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
決して暗記しようとせず、世界史のな
ぜ？どうして？を考え、能動的に歴史
を考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
周辺の生徒同士の対話を通じて歴史を
主体的に学び、現在の世界に目を向
け、自分の頭で歴史について考え、表
現できる人になろう。

・指導事項
1 第2次産業革命と帝国主義
2 列強の世界分割と列強体制の二分
化
3 アジア諸国の変革と民族運動
4 第一次世界大戦とロシア革命
　
・教材
教科書・資料集・授業レジュメ・確
認テスト・短文論述

・一人１台端末の活用等
Classi Note(Questへの取り組み)

【知識・技能】
ヨーロッパを中心とした「世界」が形成されて
いく過程を把握するとともに、アジア・アフリ
カなどの動向にも注目する。第一次世界大戦が
世界に与えた衝撃と現代世界との関係を理解す
る。
【思考・判断・表現】
ヨーロッパを中心とした「世界」が形成されて
いく過程を把握するとともに、アジア・アフリ
カなどの動向にも注目する。第一次世界大戦が
世界に与えた衝撃を理解した上で考察し、現代
世界との関係を表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業では必要なことを必ずメモする習慣をつ
け，周辺の生徒どうしの対話を通じて、世界史
の授業内容を能動的に学び、歴史を通じて現在
の世界に目を向け、自分の頭で歴史について考
え、表現できる。

〇 〇 〇 8

第16章：第一次世界大戦と世界の変容
第17章：第二次世界大戦と新しい国際
秩序の形成

【知識及び技能】
決して暗記しようとせず、世界史のな
ぜ？どうして？を考え、授業中のメモ
を通じて理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
決して暗記しようとせず、世界史のな
ぜ？どうして？を考え、能動的に歴史
を考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
周辺の生徒同士の対話を通じて歴史を
主体的に学び、現在の世界に目を向
け、自分の頭で歴史について考え、表
現できる人になろう。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第17章：冷戦と第三世界の台頭

【知識及び技能】
決して暗記しようとせず、世界史の
なぜ？どうして？を考え、授業中の
メモを通じて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
決して暗記しようとせず、世界史の
なぜ？どうして？を考え、能動的に
歴史を考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
周辺の生徒同士の対話を通じて歴史
を主体的に学び、現在の世界に目を
向け、自分の頭で歴史について考
え、表現できる人になろう。

〇

・指導事項
1 ヴェルサイユ体制下の欧米諸国
2 アジア・アフリカ地域の民族運動
　
・教材
教科書・資料集・授業レジュメ・確
認テスト・短文論述

・一人１台端末の活用等
Classi Note(Questへの取り組み)

【知識・技能】
戦間期の世界について、地域ごとの特徴を踏
まえて理解する。第二次世界大戦にいたる歴
史的脈絡と、その影響について理解する。
【思考・判断・表現】
戦間期の世界について、地域ごとの特徴を踏
まえて理解し考察する。第二次世界大戦にい
たる歴史的脈絡と、その影響について理解し
考察したうえで自分の考えを表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業では必要なことを必ずメモする習慣をつ
け，周辺の生徒どうしの対話を通じて、世界
史の授業内容を能動的に学び、歴史を通じて
現在の世界に目を向け、自分の頭で歴史につ
いて考え、表現できる。

〇 〇

・指導事項
3 第二次世界大戦
4 新しい国際秩序の形成
　
・教材
教科書・資料集・授業レジュメ・
確認テスト・短文論述

・一人１台端末の活用等
Classi Note(Questへの取り組み)

【知識・技能】
戦間期の世界について、地域ごとの特徴を踏
まえて理解する。第二次世界大戦にいたる歴
史的脈絡と、その影響について理解する。
【思考・判断・表現】
戦間期の世界について、地域ごとの特徴を踏
まえて理解し考察する。第二次世界大戦にい
たる歴史的脈絡と、その影響について理解し
考察したうえで自分の考えを表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業では必要なことを必ずメモする習慣をつ
け，周辺の生徒どうしの対話を通じて、世界
史の授業内容を能動的に学び、歴史を通じて
現在の世界に目を向け、自分の頭で歴史につ
いて考え、表現できる。

〇 〇

定期考査

〇 〇

〇 1

〇 〇

8

定期考査
 

〇



２
学
期

第18章：冷戦と第三世界の台頭

【知識及び技能】
決して暗記しようとせず、世界史の
なぜ？どうして？を考え、授業中の
メモを通じて理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
決して暗記しようとせず、世界史の
なぜ？どうして？を考え、能動的に
歴史を考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
周辺の生徒同士の対話を通じて歴史
を主体的に学び、現在の世界に目を
向け、自分の頭で歴史について考
え、表現できる人になろう。

・指導事項
1 冷戦の展開
2 第三世界の展開とキューバ危機
3 冷戦体制の動揺
　
・教材
教科書・資料集・授業レジュメ・
確認テスト・短文論述

・一人１台端末の活用等
Classi Note(Questへの取り組み)

【知識・技能】
第二次世界大戦終結後の冷戦構造について理
解し、現代に直結する諸問題について理解す
る。1970 年代の歴史的意義について、事実を
もととして理解する。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦終結後の冷戦構造について理
解したうえで，現代に直結する諸問題につい
て理解し考察する。1970 年代の歴史的意義に
ついて、事実をもととし理解し考察したうえ
で表現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業では必要なことを必ずメモする習慣をつ
け，周辺の生徒どうしの対話を通じて、世界
史の授業内容を能動的に学び、歴史を通じて
現在の世界に目を向け、自分の頭で歴史につ
いて考え、表現できる。

〇 〇

３
学
期

【知識・技能】
グローバル化とは何か、という問いについ
て、歴史的な事実を踏まえて理解する。ま
た、「現代」が抱える様々な問題のきっかけ
について理解する。
【思考・判断・表現】
グローバル化とは何か、という問いについ
て、歴史的な事実を踏まえて理解した上で考
察する。また、「現代」が抱える様々な問題
のきっかけについて理解し考察したうえで表
現する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業では必要なことを必ずメモする習慣をつ
け，周辺の生徒どうしの対話を通じて、世界
史の授業内容を能動的に学び、歴史を通じて
現在の世界に目を向け、自分の頭で歴史につ
いて考え、表現できる。

〇 〇 〇 10

定期考査 〇 〇 〇 1

第19章：冷戦の終結と今日の世界
　
【知識及び技能】
決して暗記しようとせず、世界史の
なぜ？どうして？を考え、授業中の
メモを通じて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
決して暗記しようとせず、世界史の
なぜ？どうして？を考え、能動的に
歴史を考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
周辺の生徒同士の対話を通じて歴史
を主体的に学び、現在の世界に目を
向け、自分の頭で歴史について考
え、表現できる人になろう。

・指導事項
1 産業構造の変容
2 冷戦の終結
3 今日の世界
4 現代文明の諸相
　
・教材
教科書・資料集・授業レジュメ・
確認テスト・短文論述

・一人１台端末の活用等
Classi Note(Questへの取り組み)

〇 20

1

合計 78

20〇

定期考査 〇 〇 〇

共通テストに向けた演習
論述対策（個別指導）
【知識及び技能】
決して暗記しようとせず，世界史の
なぜ？どうして？を考え，授業中の
メモを通じて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
決して暗記しようとせず、世界史の
なぜ？どうして？を考え、能動的に
歴史を考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
周辺の生徒同士の対話を通じて歴史
を主体的に学び、現在の世界に目を
向け、自分の頭で歴史について考
え、表現できる人になろう。

・指導事項
共通テストの過去問や予想問題を
解き、知識や思考力の確認を行
う。また個別で国公立大学二次試
験や私大の入試問題を用いた論述
対策を行う。
　
・教材
教科書・資料集・授業レジュメ・
確認テスト・短文論述

・一人１台端末の活用等
Classi Note(Questへの取り組み)

【知識・技能】
他教科とのバランスを常に意識して，これま
だ学んだ基本的な知識を網羅的に理解する。
【思考・判断・表現】
他教科とのバランスを常に意識して，これま
だ学んだ基本的な知識を網羅的に理解した上
で考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業では必要なことを必ずメモする習慣をつ
け，周辺の生徒どうしの対話を通じて、世界
史の授業内容を能動的に学び、歴史を通じて
現在の世界に目を向け、自分の頭で歴史につ
いて考え、表現できる。

〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 ① 講座 ～ ③ 講座

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を
適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

歴史に興味を持ち、現代の様々な問題を理解す
るカギになることを発見できる。また、日本と
世界が連動していたことに関心を抱き、グロー
バルな世界観なかで日本を関連付ける視点をも
つ。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 日本史

（　①組：　　　　） （　②組：　　　　）（　③組：　　　　） （　組：　　　　）

地理歴史 日本史 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

武家社会の成立・展開や近代社会への変化を理解す
るのに必要な各時代の政治・社会・文化の基本的な
知識を身につけ、アジア地域の歴史と日本の歴史を
関連付けて理解ができる。

歴史上の出来事について、その原因や影響を探究す
ることにより思考力・判断力を培う。また、自分の
考えを表明したり論述することにより表現力を養
う。

山川出版社『詳説日本史』（日本史探究）

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それ
らを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会を実現するための課題を主体的に解決しようとする態度を養
う。日本や他国の文化を尊重することの大切さを自覚し、深める。

日本史

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇 〇 20

配当
時数

１
学
期

A 武家社会の成長
【知識及び技能】
室町幕府の成立・衰退に関する史資料
を読解し、歴史事項と関連付けて理解
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
室町幕府の成立・衰退に関する史資料
を読解し、歴史事項と関連付けて表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
室町幕府の成立・衰退に関する史資料
に自ら問いを設定し、調査を行うこと
ができる。

・指導事項
　室町幕府の成立と衰退・文化
　戦国大名の登場
・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント
・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
室町幕府の成立・衰退に関する史資料や歴史
用語を読解し、理解できる。
【思考・判断・表現】
室町幕府の成立・衰退に関して、史資料を用
いて説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業者の解説を聞くだけでなく、自ら疑問を
もち、問いを設定している。

〇 〇 〇 10

B 幕藩体制の展開と動揺
【知識及び技能】
幕藩体制の展開と動揺に関する史資料
を読解し、歴史事項と関連付けて理解
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
幕藩体制の展開と動揺に関する史資料
を読解し、歴史事項と関連付けて表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
幕藩体制の展開と動揺に関する史資料
に自ら問いを設定し、調査を行うこと
ができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C 近世から近代へ
【知識及び技能】
幕末・明治維新の展開に関する史資料
を読解し、歴史事項と関連付けて理解
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
幕末・明治維新の展開と動揺に関する
史資料を読解し、歴史事項と関連付け
て表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
幕末・明治維新の展開に関する史資料
に自ら問いを設定し、調査を行うこと
ができる。

〇 1

〇 〇

20

・指導事項
　開国と幕末
　新政府発足と明治維新
　富国強兵と立憲国家の成立
・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント
・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
幕末・明治維新の展開に関する史資料や歴史
用語を読解し、理解できる。
【思考・判断・表現】
幕末・明治維新の展開に関して、史資料を用
いて説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業者の解説を聞くだけでなく、自ら疑問を
もち、問いを設定している。

〇 〇

定期考査

定期考査 〇

・指導事項
　織豊政権と幕藩体制
　幕政の安定から動揺へ
　江戸時代の文化史
・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント
・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
幕藩体制の展開と動揺に関する史資料や歴史
用語を読解し、理解できる。
【思考・判断・表現】
幕藩体制の展開と動揺に関して、史資料を用
いて説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業者の解説を聞くだけでなく、自ら疑問を
もち、問いを設定している。

〇 〇

〇



〇 18

1

〇 20

Ａ　問題演習①
【知識及び技能】
大学入学共通テスト型演習で知識の定
着をはかる。
【思考力、判断力、表現力等】
大学入学共通テスト型演習で思考力の
養成をはかる。
【学びに向かう力、人間性等】
大学入学共通テスト型演習で困難に立
ち向かう意識の涵養をはかる。

Ｂ　問題演習②
【知識及び技能】
国公立二次・私大型演習で知識の定着
をはかる。
【思考力、判断力、表現力等】
国公立二次・私大型演習で思考力の養
成をはかる。
【学びに向かう力、人間性等】
国公立二次・私大型演習で困難に立ち
向かう意識の涵養をはかる。

・指導事項
　共通テスト型問題演習
　国公立2次型問題演習
　私大型問題演習
・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント
・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
問題演習で知識を関連付けて効率よく引き出
すことができる。
【思考・判断・表現】
問題演習で知識をもとに正確に推測すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
難問に立ち向かうことで、自信をもつ。

〇 〇

２
学
期

A 日清戦争と議会政治
【知識及び技能】
日清戦争と議会政治に関する史資料を
読解し、歴史事項と関連付けて理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
日清戦争と議会政治に関する史資料を
読解し、歴史事項と関連付けて表現で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
日清戦争と議会政治に関する史資料に
自ら問いを設定し、調査を行うことが
できる。

・指導事項
　日清戦争直前の政治外交の展開
　日清戦争直後の政治外交の展開
・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント
・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
日清戦争と議会政治に関する史資料や歴史用
語を読解し、理解できる。
【思考・判断・表現】
日清戦争と議会政治に関して、史資料を用い
て説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業者の解説を聞くだけでなく、自ら疑問を
もち、問いを設定している。

〇 〇

B 日露戦争と韓国併合
【知識及び技能】
日露戦争と韓国併合に関する史資料を
読解し、歴史事項と関連付けて理解で
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
日露戦争と韓国併合に関する史資料を
読解し、歴史事項と関連付けて表現で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
日露戦争と韓国併合に関する史資料に
自ら問いを設定し、調査を行うことが
できる。

〇 1

C 第一次世界大戦前夜の日本と関東大
震災
【知識及び技能】
第一次世界大戦前夜の日本と関東大震
災に関する史資料を読解し、歴史事項
と関連付けて理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦前夜の日本と関東大震
災に関する史資料を読解し、歴史事項
と関連付けて表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
第一次世界大戦前夜の日本と関東大震
災に関する史資料に自ら問いを設定
し、調査を行うことができる。

・指導事項
　第一次世界大戦前夜の状況
　大正デモクラシーの展開
　関東大震災と日本の未来
・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント
・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
第一次世界大戦前夜の日本と関東大震災に関
する史資料や歴史用語を読解し、理解でき
る。
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦前夜の日本と関東大震災に関
して、史資料を用いて説明することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業者の解説を聞くだけでなく、自ら疑問を
もち、問いを設定している。

〇 〇 〇 24

定期考査
〇 〇

・指導事項
　日露戦争前後の議会政治と外交
　韓国併合にいたる過程と課題
・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント
・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
日露戦争と韓国併合に関する史資料や歴史用
語を読解し、理解できる。
【思考・判断・表現】
日露戦争と韓国併合に関して、史資料を用い
て説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業者の解説を聞くだけでなく、自ら疑問を
もち、問いを設定している。

〇 〇

定期考査
〇 〇 〇 1

合計 156

３
学
期

32

Ｃ　個別論述対策
【知識及び技能】
国公立二次論述演習で知識の定着をは
かる。
【思考力、判断力、表現力等】
国公立二次論述演習で思考力の養成を
はかる。
【学びに向かう力、人間性等】
国公立二次論述演習で困難に立ち向か
う意識の涵養をはかる。

・指導事項
　国公立2次型問題演習
」・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント
・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
問題演習で知識を関連付けて効率よく引き出
すことができる。
【思考・判断・表現】
問題演習で知識をもとに正確に推測すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
難問に立ち向かうことで、自信をもつ。

〇 〇 〇

小テスト・学年末の提出物
〇 〇 〇

〇 7



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

・指導事項
　恐慌の時代
　軍部の台頭
　第二次世界大戦
　

・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント

・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
第二次世界大戦に至る過程・大戦中の政治・
社会について、基礎的な知識を身に付けてい
る。

【思考・判断・表現】
第二次世界大戦と日本の動向について、その
経緯や画期について考えたり、表現したりし
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
授業者の解説を聞くだけでなく、自ら疑問を
もち、問いを設定している。

○ ○

日本史特講

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。

（　組：　　　　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

D　恐慌と第二次世界大戦
【知識及び技能】
第二次世界大戦に至る過程及び、大戦
中の政治・社会について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
第二次世界大戦と日本の動向の関わり
について考察し、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
第二次世界大戦中の国民生活の変容な
どについて、主体的に調べ分かろうと
して課題を意欲的に追究している。

C　近代の産業と生活
【知識及び技能】
産業の発展の経緯と近代文化の特色を
理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
日本の工業化の進展、近代の文化の形
成について考察し、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
産業の発展や近代文化の特色につい
て、主体的に調べ分かろうとして課題
を意欲的に追究している。

・指導事項
　近代産業の発展
　近代文化の発達
　市民生活の変容と大衆文化

・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント

・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
産業の発展の経緯・近代文化の特色について
の基礎的な知識を身に付けている。

【思考・判断・表現】
日本の工業化の進展について、その特色を表
現できる。また近代の文化の形成について、
その時代背景を理解し、特徴について判断し
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
授業者の解説を聞くだけでなく、自ら疑問を
もち、問いを設定している。

○ ○ ○

定期考査
○

・指導事項
　第一次世界大戦と日本
　ワシントン体制

・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント

・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
第一次世界大戦期の推移や諸外国との関係の
基礎的な知識を身に付けている。

【思考・判断・表現】
第一次世界大戦期について、諸外国との関係
やその影響について考えたり、判断したり、
表現したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
授業者の解説を聞くだけでなく、自ら疑問を
もち、問いを設定している。

○ 6

○

○

１
学
期

A 明治時代概観
【知識・技能】
明治時代の基礎・基本的な事項の推移
を理解できる。

【学びに向かう力、人間性等】
明治時代の諸政策を踏まえ、現代の日
本の課題を理解することができる。

・指導事項
　明治時代概論
　
・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント

・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
明治時代の基礎的な事項の推移についての知
識を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】
授業者の解説を聞くだけでなく、自ら疑問を
もち、問いを設定している。

○ ○ 4

B 近代国家の展開
【知識・技能】
第一次世界大戦期の歴史的事項の推移
を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦前後の、欧米諸国や東
南アジア諸国との関係、戦争が及ぼし
た影響などについて考察し、表現する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
第一次世界大戦期について、主体的に
調べ分かろうとして課題を意欲的に追
究している。

定期考査
○ ○ ○ 1

○

8

6

（　組：　　　　）

歴史に興味を持ち、現代の様々な問題を理解
するカギになることに気付く。現代社会の問
題点が、どこを起点に発生しているか等、考
えながら学ぶことによって、自分なりの歴史
像を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 日本史特講

（１組～8組：　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

地理歴史 日本史特講 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

第二次世界大戦に至る過程及び大戦中の政治・社
会、国民生活の変容を理解する。我が国の再出発
及びその後の政治経済や対外関係、現代の政治や
社会の枠組み、国民生活の変容を理解する。

第二次世界大戦と日本の動向の関わりについ
て、事象の意味や意義、関係性などを考察す
る。戦前と戦後の国家・社会の変容、戦後政
治の展開等について考察し、根拠を示して表
現する。

山川出版社『詳説　日本史探究』

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考
察したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説
明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会を実現するための課題を主体的に解決しようとする
態度を養う。日本や他国の文化を尊重することの大切さを自覚し、深める。

配当
時数



○ 4

２
学
期

３
学
期

定期考査
○ ○ ○ 1

6

定期考査
○ ○

・指導事項
　５５年体制
　経済復興から高度経済成長へ
　

・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント

・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
高度経済成長期の政策・外交などの、基礎的
な知識を身に付けている。

【思考・判断・表現】
高度経済成長期の資料を読解し、その変化の
理由について考えたり、表現したりしてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
授業者の解説を聞くだけでなく、自ら疑問を
もち、問いを設定している。

○ ○

1

○ 7

合計 78

16

Ｃ　個別論述対策
【知識及び技能】
国公立二次論述演習で知識の定着をは
かる。
【思考力、判断力、表現力等】
国公立二次論述演習で思考力の養成を
はかる。
【学びに向かう力、人間性等】
国公立二次論述演習で困難に立ち向か
う意識の涵養をはかる。

・指導事項
　国公立2次型問題演習
・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント
・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
問題演習で知識を関連付けて効率よく引き出
すことができる。
【思考・判断・表現】
問題演習で知識をもとに正確に推測すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
難問に立ち向かうことで、自信をもつ。

○ ○ ○

Ｂ　問題演習②
【知識及び技能】
国公立二次・私大型演習で知識の定着
をはかる。
【思考力、判断力、表現力等】
国公立二次・私大型演習で思考力の養
成をはかる。
【学びに向かう力、人間性等】
国公立二次・私大型演習で困難に立ち
向かう意識の涵養をはかる。

・指導事項
　共通テスト型問題演習
　国公立2次型問題演習
　私大型問題演習
・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント
・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
問題演習で知識を関連付けて効率よく引き出
すことができる。
【思考・判断・表現】
問題演習で知識をもとに正確に推測すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
難問に立ち向かうことで、自信をもつ。

○ ○

E　占領下の日本
【知識及び技能】
占領期の政策の特徴について理解でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】
戦前と戦後の社会の変容や国際関係の
変化について考察し、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本国憲法などについて、主体的に調
べ分かろうとして課題を意欲的に追究
している。

・指導事項
　占領と改革
　冷戦の開始と講和
　

・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント

・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
占領期の占領政策と日本の諸改革などの、基
礎的な知識を身に付けている。

【思考・判断・表現】
大戦前後の社会の類似と相違などに注目し、
その変化や国際関係の変化について考えた
り、表現したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
授業者の解説を聞くだけでなく、自ら疑問を
もち、問いを設定している。

○ ○

7

○ 10

F　高度成長の時代
【知識及び技能】
高度経済成長期の政策・外交について
理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
高度経済成長期の日本経済の発展につ
いてその意味や過程について考察し、
表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
高度経済成長のひずみなどについて、
主体的に調べ分かろうとして課題を意
欲的に追究している。

○

G　激動する世界と日本

【知識及び技能】
安定成長期および冷戦終結期の政策・
外交について理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
第二次世界大戦後の国際社会における
我が国の役割について考察し、表現で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
現代の課題について、主体的に調べ分
かろうとして課題を意欲的に追究して
いる。

・指導事項
　経済大国への道
　冷戦の終結と日本社会の変容
　

・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント

・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
安定成長期および冷戦終結期の政策・外交な
どの、基礎的な知識を身に付けている。

【思考・判断・表現】
第二次世界大戦後の国際者期における我が国
の役割について考えたり、表現したりしてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
授業者の解説を聞くだけでなく、自ら疑問を
もち、問いを設定している。

○ ○ ○

Ａ　問題演習①
【知識及び技能】
大学入学共通テスト型演習で知識の定
着をはかる。
【思考力、判断力、表現力等】
大学入学共通テスト型演習で思考力の
養成をはかる。
【学びに向かう力、人間性等】
大学入学共通テスト型演習で困難に立
ち向かう意識の涵養をはかる。

・指導事項
　共通テスト型問題演習
　国公立2次型問題演習
　私大型問題演習
・教材
　教科書・資料集
　授業者作成のプリント
・一人１台端末の活用　等
　動画配信
　インターネット利用の事項検索

【知識・技能】
問題演習で知識を関連付けて効率よく引き出
すことができる。
【思考・判断・表現】
問題演習で知識をもとに正確に推測すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
難問に立ち向かうことで、自信をもつ。

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

・ソクラテスが大切だと考えた生
き方を知り，よりよい生き方とは
何か考察する。
・プラトンの理想主義について理
解する。
・アリストテレスとプラトンの考
え方との違いを理解する。
・善や幸福を実現するためにはど
うすればよいか，考察する。
・エピクロス派とストア派の思想
を理解する。

【知識・技能】
・人間としての在り方生き方について思索す
るための手掛かりとなる様々な人生観につい
て理解し，人生における宗教や芸術のもつ意
義についても理解している。
・世界と人間の在り方について思索するため
の手掛かりとなる様々な世界観について理解
している。
【思考・判断・表現】
・古今東西の先哲の考え方を手掛かりとし
て，より広い視野から人間としての在り方生
き方について多面的・多角的に考察し，表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間としての在り方生き方に関わる事象や
課題について主体的に追究したり，他者と共
によりよく生きる自己を形成しようとしたり
している。

〇

・ユダヤ教の成立やその教えを理
解する。
・イエスは，神の教えをどのよう
に表現したか理解する。
・贖罪思想について理解する。
・キリスト教がどのように広がっ
ていったかについてまとめる。
・イスラームの教えやキリスト教
との違いについて理解する。
・バラモン教の教えやウパニ
シャッド哲学を理解する。
・ブッダの教えを理解する。
・大乗仏教の教えや実践を理解す
る。

【知識・技能】
・人間としての在り方生き方について思索す
るための手掛かりとなる様々な人生観につい
て理解し，人生における宗教や芸術のもつ意
義についても理解している。
・世界と人間の在り方について思索するため
の手掛かりとなる様々な世界観について理解
している。
【思考・判断・表現】
・古今東西の先哲の考え方を手掛かりとし
て，より広い視野から人間としての在り方生
き方について多面的・多角的に考察し，表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間としての在り方生き方に関わる事象や
課題について主体的に追究したり，他者と共
によりよく生きる自己を形成しようとしたり
している。

〇 〇

中間考査

12

倫理

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇 〇 6

配当
時数

１
学
期

第１章
自己形成と自己の生き方
【知識・技能】
個性，感情，認知，発達などに着目し
て，豊かな自己形成に向けて，他者と
共によりよく生きる自己の生き方につ
いての思索を深めるための手掛かりと
なる様々な人間の心の在り方について
理解させる。
【思考・判断・表現】
自己の生き方を見つめ直し，自らの体
験や悩みを振り返り，他者，集団や社
会，生命や自然などとの関わりにも着
目して自己の課題を捉える。
【主体的に学習に取り組む態度】
その課題を現代の倫理的課題と結び付
けて多面的・多角的に考察する。

・青年期の特徴を理解する。
・人生における青年期の意義を理
解する。
・パーソナリティの理論や青年期
において直面する葛藤や欲求不満
などの困難とその対処法を理解す
る。
・青年期の発達課題を理解する。
・ウェルビーイングや生きがい，
生きる意味についての考え方を理
解する。
・個性化と社会化について理解す
る。
・人間のさまざまな特質について
理解する。

【知識・技能】
・個性，感情，認知，発達などに着目して，
豊かな自己形成に向けて，他者と共によりよ
く生きる自己の生き方についての思索を深め
るための手掛かりとなる様々な人間の心の在
り方について理解している。
【思考・判断・表現】
・自己の生き方を見つめ直し，自らの体験や
悩みを振り返り，他者，集団や社会，生命や
自然などとの関わりにも着目して自己の課題
を捉え，その課題を現代の倫理的課題と結び
付けて多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間としての在り方生き方に関わる事象や
課題について主体的に追究したり，他者と共
によりよく生きる自己を形成しようとしたり
している。

〇 〇 〇 6

第２章
人間としてのあり方生き方
【知識・技能】
人間としての在り方生き方について思
索するための手掛かりとなる様々な人
生観について理解させる。その際，人
生における宗教や芸術のもつ意義につ
いても理解させる。
【思考・判断・表現】
古代ギリシアの思想に関する諸資料か
ら，人間としての在り方生き方に関わ
る情報を読み取る技能を身に付けさせ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界と人間の在り方について思索し。
現代を生きる我々の在り方生き方につ
いて多面的に考察する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第２章
【知識・技能】
人間としての在り方生き方について思
索するための手掛かりとなる様々な人
生観について理解させる。その際，人
生における宗教や芸術のもつ意義につ
いても理解させる。
【思考・判断・表現】
世界の主な宗教の思想に関する諸資料
から，人間としての在り方生き方に関
わる情報を読み取る技能を身に付けさ
せる。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界と人間の在り方について思索し。
現代を生きる我々の在り方生き方につ
いて多面的に考察する。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決について、関連する諸資料から社会の在り方に関わる情報
を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

現代の諸課題などの問題について、学んだこと
を使って自らの意見を述べることが出来る。

【学びに向かう力、人間性等】

公民 倫理

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

公民 倫理 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

各思想の基本的な特徴を理解し、それらの思想の
内容を理解する。

宗教や哲学などの思想の特徴を捉え、それぞれ
の違いを説明することが出来る。

実教出版社　『詳述倫理』

公民

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる政治・経済の概念や理論などを活用して、社
会の課題を把握・説明するとともに考察し公正に判断して、合意形成や社会参画に向かう力を身に付ける
力を養う。
より良い社会の実現のため政治・経済の諸課題について、主体的に解決しようする態度を養うとともに、
多面的・多角的な考察と理解を通して国家や国際社会の形成に積極的な役割を果たそうとする自覚などを
深める。



期末考査
1

1

第４章
国際社会に生きる日本人としての自覚
【知識・技能】
古来の日本人の心情と考え方や日本の
先哲の思想に着目して，日本人に見ら
れる人間観，自然観，宗教観などの特
質について，自己との関わりにおいて
理解させる。
【思考・判断・表現】
古来の日本人の心情と考え方や日本の
先哲の思想に関する原典や原典の口語
訳などの諸資料から，日本人としての
在り方生き方に関わる情報を読み取る
技能を身に付けさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
古来の日本人の考え方や日本の先哲の
考え方を手掛かりとして，国際社会に
主体的に生きる日本人としての在り方
生き方について多面的・多角的に考察
する。

・日本人の気質や文化が自然や風
土と関連して形成されたことを理
解し、道徳観の形成過程やその特
質を理解する。
・仏教の受容やそれが浸透した流
れを理解する。
・平安・鎌倉時代の仏教がを何を
めざしてどのような考え方をもつ
か理解する。
・江戸幕府が注目した朱子学を理
解する。
・日本独自の儒学思想の特徴や考
え方を理解する。
・国学者が理想とした，外来思想
を受け入れる以前の古代日本に見
出した日本固有の道の考え方を理
解する。
・西洋の学術との接触は，封建的
な当時の日本社会にどのような影
響を与えたのか考察する。
・日本でうまれた独自の思想を理
解する。

【知識・技能】
・古来の日本人の考え方や日本の先哲の思想
に着目して，我が国の風土や伝統，外来思想
の受容などを基に，国際社会に生きる日本人
としての在り方生き方について思索するため
の手掛かりとなる日本人に見られる人間観，
自然観，宗教観などの特質について，自己と
の関わりにおいて理解している。
【思考・判断・表現】
・古来の日本人の考え方や日本の先哲の考え
方を手掛かりとして，国際社会に主体的に生
きる日本人としての在り方生き方について多
面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間としての在り方生き方に関わる事象や
課題について主体的に追究したり，他者と共
によりよく生きる自己を形成しようとしたり
している。

〇 〇 〇 14

中間考査

・宗教改革の動きやルター，カル
ヴァンの思想を理解する。
・モンテーニュやパスカルの思想
を理解する。
・近代の自然観がどのように形成
されたか理解する。
・ベーコンの思想を理解する。
・デカルトの思想を理解する。
・カントの道徳論を理解する。
・ヘーゲルの述べた精神と歴史の
関係や弁証法を理解する。

【知識・技能】
・人間としての在り方生き方について思索す
るための手掛かりとなる様々な人生観につい
て理解し，人生における宗教や芸術のもつ意
義についても理解している。
・世界と人間の在り方について思索するため
の手掛かりとなる様々な世界観について理解
している。
【思考・判断・表現】
・古今東西の先哲の考え方を手掛かりとし
て，より広い視野から人間としての在り方生
き方について多面的・多角的に考察し，表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間としての在り方生き方に関わる事象や
課題について主体的に追究したり，他者と共
によりよく生きる自己を形成しようとしたり
している。

〇 〇

２
学
期

第３章
社会・世界と人間としてのあり方生き
方
【知識・技能】
人間としての在り方生き方について思
索するための手掛かりとなる様々な人
生観について理解させる。その際，人
生における宗教や芸術のもつ意義につ
いても理解させる。
【思考・判断・表現】
西洋近代思想に関する諸資料から，人
間としての在り方生き方に関わる情報
を読み取る技能を身に付けさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界と人間の在り方について思索し。
現代を生きる我々の在り方生き方につ
いて多面的に考察する。

・孔子の言葉を読み取り，その教
えを理解する。
・孔子以外の儒家思想を理解す
る。
・老荘思想を理解する。
・ルネサンス期の時代変化につい
て，文学や芸術などの側面から理
解する。

【知識・技能】
・人間としての在り方生き方について思索す
るための手掛かりとなる様々な人生観につい
て理解し，人生における宗教や芸術のもつ意
義についても理解している。
・世界と人間の在り方について思索するため
の手掛かりとなる様々な世界観について理解
している。
【思考・判断・表現】
・古今東西の先哲の考え方を手掛かりとし
て，より広い視野から人間としての在り方生
き方について多面的・多角的に考察し，表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間としての在り方生き方に関わる事象や
課題について主体的に追究したり，他者と共
によりよく生きる自己を形成しようとしたり
している。

〇 〇

期末考査

第３章
社会・世界と人間としてのあり方生き
方
【知識・技能】
人間としての在り方生き方について思
索するための手掛かりとなる様々な人
生観について理解させる。その際，人
生における宗教や芸術のもつ意義につ
いても理解させる。
【思考・判断・表現】
西洋近代思想に関する諸資料から，人
間としての在り方生き方に関わる情報
を読み取る技能を身に付けさせる。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界と人間の在り方について思索し。
現代を生きる我々の在り方生き方につ
いて多面的に考察する。

〇 8

1

〇 8

１
学
期



３
学
期

16

共通テスト対策演習
【知識・技能】
これまでに学習した内容に関して、基
本的な用語、人物などを理解し、これ
を活用して問題に取り組む。
【思考・判断・表現】
これまでに学習した内容を用いて、
様々な思想の違いや特徴を把握し、複
合的な問題に取り組む。
【主体的に学習に取り組む態度】
文章の内容を理解し、述べられている
内容を自らとの関わりにおいて考え、
思索する。

・共通テスト対策演習
共通テストの過去問題を使った演
習を行う。

【知識・技能】
これまでに学習した人物やその著書などを活
用し、問題に取り組むことが出来る。
【思考・判断・表現】
原典の記述から思想の特徴を把握し、どの時
代のどういった思想であるかを理解すること
が出来る。
【主体的に学習に取り組む態度】
間違えた問題を調べ直し、知識の定着をしよ
うとしている。

4

合計 78

共通テスト対策演習
【知識・技能】
これまでに学習した内容に関して、基
本的な用語、人物などを理解し、これ
を活用して問題に取り組む。
【思考・判断・表現】
これまでに学習した内容を用いて、
様々な思想の違いや特徴を把握し、複
合的な問題に取り組む。
【主体的に学習に取り組む態度】
文章の内容を理解し、述べられている
内容を自らとの関わりにおいて考え、
思索する。

・共通テスト対策演習
共通テストの過去問題を使った演
習を行う。

【知識・技能】
これまでに学習した人物やその著書などを活
用し、問題に取り組むことが出来る。
【思考・判断・表現】
原典の記述から思想の特徴を把握し、どの時
代のどういった思想であるかを理解すること
が出来る。
【主体的に学習に取り組む態度】
間違えた問題を調べ直し、知識の定着をしよ
うとしている。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決について、関連する諸資料から社会の在り方に関わる情報
を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

指導事項：・憲法は現在の日本に
おいてどのような役割を果たして
いるのだろうか。・基本的人権は
私たちの生活にどのように関係し
ているのだろうか。・平和主義の
下、今後の日本の安全保障はどう
あるべきだろうか。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

期末考査

（1/2/3/4/5/6/7/8組　）

国家及び社会の形成者として、よりよい社会の
実現のため現実社会の諸課題を主体的に解決し
ようしている。

【学びに向かう力、人間性等】

公民 政治・経済
公民 政治・経済 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に
ついて、関連する諸資料から社会の在り方に関わ
る情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
に付けるようにする。

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断
の基準となる政治経済の概念や理論などを活用
して、社会の課題を把握・説明するとともに考
察し公正に判断して、合意形成や社会参画に向
かう力を身に付ける力を養う。

『政治・経済』（東京書籍）

公民

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる政治・経済の概念や理論などを活用して、社
会の課題を把握・説明するとともに考察し公正に判断して、合意形成や社会参画に向かう力を身に付ける
力を養う。

より良い社会の実現のため政治・経済の諸課題について、主体的に解決しようする態度を養うとともに、
多面的・多角的な考察と理解を通して国家や国際社会の形成に積極的な役割を果たそうとする自覚などを
深める。

政治・経済

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

〇 11

配当
時数

中間考査

〇 1〇 〇

１
学
期

１節　民主政治の基本原理
【知識及び技能】・民主政治への道の
りと現代の民主政治、法と民主政治、
基本的人権の確立と国際化、世界のお
もな政治体制について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・法や
人権、少数派などの観点に着目し、よ
りよい民主政治を実現するためにはど
のようなことが必要か考察する。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、政治の役割・法の意義・民
主政治の在り方などの諸課題をどのよ
うに向き合い、どう解決するべきかを
考え、自らの意見を述べることが出来
る。

指導事項：・政治は社会のなかで
どのような役割を果たしているの
だろうか。・法にはどのような意
義があるのだろうか。・よりよい
民主政治のあり方とはどのような
ものなのだろうか。・議院内閣制
と大統領制にはどのような違いが
あるのだろうか。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

【知識・技能】・民主政治への道のりと現代
の民主政治、法と民主政治、基本的人権の確
立と国際化、世界のおもな政治体制について
理解している。・考察、構想する際に必要な
情報を適切かつ効果的に収集し、読み取り、
まとめている。
【思考・判断・表現】・法や人権、少数派な
どの観点に着目し、よりよい民主政治を実現
するためにはどのようなことが必要か多面
的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】・現代の日
本政治について、よりよい社会の実現のため
に現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

〇 〇

〇 〇

13〇

【知識・技能】・明治憲法と比べた日本国憲
法の特徴や憲法改正の議論、基本的人権の保
障と「公共の福祉」との関係、平和主義の意
義と日本の安全保障体制について理解してい
る。・考察、構想する際に必要な情報を適切
かつ効果的に収集し、読み取り、まとめてい
る。
【思考・判断・表現】・近年の「新しい人
権」や安全保障などをめぐる議論に着目し、
日本国憲法が現在の日本においてどのような
役割を果たしているか多面的・多角的に考察
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】・現代の日
本政治について、よりよい社会の実現のため
に現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

〇 〇

２節　民主政治の基本原理
【知識及び技能】・日本国憲法の特徴
や憲法改正の議論、基本的人権の保障
と「公共の福祉」、平和主義の意義と
日本の安全保障体制について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】・近年
の「新しい人権」や安全保障などをめ
ぐる議論に着目し、日本国憲法が現在
の日本においてどのような役割を果た
しているか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、憲法の役割・基本的人権の
保障・平和主義と安全保障の在り方な
どの諸課題をどのように向き合い、ど
う解決するべきかを考え、自らの意見
を述べることが出来る。

〇



２
学
期

３節　日本の政治機構
【知識及び技能】・国会の権限や運
営、内閣の機能と国会との関係、司法
権の独立の必要性や裁判のしくみ、地
方自治の運営と住民の権利について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】・国
会、内閣、裁判所、地方自治それぞれ
で行われた改革に着目し、日本の政治
機構にはどのような課題があり、どう
すればそれを解決できるか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、国会・国会と内閣・司法権
のしくみ・地方自治などの諸課題をど
のように向き合い、どう解決するべき
かを考え、自らの意見を述べることが
出来る。

指導事項：・日本の政治機構の課
題がどうすれば解決できるのだろ
うか。・内閣と国会はどのような
関係にあるだろうか。・司法権の
独立はなぜひつようなのだろう
か。・地方自治で住民はどのよう
な権利をもっているのだろうか。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

【知識・技能】・国会の権限や運営、内閣の
機能と国会との関係、司法権の独立の必要性
や裁判のしくみ、地方自治の運営と住民の権
利について理解している。・考察、構想する
際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し、
読み取り、まとめている。
【思考・判断・表現】・国会、内閣、裁判
所、地方自治それぞれで行われた改革に着目
し、日本の政治機構にはどのような課題があ
り、どうすればそれを解決できるか多面的・
多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】・現代の日
本政治について、よりよい社会の実現のため
に現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

〇 〇 〇 16

1

４節　現代政治の特質と課題
【知識及び技能】・政党政治と利益集
団、選挙の意義としくみ、選挙をめぐ
る諸問題、世論形成におけるマスメ
ディアの役割について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・具体
的な政策を通して、主権者である自分
はどのように政治参加をしていけばよ
いか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、議会制民主主義・政党政
治・選挙制度・世論とマスメディアな
どの諸課題をどのように向き合い、ど
う解決するべきかを考え、自らの意見
を述べることが出来る。

指導事項：・議会制民主主義には
なぜ政党が必要なのだろうか。・
日本の選挙にはどのような課題が
あるだろうか。・世論を政治に反
映させるにはどうすればよいだろ
うか。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

【知識・技能】・政党政治と利益集団、選挙
の意義としくみ、選挙をめぐる諸問題、世論
形成におけるマスメディアの役割について理
解している。・考察、構想する際に必要な情
報を適切かつ効果的に収集し、読み取り、ま
とめている。
【思考・判断・表現】・主権者である自分は
どのように政治参加をしていけばよいか、具
体的な政策を通して多面的・多角的に考察
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】・現代の日
本政治について、よりよい社会の実現のため
に現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

〇

中間考査
〇 〇

期末考査
〇 〇

〇

4

16

〇 〇 14

〇 1

78

〇

１節～４節までの政治分野のまとめ
【知識及び技能】・１節～４節までの
政治分野について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・１節
～４節までの政治分野の学習を通し
て、主権者である自分はどのように政
治参加をしていけばよいか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、１節～４節までの政治分野
の諸課題をどのように向き合い、どう
解決するべきかを考え、自らの意見を
述べることが出来る。

〇

３
学
期

４節　現代政治の特質と課題
【知識及び技能】・政党政治と利益集
団、選挙の意義としくみ、選挙をめぐ
る諸問題、世論形成におけるマスメ
ディアの役割について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・具体
的な政策を通して、主権者である自分
はどのように政治参加をしていけばよ
いか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、議会制民主主義・政党政
治・選挙制度・世論とマスメディアな
どの諸課題をどのように向き合い、ど
う解決するべきかを考え、自らの意見
を述べることが出来る。

指導事項：・議会制民主主義には
なぜ政党が必要なのだろうか。・
日本の選挙にはどのような課題が
あるだろうか。・世論を政治に反
映させるにはどうすればよいだろ
うか。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

【知識・技能】・政党政治と利益集団、選挙
の意義としくみ、選挙をめぐる諸問題、世論
形成におけるマスメディアの役割について理
解している。・考察、構想する際に必要な情
報を適切かつ効果的に収集し、読み取り、ま
とめている。
【思考・判断・表現】・主権者である自分は
どのように政治参加をしていけばよいか、具
体的な政策を通して多面的・多角的に考察
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】・現代の日
本政治について、よりよい社会の実現のため
に現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

〇 〇 〇

合計

指導事項：・１節～４節までの政
治分野をまとめて再度確認する。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

【知識・技能】・１節～４節までの政治分野
について理解している。・考察、構想する際
に必要な情報を適切かつ効果的に収集し、読
み取り、まとめている。
【思考・判断・表現】・１節～４節までの政
治分野について多面的・多角的に考察し、表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】・１節～４
節までの政治分野について、よりよい社会の
実現のために現実社会の諸課題を主体的に解
決しようとしている。

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

〇 〇

【知識・技能】・戦後日本経済の発展と、日
本経済の現状について理解している。・考
察、構想する際に必要な情報を適切かつ効果
的に収集し、読み取り、まとめている。
【思考・判断・表現】・現在の日本経済が抱
える課題に着目しながら、戦後の日本経済が
どのような変遷をたどってきたか多面的・多
角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】・現代の日
本経済について、よりよい社会の実現のため
に現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

1

指導事項：・現代の経済はどのよ
うな課題を抱えているのだろう
か。・企業はどのような活動を
行っているだろうか。・市場にお
いて価格はどのような役割を果た
しているのだろうか。・景気変動
はなぜ起こるのだろうか。・金融
はどのような役割を果たしている
のだろうか。・日本の財政はどの
ような課題を抱えているだろう
か。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

【知識・技能】・経済主体と経済の循環、企
業の活動と社会的責任、市場経済の機能と限
界、国民所得と経済成長、物価と国民生活、
金融および財政のしくみと機能について理解
している。・考察、構想する際に必要な情報
を適切かつ効果的に収集し、読み取り、まと
めている。
【思考・判断・表現】・企業、市場経済、国
民所得、金融、財政などの観点に着目し、現
代の経済はどのようなしくみで、どのような
課題を抱えているか多面的・多角的に考察
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】・現代の日
本経済について、よりよい社会の実現のため
に現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

〇 〇

期末考査

３節 日本経済の発展と現状
【知識及び技能】・戦後日本経済の発
展と日本経済の現状について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】・現在
の日本経済が抱える課題に着目しなが
ら、戦後の日本経済がどのような変遷
をたどってきたか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、戦後復興から高度経済成長
の終焉、日本経済の変遷、産業構造の
変化、バブル経済崩壊後の日本経済の
状況などの諸課題をどのように向き合
い、どう解決するべきかを考え、自ら
の意見を述べることが出来る。

指導事項：・戦後の日本経済とは
どのような産業構造の変化がみら
れただろうか。・バブル経済崩壊
後の日本経済はどのような影響を
もたらしただろうか。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

中間考査

（選択1組：　〇〇　）

〇

〇

〇

〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

【学びに向かう力、人間性等】

公民 経済特講
公民 経済特講 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に
ついて、関連する諸資料から社会の在り方に関わ
る情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
に付けるようにする。

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断
の基準となる政治・経済の概念や理論などを活
用して、社会の課題を把握・説明するとともに
考察し公正に判断して、合意形成や社会参画に
向かう力を身に付ける力を養う。

『政治・経済』（東京書籍）

公民

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる政治・経済の概念や理論などを活用して、社
会の課題を把握・説明するとともに考察し公正に判断して、合意形成や社会参画に向かう力を身に付ける
力を養う。
より良い社会の実現のため政治・経済の諸課題について、主体的に解決しようする態度を養うとともに、
多面的・多角的な考察と理解を通して国家や国際社会の形成に積極的な役割を果たそうとする自覚などを
深める。

経済特講

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

知 思 態
配当
時数

１節 現代の資本主義経済
【知識及び技能】・経済活動の特徴、
資本主義経済の成立と変容、社会主義
経済と新自由主義について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・資本
主義経済の特徴に着目し、資本主義経
済が今日の世界経済の主流となったの
はなぜか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、経済活動の特徴、希少性や
トレードオフなど経済活動の基本原
理、今日の資本主義経済の課題などの
諸課題をどのように向き合い、どう解
決するべきかを考え、自らの意見を述
べることが出来る。

指導事項：・資本主義経済はな
ぜ、今日の経済の主流になったの
だろうか。・資本主義・社会主義
経済はどのように発展、変化した
のだろうか。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

国家及び社会の形成者として、よりよい社会の
実現のため現実社会の諸課題を主体的に解決し
ようしている。

7

〇 〇

〇

5

〇 〇 12

【知識・技能】・経済活動の特徴、資本主義
経済の成立と変容、社会主義経済と新自由主
義について理解している。・考察、構想する
際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し、
読み取り、まとめている。
【思考・判断・表現】・資本主義経済の特徴
に着目し、資本主義経済が今日の世界経済の
主流となったのはなぜか多面的・多角的に考
察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】・現代の資
本主義経済について、よりよい社会の実現の
ために現実社会の諸課題を主体的に解決しよ
うとしている。

〇

【学びに向かう力、人間性等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決について、関連する諸資料から社会の在り方に関わる情報
を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

1

２節 現代経済のしくみ
【知識及び技能】・経済主体と経済の
循環、企業の活動と社会的責任、市場
経済の機能と限界、国民所得と経済成
長、物価と国民生活、金融および財政
のしくみと機能について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・企
業、市場経済、国民所得、金融、財政
などの観点に着目し、現代の経済はど
のようなしくみで、どのような課題を
抱えているか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、家計および企業の経済活
動、市場経済、国民所得、金融、財政
などの諸課題をどのように向き合い、
どう解決するべきかを考え、自らの意
見を述べることが出来る。

１
学
期



8

1

〇 1

４節 福祉社会と日本経済の課題
【知識及び技能】・公害と環境保全、
農業・食料問題、中小企業の現状と課
題、情報化の進展と課題、消費者問
題、雇用と労働問題、社会保障と福祉
社会の実現について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・日本
の経済や社会が抱える諸課題の解決に
向けて自分には何ができるか考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、公害問題、戦後日本の農林
業や漁業の課題、食料問題、中小企業
の現状と課題、情報化の進展と課題、
消費者保護、雇用と労働問題、社会保
障と福祉社会などの諸課題をどのよう
に向き合い、どう解決するべきかを考
え、自らの意見を述べることが出来
る。

指導事項：・公害問題はなぜ発生
するのだろうか。・これからの日
本の農業と食料はどうあるべきだ
ろうか。・日本の中小企業はどの
ような課題を抱えているだろう
か。・情報の進展は社会にどのよ
うなイノベーションをもたらした
だろうか。消費者問題はなぜ発生
するのだろうか。・雇用問題を取
り巻く現状はどのようになってい
るだろうか。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

【知識・技能】・公害と環境保全、農業・食
料問題、中小企業の現状と課題、情報化の進
展と課題、消費者問題、雇用と労働問題、社
会保障と福祉社会の実現について理解してい
る。・考察、構想する際に必要な情報を適切
かつ効果的に収集し、読み取り、まとめてい
る。
【思考・判断・表現】・日本の経済や社会が
抱える諸課題の解決に向けて自分には何がで
きるか多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】・現代の日
本経済について、よりよい社会の実現のため
に現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

〇 〇 〇 6

中間考査

５節 国民経済と国際経済
【知識及び技能】・自由貿易と国際分
業、為替レートの変動、国際収支のし
くみ、戦後国際経済体制の展開、南北
問題や南南問題について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・貿易
自由化や国際的な経済格差の現状を踏
まえて、世界の人々のより豊かな生活
を実現するためにはどうすればよいか
考察する。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、貿易の意義、現代の国際通
貨体制の変遷、南北問題の解消などの
諸課題をどのように向き合い、どう解
決するべきかを考え、自らの意見を述
べることが出来る。

指導事項：・為替レートはどのよ
うな要因によって変動するだろう
か。・地域統合や自由貿易の進展
はどのようになっているだろう
か。・国際社会は南北問題の解消
にどのように取り組んできただろ
うか。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

【知識・技能】・自由貿易と国際分業、為替
レートの変動、国際収支のしくみ、戦後国際
経済体制の展開、南北問題や南南問題につい
て理解している。・考察、構想する際に必要
な情報を適切かつ効果的に収集し、読み取
り、まとめている。
【思考・判断・表現】・貿易自由化や国際的
な経済格差の現状を踏まえて、世界の人々の
より豊かな生活を実現するためにはどうすれ
ばよいか多面的・多角的に考察し、表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】・現代の国
際経済について、よりよい社会の実現のため
に現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

〇 〇 〇 8

8

〇 〇
期末考査

４節 福祉社会と日本経済の課題
【知識及び技能】・公害と環境保全、
農業・食料問題、中小企業の現状と課
題、情報化の進展と課題、消費者問
題、雇用と労働問題、社会保障と福祉
社会の実現について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・日本
の経済や社会が抱える諸課題の解決に
向けて自分には何ができるか考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、公害問題、戦後日本の農林
業や漁業の課題、食料問題、中小企業
の現状と課題、情報化の進展と課題、
消費者保護、雇用と労働問題、社会保
障と福祉社会などの諸課題をどのよう
に向き合い、どう解決するべきかを考
え、自らの意見を述べることが出来
る。

指導事項：・公害問題はなぜ発生
するのだろうか。・これからの日
本の農業と食料はどうあるべきだ
ろうか。・日本の中小企業はどの
ような課題を抱えているだろう
か。・情報の進展は社会にどのよ
うなイノベーションをもたらした
だろうか。消費者問題はなぜ発生
するのだろうか。・雇用問題を取
り巻く現状はどのようになってい
るだろうか。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

【知識・技能】・公害と環境保全、農業・食
料問題、中小企業の現状と課題、情報化の進
展と課題、消費者問題、雇用と労働問題、社
会保障と福祉社会の実現について理解してい
る。・考察、構想する際に必要な情報を適切
かつ効果的に収集し、読み取り、まとめてい
る。
【思考・判断・表現】・日本の経済や社会が
抱える諸課題の解決に向けて自分には何がで
きるか多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】・現代の日
本経済について、よりよい社会の実現のため
に現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

〇 〇

〇

〇

〇

２
学
期

３節 日本経済の発展と現状
【知識及び技能】・戦後日本経済の発
展と日本経済の現状について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】・現在
の日本経済が抱える課題に着目しなが
ら、戦後の日本経済がどのような変遷
をたどってきたか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、戦後日本経済の発展と日本
経済の現状、現在の日本経済が抱える
課題に着目しながら、戦後の日本経済
の変遷と問題点などの諸課題をどのよ
うに向き合い、どう解決するべきかを
考え、自らの意見を述べることが出来
る。

指導事項：・戦後の日本経済とは
どのような産業構造の変化がみら
れただろうか。・バブル経済崩壊
後の日本経済はどのような影響を
もたらしただろうか。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

【知識・技能】・戦後日本経済の発展と、日
本経済の現状について理解している。・考
察、構想する際に必要な情報を適切かつ効果
的に収集し、読み取り、まとめている。
【思考・判断・表現】・現在の日本経済が抱
える課題に着目しながら、戦後の日本経済が
どのような変遷をたどってきたか多面的・多
角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】・現代の日
本経済について、よりよい社会の実現のため
に現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

〇 〇

〇 〇



１節～５節までの経済分野のまとめ
【知識及び技能】・１節～５節までの
経済分野について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・１節
～５節までの経済分野の学習を通し
て、主権者である自分はどのように政
治参加をしていけばよいか考察する。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、１節～５節までの経済分野
の諸課題をどのように向き合い、どう
解決するべきかを考え、自らの意見を
述べることが出来る。

指導事項：・１節～５節までの経
済分野をまとめて再度確認する。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

【知識・技能】・１節～５節までの経済分野
について理解している。・考察、構想する際
に必要な情報を適切かつ効果的に収集し、読
み取り、まとめている。
【思考・判断・表現】・１節～５節までの経
済分野について多面的・多角的に考察し、表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】・１節～５
節までの経済分野について、よりよい社会の
実現のために現実社会の諸課題を主体的に解
決しようとしている。

〇 〇〇

合計 78

16

３
学
期

５節 国民経済と国際経済
【知識及び技能】・自由貿易と国際分
業、為替レートの変動、国際収支のし
くみ、戦後国際経済体制の展開、南北
問題や南南問題について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】・貿易
自由化や国際的な経済格差の現状を踏
まえて、世界の人々のより豊かな生活
を実現するためにはどうすればよいか
考察する。
【学びに向かう力、人間性等】・より
よい社会の実現のため現代社会の枠組
みの中で、貿易の意義、現代の国際通
貨体制の変遷、南北問題の解消などの
諸課題をどのように向き合い、どう解
決するべきかを考え、自らの意見を述
べることが出来る。

指導事項：・為替レートはどのよ
うな要因によって変動するだろう
か。・地域統合や自由貿易の進展
はどのようになっているだろう
か。・国際社会は南北問題の解消
にどのように取り組んできただろ
うか。

教材と学習方法
・教科書、資料集、プリント
・端末iPadの活用
・グループワークでの意見交換
・大学入試問題と記述問題
・単元ごと小テスト

【知識・技能】・自由貿易と国際分業、為替
レートの変動、国際収支のしくみ、戦後国際
経済体制の展開、南北問題や南南問題につい
て理解している。・考察、構想する際に必要
な情報を適切かつ効果的に収集し、読み取
り、まとめている。
【思考・判断・表現】・貿易自由化や国際的
な経済格差の現状を踏まえて、世界の人々の
より豊かな生活を実現するためにはどうすれ
ばよいか多面的・多角的に考察し、表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】・現代の国
際経済について、よりよい社会の実現のため
に現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

〇 〇 〇 4



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

１
学
期

15

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

関数
【知識及び技能】
・分数関数のグラフをかく。
・分数方程式や不等式を解く。
・無理関数のグラフをかく。
・無理方程式や不等式を解く。
・種々の関数の逆関数を求める
・種々の関数の合成関数を求める。
【思考力、判断力、表現力等】
・分数不等式や無理不等式を、関数
のグラフを用いて考察する｡
・逆関数の定義域・値域や性質を考
察する。
・２つの関数を続けて作用させた関
数を、合成関数という1つの関数と
して考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・方程式や不等式の考察に、関数の
グラフを活用する。

・指導事項
　分数関数、無理関数
　逆関数と合成関数
・教材
　サクシード（数研出版）
　チャート式基礎からの数学
　　　　　　　　（数研出版）
・一人１台端末の活用等
　Classi Note他

【知識・技能】
・分数関数のグラフをかくことができる。
・分数方程式や不等式が解ける。
・無理関数のグラフをかくことができる。
・無理方程式や不等式が解ける。
・種々の関数の逆関数を求められる。
・種々の関数の合成関数を求められる。
【思考・判断・表現】
・分数不等式や無理不等式を、関数のグラフ
を利用して考察できる。
・逆関数の定義域・値域や性質を考察でき
る。
・２つの関数を続けて作用させた関数を、合
成関数という1つの関数として考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・方程式や不等式の考察に、積極的に関数の
グラフを活用しようとする。

・指導事項
　数列の極限、無限等比数列
　無限級数、関数の極限
　三角関数と極限
　関数の連続性
・教材
　サクシード（数研出版）
　チャート式基礎からの数学
　　　　　　　　（数研出版）
・一人１台端末の活用等
　Classi Note他

極限
【知識及び技能】
・数列の収束・発散について調べた
り、極限を求めたりする。
・無限等比数列の収束条件を理解
し、利用する。
・漸化式で表された数列の極限値を
求める。
・様々な無限級数の和を求める｡
・無限等比級数の収束条件を理解
し、利用する。
・様々な関数の極限を求める。
・関数の右側左側極限を調べ、関数
の極限の有無を調べる。
・sinx/xの極限を利用する。
・関数の連続性、不連続性を判定す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・式変形等の工夫により、数列の極
限を求める。
・はさみうちの原理を利用する｡
・無限等比級数を活用する。
・式変形等の工夫により、関数の極
限を求める。
・中間値の定理を方程式の解の存在
の証明に活用する。
【学びに向かう力、人間性等】
・数列や関数の極限を、グラフなど
で直観的に考察する。
・様々な問題での極限の結果を考察
する。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に
解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しよ
うとする態度、粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度、問題解
決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

極限、微分法及び積分法についての概念や原
理・法則を体系的に理解するとともに、事象を
数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるように
する。

数列や関数の値の変化に着目し、極限につい
て考察したり、関数関係をより深く捉えて事
象を的確に表現し、数学的に考察したりする
力、いろいろな関数の局所的な性質や大域的
な性質に着目し、事象を数学的に考察した
り、問題解決の過程や結果を振り返って統合
的・発展的に考察したりする力を養う。

数学Ⅲ（数研出版）

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に
考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や
創造性の基礎を養う。

数学Ⅲ

【 知　識　及　び　技　能 】

数学 数学Ⅲ

（　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

数学 数学Ⅲ 3

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

1○ ○
定期考査

○

○ ○ ○

【知識・技能】
・数列の収束・発散について調べたり、極限
を求めたりすることができる。
・無限等比数列の収束条件を理解し、利用す
ることができる。
・漸化式で表された数列の極限値を求められ
る。
・様々な無限級数の和を求められる。
・無限等比級数の収束条件を理解し、利用す
ることができる。
・いろいろな関数の極限を求められる。
・関数の右側極限、左側極限を調べ、関数の
極限の有無を調べられる。
・sinx/xの極限を利用することができる。
・関数の連続性、不連続性を判定できる。
【思考・判断・表現】
・式変形等の工夫により、数列の極限を求め
ることができる。
・状況により、はさみうちの原理の利用を考
察できる。
・無限等比級数を様々な場面で活用できる。
・式変形等の工夫により、関数の極限を求め
ることができる。
・中間値の定理を方程式の解の存在の証明に
活用できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・数列や関数の極限を、グラフなどで直観的
に考察しようとする。
・様々な問題での極限の結果を考察しようと
する。



○ 1

○ ○

○ ○

定期考査
○ ○

１
学
期

○ 26

○ 22

２
学
期

積分法
【知識及び技能】
・様々な関数の不定積分を求める。
・置換積分法や部分積分法で複雑な
関数の不定積分を求める。
・定積分の置換積分法や部分積分法
で複雑な関数の定積分を求める。
・偶関数、奇関数の定積分の性質を
用いて定積分を計算する。
・積分方程式を解く。
・数列の和を長方形の面積の和とし
て捉え、その極限を定積分で求め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・合成関数の微分の逆演算として置
換積分法を理解する。
・積の微分の逆演算として部分積分
法を理解する。
・被積分関数の変形などの工夫をし
て不定積分を求める。
・区分求積法の考えを理解する｡
・定積分を利用した不等式の証明に
ついて考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・簡単には積分が求められない関数
について、置換積分や部分積分を用
いるなどの工夫をして自ら計算す
る。

・指導事項
　不定積分とその基本性質
　置換積分法、部分積分法
　いろいろな関数の不定積分
　定積分とその基本性質
　定積分の置換積分法
　定積分の部分積分法
　定積分の種々の問題
・教材
　サクシード（数研出版）
　チャート式基礎からの数学
　　　　　　　　（数研出版）
・一人１台端末の活用等
　Classi Note他

【知識・技能】
・不定積分の基本性質を理解し、様々な関数
の不定積分を求められる。
・置換積分法や部分積分法を用いて、複雑な
関数の不定積分を求められる。
・定積分の置換積分法や部分積分法を用い
て、複雑な関数の定積分を求められる。
・偶関数、奇関数の定積分の性質を理解し、
それを利用して定積分を計算できる。
・２つのタイプの積分方程式を解くことがで
きる。
・数列の和を長方形の面積の和として捉え、
その極限を定積分で求められる。
【思考・判断・表現】
・合成関数の微分の逆演算として置換積分法
を理解している。
・積の微分の逆演算として部分積分法を理解
している。
・被積分関数の変形などの工夫をして不定積
分を求められる。
・区分求積法の考え方を理解している。
・定積分を利用した不等式の証明について考
察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・簡単には積分が求められない関数につい
て、置換積分や部分積分を用いるなどの工夫
をして自ら計算しようとする。

微分法
【知識及び技能】
・導関数の性質や様々な微分の手法
を理解し、導関数を求める｡
・三角関数、対数関数、指数関数を
含む関数の導関数を求める｡
・対数微分法を利用する。
・第ｎ次導関数を求める。
・方程式F(x，y)＝0を関数とみて微
分する。
・媒介変数で表された関数の導関数
を求める。
【思考力、判断力、表現力等】
・導関数の性質や積・商の導関数、
合成関数・逆関数の微分法を定義に
基づいて証明する。
・自然対数の底ｅを考える必然性を
理解する。
・関数やその式の形により、どの微
分の手法を用いればよいかを判断す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・微分可能性と連続性の関係につい
て考察する。
・自然対数の底ｅについて考察す
る。

・指導事項
　微分係数と導関数
　導関数の計算
　いろいろな関数の導関数
　第ｎ次導関数
　関数のいろいろな表し方と導
　関数
・教材
　サクシード（数研出版）
　チャート式基礎からの数学
　　　　　　　　（数研出版）
・一人１台端末の活用等
　Classi Note他

【知識・技能】
・導関数の性質や積・商の導関数、合成関数
の微分法、逆関数の微分法を理解して、様々
な導関数を求められる。
・三角関数、対数関数、指数関数の導関数を
理解して、これらを含む関数の導関数を求め
られる。
・対数微分法を利用することができる。
・様々な関数の第ｎ次導関数を求められる。
・方程式F(x，y)＝0を関数とみて微分でき
る。
・媒介変数で表された関数の導関数を求めら
れる。
【思考・判断・表現】
・導関数の性質や積・商の導関数、合成関数
の微分法、逆関数の微分法を定義に基づいて
証明できる。
・自然対数の底ｅを考える必然性を理解して
いる。
・関数やその式の形により、どの微分の手法
を用いればよいかを判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・微分可能性と連続性の関係について考察し
ようとする。
・自然対数の底ｅについて興味をもち、考察
しようとする。

微分法の応用
【知識及び技能】
・微分を用いて関数のグラフの接線
や法線の方程式を求める｡
・平均値の定理を理解する。
・増減、凹凸、変曲点、漸近線など
を調べ関数のグラフをかく｡
・導関数を利用して不等式の証明問
題、方程式の実数解の個数問題を解
く。
・微分を用いて速度ベクトルや加速
度ベクトルを求める。
・関数の近似式を作る。
【思考力、判断力、表現力等】
・共通な接線をもつ条件を理解し、
問題の解決に利用する。
・平均値の定理を利用して不等式を
証明する。
・速度や加速度を調べることで、等
速円運動やサイクロイド運動の特徴
を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・方程式の重解と微分の関係につい
て関心をもち、考察する。
・身近にある最大・最小の問題を微
分を用いて調べ、解決する｡

・指導事項
　接線と法線、平均値の定理
　関数の値の変化
　関数の最大と最小
　関数のグラフ
　方程式・不等式への応用
　速度と加速度　近似式
・教材
　サクシード（数研出版）
　チャート式基礎からの数学
　　　　　　　　（数研出版）
・一人１台端末の活用等
　Classi Note他

【知識・技能】
・微分を用いて関数のグラフの接線や法線の
方程式を求められる。
・平均値の定理を理解している。
・導関数や第2次導関数を利用して、増減、凹
凸、変曲点、漸近線などを調べて関数のグラ
フをかくことができる。
・導関数を利用して不等式の証明問題、方程
式の実数解の個数問題を解ける。
・微分を用いて速度ベクトルや加速度ベクト
ルを求められる。
・関数の近似式を作ることができる。
【思考・判断・表現】
・共通な接線をもつ条件を理解し、問題の解
決に利用できる。
・平均値の定理を利用して不等式を証明でき
る。
・速度や加速度を調べることで、等速円運動
やサイクロイド運動の特徴を考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・方程式の重解と微分の関係について関心を
もち、考察しようとする。
・身近にある最大値・最小値の問題を、微分
を用いて調べ、解決しようとする。



20

30

合計

117

○ ○

1
定期考査

○ ○ ○

○ 26

定期考査
○ ○ ○ 1

○

２
学
期

総合問題演習
【知識及び技能】
・既習事項を活用して、基本的な大
学入試問題を解く。
【思考力、判断力、表現力等】
・既習事項を活用して、発展的な大
学入試問題を解く。
【学びに向かう力、人間性等】
・既習事項を活用して、自ら大学入
試問題に取り組む。

・指導事項
　大学入試問題演習
・教材
　クリアー数学演習
　　　　（数研出版）
・一人１台端末の活用等
　Classi Note他

【知識・技能】
・既習事項を活用して、基本的な大学入試問
題を解くことができる。
【思考・判断・表現】
・既習事項を活用して、発展的な大学入試問
題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・既習事項を活用して、自ら大学入試問題に
取り組もうとする。

○ ○
３
学
期

総合問題演習
【知識及び技能】
・既習事項を活用して、基本的な大
学入試問題を解く。
【思考力、判断力、表現力等】
・既習事項を活用して、発展的な大
学入試問題を解く。
【学びに向かう力、人間性等】
・既習事項を活用して、自ら大学入
試問題に取り組む。

・指導事項
　大学入試問題演習
・教材
　クリアー数学演習
　　　　（数研出版）
・一人１台端末の活用等
　Classi Note他

【知識・技能】
・既習事項を活用して、基本的な大学入試問
題を解くことができる。
【思考・判断・表現】
・既習事項を活用して、発展的な大学入試問
題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・既習事項を活用して、自ら大学入試問題に
取り組もうとする。

○ ○ ○

積分法の応用
【知識及び技能】
・直線や曲線で囲まれた図形の面積
を定積分で求める。
・媒介変数表示された曲線や直線で
囲まれた図形の面積を置換積分で求
める。
・立体の断面積を積分することで体
積を求める。
・回転体の体積を求める。
・定積分を用いて曲線の長さや道の
りを求める。
【思考力、判断力、表現力等】
・立体の断面積を積分することで体
積が求められることを理解する。
・曲線の長さが定積分で求められる
ことを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・体積V(x)が断面積S(x)の1つの不
定積分であることに関心をもち、考
察する。
・直線の周りの回転体の体積に興味
を示し、考察する。

・指導事項
　面積、体積、曲線の長さ
　速度と道のり
・教材
　サクシード（数研出版）
　チャート式基礎からの数学
　　　　　　　　（数研出版）
・一人１台端末の活用等
　Classi Note他

【知識・技能】
・直線や曲線で囲まれた図形の面積を定積分
で求められる。
・媒介変数表示された曲線や直線で囲まれた
図形の面積を置換積分で求められる。
・立体の断面積を積分することで体積を求め
られる。
・回転体の体積を求められる。
・定積分を用いて曲線の長さや道のりを求め
られる。
【思考・判断・表現】
・立体の断面積を積分することで体積が求め
られることを理解している。
・曲線の長さが定積分で求められることを理
解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・体積V(x)が断面積S(x)の1つの不定積分であ
ることに関心をもち、考察しようとする。
・直線の周りの回転体の体積に興味を示し、
考察しようとする。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

1○ ○
定期考査

○

○ ○ ○

数学 数学Ｃ

（　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

数学 数学Ｃ 2

態

複素数平面
【知識及び技能】
・複素数を表す点を複素数平面上に
記す。
・複素数の加法、減法、実数倍、絶
対値の複素数平面における図形的意
味を理解する。
・複素数を極形式で表し、複素数の
積、商を求める。
・複素数のｎ乗を求める。
・複素数のｎ乗根を求める。
・線分の内分外分点や複素数の方程
式で表される図形を求める｡
・ある点を中心に回転した点を表す
複素数や半直線のなす角を求める。
【思考力、判断力、表現力等】
・複素数の乗法、除法の図形的意味
を理解し、活用する。
・複素数のｎ乗根の性質について考
察する。
・複素数平面上の三角形の形状につ
いて考察する。
・複素数の変換について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・複素数平面や極形式の有用性を理
解し、活用する。
・図形の問題を、複素数の演算の図
形的意味を用いて積極的に考察す
る。

・指導事項
　複素数平面
　複素数の極形式と乗法、除法
　ド・モアブルの定理
　複素数と図形
・教材
　サクシード（数研出版）
　チャート式基礎からの数学
　　　　　　　　（数研出版）
・一人１台端末の活用等
　Classi Note他

【知識・技能】
・複素数を表す点を複素数平面上に記すこと
ができる。
・複素数の加法、減法、実数倍、絶対値の複
素数平面における図形的意味を理解してい
る。
・複素数を極形式で表して、複素数の積、商
を求められる。
・ド・モアブルの定理を用いて、複素数のｎ
乗を求められる。
・極形式を用いて、複素数のｎ乗根を求めら
れる。
・線分の内分点・外分点や複素数の方程式で
表される図形を求められる。
・ある点を中心に回転した点を表す複素数や
半直線のなす角を求められる。
【思考・判断・表現】
・複素数の乗法、除法の図形的意味を理解
し、活用できる。
・複素数のｎ乗根の性質について考察でき
る。
・複素数平面上の三角形の形状について考察
できる。
・複素数の変換について考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・複素数平面や極形式の有用性を理解し、活
用しようとする。
・図形の問題を、複素数の演算の図形的意味
を用いて積極的に考察しようとする。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に
解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ
いて判断しようとする態度，問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

平面上の曲線と複素数平面についての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，数学的な表現の工夫について認識を深め，
事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数
学的に表現・処理したりする技能を身に付ける
ようにする。

大きさと向きをもった量に着目し，演算法則
やその図形的な意味を考察する力，図形や図
形の構造に着目し，それらの性質を統合的・
発展的に考察する力，数学的な表現を用いて
事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養
う。

数学Ｃ（数研出版）

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に
考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や
創造性の基礎を養う。

数学Ｃ

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思



式と曲線
【知識及び技能】
・放物線の定義を理解し、焦点、準
線を求めグラフをかく。
・楕円の定義を理解し、焦点などを
求めグラフをかく。
・双曲線の定義を理解し、頂点、焦
点、漸近線を求めグラフをかく。
・ｘ、ｙの２次方程式が表す図形を
求める。
・２次曲線の接線の方程式を求め
る。
・２次曲線と離心率の関係について
理解する。
・２次曲線を媒介変数を用いて表
す。
・点の座標や曲線の方程式につい
て、直交座標と極座標を相互に変換
する。
・円や直線を極方程式で表す。
【思考力、判断力、表現力等】
・軌跡の考え方から、放物線や楕
円、双曲線の方程式を導く。
・２次曲線を円錐を平面で切った切
り口の曲線として捉える。
・２次曲線の方程式を離心率ｅをも
とに求る。
・極座標の有用性について理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・２次曲線の焦点の性質に関心をも
ち、考察する。
・媒介変数表示や極方程式で表され
た曲線をコンピュータで描き、興味
をもって考察する。

・指導事項
　放物線、楕円、双曲線
　２次曲線の平行移動
　２次曲線と直線
　２次曲線の性質
　曲線の媒介変数表示
　極座標と極方程式
　コンピュータといろいろな曲
　線
・教材
　サクシード（数研出版）
　チャート式基礎からの数学
　　　　　　　　（数研出版）
・一人１台端末の活用等
　Classi Note他

【知識・技能】
・放物線の軌跡としての定義を理解し、その
方程式から焦点、準線を求めグラフがかけ
る。
・楕円の軌跡としての定義を理解し、その方
程式から焦点などを求めグラフがかける。
・双曲線の軌跡としての定義を理解し、その
方程式から頂点、焦点、漸近線を求めグラフ
がかける。
・ｘ、ｙの２次方程式を変形して、その方程
式が表す図形を求められる。
・２次曲線の接線の方程式を求められる。
・２次曲線と離心率の関係について理解して
いる。
・２次曲線を媒介変数を用いて表せる。
・点の座標や曲線の方程式について、直交座
標と極座標を相互に変換できる。
・円や直線を極方程式で表せる。
【思考・判断・表現】
・軌跡の考え方から、放物線や楕円、双曲線
の方程式を導ける。
・２次曲線を、円錐を平面で切った切り口の
曲線として捉えられる。
・２次曲線の方程式を、離心率ｅをもとに求
められる。
・極座標の有用性について理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・２次曲線の焦点の性質に関心をもち、考察
しようとする。
・媒介変数表示や極方程式で表された曲線を
コンピュータで描き、興味をもって考察しよ
うとする。

○

２
学
期

総合問題演習
【知識及び技能】
・既習事項を活用して、基本的な大
学入試問題を解く。
【思考力、判断力、表現力等】
・既習事項を活用して、発展的な大
学入試問題を解く。
【学びに向かう力、人間性等】
・既習事項を活用して、自ら大学入
試問題に取り組む。

・指導事項
　大学入試問題演習
・教材
　クリアー数学演習
　　　　（数研出版）
・一人１台端末の活用等
　Classi Note他

【知識・技能】
・既習事項を活用して、基本的な大学入試問
題を解くことができる。
【思考・判断・表現】
・既習事項を活用して、発展的な大学入試問
題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・既習事項を活用して、自ら大学入試問題に
取り組もうとする。

○ ○
３
学
期

総合問題演習
【知識及び技能】
・既習事項を活用して、基本的な大
学入試問題を解く。
【思考力、判断力、表現力等】
・既習事項を活用して、発展的な大
学入試問題を解く。
【学びに向かう力、人間性等】
・既習事項を活用して、自ら大学入
試問題に取り組む。

・指導事項
　大学入試問題演習
・教材
　クリアー数学演習
　　　　（数研出版）
・一人１台端末の活用等
　Classi Note他

【知識・技能】
・既習事項を活用して、基本的な大学入試問
題を解くことができる。
【思考・判断・表現】
・既習事項を活用して、発展的な大学入試問
題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・既習事項を活用して、自ら大学入試問題に
取り組もうとする。

○ ○

総合問題演習
【知識及び技能】
・既習事項を活用して、基本的な大
学入試問題を解く。
【思考力、判断力、表現力等】
・既習事項を活用して、発展的な大
学入試問題を解く。
【学びに向かう力、人間性等】
・既習事項を活用して、自ら大学入
試問題に取り組む。

・指導事項
　大学入試問題演習
・教材
　クリアー数学演習
　　　　（数研出版）
・一人１台端末の活用等
　Classi Note他

【知識・技能】
・既習事項を活用して、基本的な大学入試問
題を解くことができる。
【思考・判断・表現】
・既習事項を活用して、発展的な大学入試問
題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・既習事項を活用して、自ら大学入試問題に
取り組もうとする。

定期考査
○ ○ ○ 1

○

1
定期考査

○ ○ ○

○ 16

○ 12

14

20

合計

78

○ 1

○ ○

○ ○

定期考査
○ ○

１
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用副教材：（ ）

（ ）

（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

「新課程 大学入学共通テスト対策ニューステージ数学演習Ⅰ・A＋Ⅱ・B・C 受験編」（数研出版）

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

数学 数学演習Ⅰ・A
数学 数学演習Ⅰ・A 2

「新課程 メジアン数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B・C〔ベクトル〕受験編」（数研出版）

数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分
析についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的に
みたり目的に応じて適切に変形したりする力，
図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質
や計量について論理的に考察し表現する力，関
数関係に着目し，事象を的確に表現してその特
徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察す
る力，社会の事象などから設定した問題につい
て，データの散らばりや変量間の関係などに着
目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題
を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

「2026共通テスト対策 実力完成 直前演習 数学Ⅰ・A」（進研学参）

【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

数学演習Ⅰ・A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察
する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

○ ○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

単元ごとの基本的な大学入試問題を
取り扱うことにより、既習内容の定
着を図る。
大学入試問題の演習を通して、大学
入学共通テストや個別試験に対応し
た基本的な計算力や数学的な思考力
を身につけさせる。

基礎力養成演習（単元別演習）

【数学Ⅰ】
・式の計算(1)
・式の計算(2)
・１次不等式
・集合
・命題と論証
・２次関数
・２次関数の最大・最小
・２次方程式と２次不等式
・三角比の基本
・三角比と図形(1)
・三角比と図形(2)

・単元ごとの基本的事項を理解できている
か。
・基本的な大学入試問題を処理できる計算力
が身についているか。
・基本的な大学入試問題に対応できる記述力
が身についているか。

○ ○ ○ 12

定期考査

12

定期考査
○ ○ ○ 1

単元ごとの基本的な大学入試問題を
取り扱うことにより、既習内容の定
着を図る。
大学入試問題の演習を通して、大学
入学共通テストや個別試験に対応し
た基本的な計算力や数学的な思考力
を身につけさせる。

・データの代表値と散らばり
・データの相関
・仮説検定の考え方

【数学Ａ】
・場合の数・順列(1)
・順列(2)・組合せ
・確率(1)
・確率(2)
・平面図形(1)
・平面図形(2)
・空間図形
・整数の性質

・単元ごとの基本的事項を理解できている
か。
・基本的な大学入試問題を処理できる計算力
が身についているか。
・基本的な大学入試問題に対応できる記述力
が身についているか。

○ ○ ○

○ 15

定期考査
○ ○ ○ 1

発展的内容の大学入試問題を取り扱
うことにより、応用力の育成を図
る。
大学入学共通テストの実践問題の演
習を行い、実力養成を図る。
分野横断型の融合問題なども取り入
れた大学入試問題演習を行い、応用
力を身につけさせる。

応用力養成演習（単元別演習）

【数学Ⅰ】
実践問題―数と式，集合と命題
実践問題―２次関数
実践問題―図形と計量
実践問題―データの分析

【数学Ａ】
実践問題―場合の数と確率
実践問題―図形の性質
実践問題―整数の性質

・総合問題演習

・確かな計算力や記述力に基づいた実践的な
応用力が身についたか。
・大学入学共通テストに対応できる処理能力
や思考力が身についたか。
・総合問題などにも対応できる思考力や答案
作成能力が身についたか。

○ ○

２
学
期



３
学
期

発展的内容の大学入試問題を取り扱
うことにより、応用力の育成を図
る。
大学入学共通テストの実践問題の演
習を行い、実力養成を図る。
分野横断型の融合問題なども取り入
れた大学入試問題演習を行い、応用
力を身につけさせる。
個別の論述指導を行い、論述力を身
につけさせる。

・大学入学共通テスト実践問題演
習
・国公立大学２次試験や難関私立
大学の論述指導

・大学入学共通テストに対応できる処理能力
や思考力が身についたか。
・総合問題などにも対応できる思考力や答案
作成能力が身についたか。

○ ○

○ ○ 15

定期考査
○ ○ ○ 1

２
学
期

発展的内容の大学入試問題を取り扱
うことにより、応用力の育成を図
る。
大学入学共通テストの実践問題の演
習を行い、実力養成を図る。
分野横断型の融合問題なども取り入
れた大学入試問題演習を行い、応用
力を身につけさせる。

・大学入学共通テスト実践問題演
習

・確かな計算力や記述力に基づいた実践的な
応用力が身についたか。
・大学入学共通テストに対応できる処理能力
や思考力が身についたか。
・総合問題などにも対応できる思考力や答案
作成能力が身についたか。

○

合計

78

○ 20



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用副教材：（ ）

（ ）

（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

「新課程 大学入学共通テスト対策ニューステージ数学演習Ⅰ・A＋Ⅱ・B・C 受験編」（数研出版）

（　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

数学 数学演習Ⅱ・B・C

数学 数学演習Ⅱ・B・C 2

「新課程 メジアン数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B・C〔ベクトル〕受験編」（数研出版）

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数
関数，三角関数及び微分・積分，数列，統計的
な推測，ベクトルの考えについての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解するとともに，
事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数
学的に表現・処理したりする技能を身に付ける
ようにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式
が成り立つことなどについて論理的に考察す
る力，座標平面上の図形について構成要素間
の関係に着目し，方程式を用いて図形を簡
潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性質を
論理的に考察したりする力，関数関係に着目
し，事象を的確に表現してその特徴を数学的
に考察する力，関数の局所的な変化に着目
し，事象を数学的に考察したり，問題解決の
過程や結果を振り返って統合的・発展的に考
察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づ
いて判断しようとする態度，問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や
創造性の基礎を養う。

数学演習Ⅱ・B・C

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に
解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に
考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

「2026共通テスト対策 実力完成 直前演習 数学Ⅱ・B・C」（進研学参）

○ ○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

単元ごとの基本的な大学入試問題を
取り扱うことにより、既習内容の定
着を図る。
大学入試問題の演習を通して、大学
入学共通テストや個別試験に対応し
た基本的な計算力や数学的な思考力
を身につけさせる。

基礎力養成演習（単元別演習）

【数学Ⅱ】
・式と証明
・複素数と方程式(1)
・複素数と方程式(2)
・点・直線・円
・曲線と直線
・軌跡と領域
・三角関数(1)
・三角関数(2)
・指数関数
・対数関数
・導関数と接線
・関数の値の変化，最大・最小
・微分法の応用

・単元ごとの基本的事項を理解できている
か。
・基本的な大学入試問題を処理できる計算力
が身についているか。
・基本的な大学入試問題に対応できる記述力
が身についているか。

○ ○ ○ 12

定期考査

12

定期考査
○ ○ ○ 1

単元ごとの基本的な大学入試問題を
取り扱うことにより、既習内容の定
着を図る。
大学入試問題の演習を通して、大学
入学共通テストや個別試験に対応し
た基本的な計算力や数学的な思考力
を身につけさせる。

・不定積分・定積分
・面積

【数学Ｂ】
・等差数列・等比数列
・種々の数列
・漸化式と数列
・数学的帰納法，数列の応用
・統計的な推測(1)
・統計的な推測(2)
・統計的な推測(3)

【数学Ｃ】
・ベクトルの基本
・平面ベクトルと図形
・空間ベクトルと図形

・単元ごとの基本的事項を理解できている
か。
・基本的な大学入試問題を処理できる計算力
が身についているか。
・基本的な大学入試問題に対応できる記述力
が身についているか。

○ ○ ○



○ 15

定期考査
○ ○ ○ 1

発展的内容の大学入試問題を取り扱
うことにより、応用力の育成を図
る。
大学入学共通テストの実践問題の演
習を行い、実力養成を図る。
分野横断型の融合問題なども取り入
れた大学入試問題演習を行い、応用
力を身につけさせる。

応用力養成演習（単元別演習）

【数学Ⅱ】
実践問題―式と証明，複素数と方
程式
実践問題―図形と方程式
実践問題―三角関数
実践問題―指数関数と対数関数
実践問題―微分法と積分法

【数学Ｂ】
実践問題―数列
実践問題―統計的な推測

【数学Ｃ】
実践問題―ベクトル

・総合問題演習

・確かな計算力や記述力に基づいた実践的な
応用力が身についたか。
・大学入学共通テストに対応できる処理能力
や思考力が身についたか。
・総合問題などにも対応できる思考力や答案
作成能力が身についたか。

○ ○

３
学
期

発展的内容の大学入試問題を取り扱
うことにより、応用力の育成を図
る。
大学入学共通テストの実践問題の演
習を行い、実力養成を図る。
分野横断型の融合問題なども取り入
れた大学入試問題演習を行い、応用
力を身につけさせる。
個別の論述指導を行い、論述力を身
につけさせる。

・大学入学共通テスト実践問題演
習
・国公立大学２次試験や難関私立
大学の論述指導

・大学入学共通テストに対応できる処理能力
や思考力が身についたか。
・総合問題などにも対応できる思考力や答案
作成能力が身についたか。

○ ○

○ ○ 15

定期考査
○ ○ ○ 1

２
学
期

発展的内容の大学入試問題を取り扱
うことにより、応用力の育成を図
る。
大学入学共通テストの実践問題の演
習を行い、実力養成を図る。
分野横断型の融合問題なども取り入
れた大学入試問題演習を行い、応用
力を身につけさせる。

・大学入学共通テスト実践問題演
習

・確かな計算力や記述力に基づいた実践的な
応用力が身についたか。
・大学入学共通テストに対応できる処理能力
や思考力が身についたか。
・総合問題などにも対応できる思考力や答案
作成能力が身についたか。

○

合計

78

○ 20



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用副教材：（ ）

（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

（　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

数学 数学総合演習
数学 数学総合演習 3

【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養う。

数学総合演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

「新課程 メジアン数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B・C〔ベクトル〕受験編」（数研出版）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解
釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考
察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

「新課程 クリアー数学演習Ⅲ・C 受験編」（数研出版）

極限，微分法及び積分法，ベクトル，平面上の
曲線と複素数平面についての概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに，事象を数学化し
たり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身につけるようにする。

数列や関数の値の変化に着目し，極限について
考察したり，関数関係をより深く捉えて事象を
的確に表現し，数学的に考察したりする力，い
ろいろな関数の局所的な性質や大域的な性質に
着目し，事象を数学的に考察したり，大きさと
向きをもった量に着目し，演算法則やその図形
的な意味を考察する力，図形や図形の構造に着
目し，問題解決の過程や結果を振り返って統合
的・発展的に考察する力，数学的な表現を用い
て事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養
う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しよう
とする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に
基づいて判断しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ ○ 1

配当
時数

１
学
期

単元ごとの基本的な大学入試問題を
取り扱うことにより、既習内容の定
着を図る。
大学入試問題の演習を通して、大学
入学共通テストや個別試験に対応し
た基本的な計算力や数学的な思考力
を身につけさせる。

【数学Ⅲ】
関数
・分数関数
・無理関数
・逆関数と合成関数
極限
・数列の極限
・無限等比数列
・無限級数
・関数の極限
・三角関数と極限
・関数の連続性
微分法
・微分係数と導関数
・導関数の計算
・いろいろな関数の導関数
・第ｎ次導関数
・関数のいろいろな表し方と導
　関数
微分法の応用
・接線と法線
・平均値の定理
・関数の値の変化
・関数の最大と最小
・関数のグラフ
・方程式・不等式への応用
・速度と加速度
・近似式

・単元ごとの基本的事項を理解できている
か。
・基本的な大学入試問題を処理できる計算力
が身についているか。
・基本的な大学入試問題に対応できる記述力
が身についているか。

○ ○ ○ 12

定期考査



１
学
期

12

定期考査
○ ○ ○ 1

単元ごとの基本的な大学入試問題を
取り扱うことにより、既習内容の定
着を図る。
大学入試問題の演習を通して、大学
入学共通テストや個別試験に対応し
た基本的な計算力や数学的な思考力
を身につけさせる。

積分法
・不定積分とその基本性質
・置換積分法
・部分積分法
・いろいろな関数の不定積分
・定積分とその基本性質
・定積分の置換積分法
・定積分の部分積分法
・定積分の種々の問題
積分法の応用
・面積
・体積
・曲線の長さ
・速度と道のり

【数学C】
平面上のベクトル
・ベクトルとその演算
・ベクトルと平面図形
空間のベクトル
・空間の座標
・ベクトルとその演算
・座標空間における図形
複素数平面
・複素数平面
・複素数の極形式と乗法・除法
・ド・モアブルの定理
・複素数と図形
式と曲線
・放物線
・楕円
・双曲線
・２次曲線の平行移動
・２次曲線と直線
・２次曲線の性質
・曲線の媒介変数教示
・極座標と極方程式

・単元ごとの基本的事項を理解できている
か。
・基本的な大学入試問題を処理できる計算力
が身についているか。
・基本的な大学入試問題に対応できる記述力
が身についているか。

○ ○ ○

○ 15

定期考査
○ ○ ○ 1

発展的内容の大学入試問題を取り扱
うことにより、応用力の育成を図
る。
大学入学共通テストの実践問題の演
習を行い、実力養成を図る。
分野横断型の融合問題なども取り入
れた大学入試問題演習を行い、応用
力を身につけさせる。

【数学Ⅰ・Ⅱ】
・式の計算
・恒等式・割り算の問題
・方程式・不等式の解法
・関数とグラフ
・最大・最小
・２次方程式の理論
・種々の方程式の問題
・不等式の種々の問題
・式の値，二項定理
・等式・不等式の証明
・集合と論証
・点と直線
・曲線と直線
・軌跡と領域
・図形と式の種々の問題

【数学A・B】
・約数と倍数
・不定方程式
・整数の種々の問題
・場合の数，順列
・組合せ
・確率

・確かな計算力や記述力に基づいた実践的な
応用力が身についたか。
・大学入学共通テストに対応できる処理能力
や思考力が身についたか。
・総合問題などにも対応できる思考力や答案
作成能力が身についたか。

○ ○

２
学
期



３
学
期

発展的内容の大学入試問題を取り扱
うことにより、応用力の育成を図
る。
大学入学共通テストの実践問題の演
習を行い、実力養成を図る。
分野横断型の融合問題なども取り入
れた大学入試問題演習を行い、応用
力を身につけさせる。
個別の論述指導を行い、論述力を身
につけさせる。

・大学入学共通テストに対応できる処理能力
や思考力が身についたか。
・総合問題などにも対応できる思考力や答案
作成能力が身についたか。

○ ○

○ ○ 15

定期考査
○ ○ ○ 1

２
学
期

発展的内容の大学入試問題を取り扱
うことにより、応用力の育成を図
る。
大学入学共通テストの実践問題の演
習を行い、実力養成を図る。
分野横断型の融合問題なども取り入
れた大学入試問題演習を行い、応用
力を身につけさせる。

【数学Ⅰ・Ⅱ】
・三角比と三角形
・図形と計量
・三角関数
・指数・対数の計算
・指数・対数の種々の問題
・導関数，接線
・関数の増減・極値
・最大・最小（微分法）
・方程式・不等式への応用
・積分の計算
・定積分で表された関数
・面積

【数学A・B】
・図形の性質
・等差数列・等比数列
・種々の数列
・漸化式と数列
・数学的帰納法
・数列の応用

・大学入学共通テスト実践問題演
習

・確かな計算力や記述力に基づいた実践的な
応用力が身についたか。
・大学入学共通テストに対応できる処理能力
や思考力が身についたか。
・総合問題などにも対応できる思考力や答案
作成能力が身についたか。

○

合計

78

○ 20



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

・指導事項
　１ 平面内の運動
　２ 剛体
　３ 運動量の保存
　４ 円運動と万有引力
・教材
　教科書、プリント、実験機器
　プロジェクター等
・一人１台端末の活用　等
　iPad

【知識・技能】
・力学について理解し，さまざまな関係式を
正しく適用できる。
【思考・判断・表現】
・物体の運動を理解し、事象について説明す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業に主体的に参加している。

〇 〇

〇

・指導事項
　１ 気体のエネルギーと状態変化
・教材
　教科書、プリント、実験機器
　プロジェクター等
・一人１台端末の活用　等
　iPad

【知識・技能】
・熱力学について理解し，さまざまな関係式
を正しく適用できる。
【思考・判断・表現】
・状態変化について理解し、説明することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業に主体的に参加している。

〇 〇

定期考査

定期考査
〇

1

〇

15

物理

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇 〇 30

配当
時数

１
学
期

第３編　波

【知識及び技能】
・波動に関する公式を暗記するのでは
なく、妥当性を見出させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・学習した内容をもとに、問題演習に
おいてどのように活用することができ
るのか考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自ら問題演習を行う環境を整え、受
験を意識させる。

・指導事項
　１ 波の伝わり方
　２ 音の伝わり方
　３ 光
・教材
　教科書、プリント、実験機器
　プロジェクター等
・一人１台端末の活用　等
　iPad

【知識・技能】
・波動について理解し，さまざまな関係式を
正しく適用できる。
【思考・判断・表現】
・ドップラー効果について，その周囲で音が
どのように変化するかを考えることができ
る。
・光の干渉で光が強めあうときの条件を説明
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業に主体的に参加している。

〇 〇 〇 18

第１編　力と運動

【知識及び技能】
・運動に関する公式を暗記するのでは
なく、妥当性を見出させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・学習した内容をもとに、問題演習に
おいてどのように活用することができ
るのか考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自ら問題演習を行う環境を整え、受
験を意識させる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第２編　熱と気体

【知識及び技能】
・熱力学に関する公式を暗記するので
はなく、妥当性を見出させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・学習した内容をもとに、問題演習に
おいてどのように活用することができ
るのか考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自ら問題演習を行う環境を整え、受
験を意識させる。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能
を身に付けるようにする。

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

・実験・実習に意欲的に取り組み、その後の考察を
きちんと行っている。
・物理の事物・現象に主体的にかかわり、それらを
科学的に探究しようとしている。
・探究の過程などを通して獲得した知識・技能や思
考力・判断力・表現力を日常生活や社会に活かそう
としている。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 物理

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

理科 物理 5

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・物理の事物・現象に対する概念や原理・法則を理解
し、知識を身に付けている。
・観察・実験などの基本操作を習得している。
・観察・実験の過程や結果を的確に記録・整理し、それ
らを科学的に探究する技能を身に付けている。

・物理の事物・現象の中に見通しをもって課題や仮
説を設定し、観察・実験などを行っている。
・観察・実験などから得られた結果を分析して解釈
し、根拠を基に導き出した考えを表現している。

数研出版　物理

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。



３
学
期

50

定期考査
〇 〇 1

合計 195

1

入試問題演習 問題演習

28

定期考査
〇 〇

・指導事項
　１ 電子と光
　２ 原子と原子核
・教材
　教科書、プリント、実験機器
　プロジェクター等
・一人１台端末の活用　等
　iPad

【知識・技能】
・原子について理解し，さまざまな関係式を
正しく適用できる。
【思考・判断・表現】
・電子の波動性や光の粒子性について理解し
ている。
・原子核や放射線について正しく理解し、事
象について説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業に主体的に参加している。

〇 〇

入試問題演習 問題演習

２
学
期

第４編　電気と磁気

【知識及び技能】
・電磁気学に関する公式を暗記するの
ではなく、妥当性を見出させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・学習した内容をもとに、問題演習に
おいてどのように活用することができ
るのか考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自ら問題演習を行う環境を整え、受
験を意識させる。

・指導事項
　１ 電場
　２ 電流
　３ 電流と磁場
　４ 電磁誘導と電磁波
・教材
　教科書、プリント、実験機器
　プロジェクター等
・一人１台端末の活用　等
　iPad

【知識・技能】
・電磁気学について理解し，さまざまな関係
式を正しく適用できる。
【思考・判断・表現】
・電気の性質について理解し、電気的な力や
作用について説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業に主体的に参加している。

〇 〇

第５編　原子

【知識及び技能】
・原子に関する公式を暗記するのでは
なく、妥当性を見出させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・学習した内容をもとに、問題演習に
おいてどのように活用することができ
るのか考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自ら問題演習を行う環境を整え、受
験を意識させる。

〇 30

〇 20



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（１　組：　・　）～（８　組：　・　　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

〇 〇

〇

【知識・技能】
・観察，実験などを通して，化学反応と熱・光
に関する事物・現象についての基本的な概念や
原理・法則を理解し，基本的な知識を身に付け
ている。
・観察，実験などを通して，化学反応の速さと
化学平衡に関する事物・現象についての基本的
な概念や原理・法則を理解し，基本的な知識を
身に付けている。
・観察，実験などを通して，無機物質に関する
事物・現象についての基本的な概念や原理・法
則を理解し，知識を身に付けている。
【思考、判断力、表現力等】
・化学反応とエネルギーとしての熱・光の出入
りに関する事物・現象の中に問題を見いだし，
観察，実験などを通じて，事実を分析的・総合
的に捉え，実証的，論理的に考察して問題を解
決し，科学的に判断できる。
・化学反応の速さとその要因，化学平衡の原理
とその移動に関する事物・現象の中に問題を見
いだし，観察，実験などを通じて，事実を分析
的・総合的に捉え，実証的，論理的に考察して
問題を解決し，科学的に判断できる。
・無機物質に関する事物・現象の中に問題を見
いだし，観察，実験などを通じて，事実を分析
的・総合的に捉え，実証的，論理的に考察して
問題を解決し，科学的に判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・化学反応と熱・光，電池と電気分解に関する
事物・現象に関心をもち，意欲的にそれらを探
究するとともに，科学的態度を身に付けてい
る。
・化学反応の速さと化学平衡に関する事物・現
象に関心をもち，意欲的にそれらを探究すると
ともに，科学的態度を身に付けている。
・無機物質に関する事物・現象に関心や探究心
をもち，意欲的にそれらを探究するとともに，
科学的態度を身に付けている。

〇 〇

定期考査

定期考査 〇

【知識・技能】
・化学反応と熱・光に関する事物・現象
についての基本的な概念や原理・法則を
理解させる。
・化学反応の速さと化学平衡に関する事
物・現象についての基本的な概念や原
理・法則を理解させる。
・無機物質に関する事物・現象について
の基本的な概念や原理・法則を理解させ
る。
【思考、判断力、表現力等】
・化学反応とエネルギーとしての熱・光
の出入りに関する事物・現象の中に問題
を見いだし，事実を分析的・総合的に捉
え，実証的，論理的に考察して問題を解
決し，科学的に判断できるようにする。
・化学反応の速さと化学平衡に関する事
物・現象の中に問題を見いだし，事実を
分析的・総合的に捉え，実証的，論理的
に考察して問題を解決し，科学的に判断
できるようにする。
・無機物質に関する事物・現象の中に問
題を見いだし，事実を分析的・総合的に
捉え，実証的，論理的に考察して問題を
解決し，科学的に判断できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・化学反応と熱・光，関する事物・現象
に関心をもち，意欲的にそれらを探究す
るとともに，科学的態度を身に付けさせ
る。
・化学反応の速さと化学平衡に関する事
物・現象に関心をもち，意欲的にそれら
を探究するとともに，科学的態度を身に
付けさせる。
・無機物質に関する事物・現象に関心や
探究心をもち，意欲的にそれらを探究す
るとともに，科学的態度を身に付けさせ
る。

理科 化学

態

1

〇

〇 1

〇

45

・指導事項
・化学反応とエネルギー
・化学反応としくみ
・化学平衡
・非金属元素

・教材
「セミナー化学・化学基礎」
（第一学習社）
「チェック＆演習化学」
（数研出版）
・パワーマックス　共通テスト対
応模試　化学」
（Z会出版社）

理科 化学 5

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則
を理解し，知識を身に付けている。観察，実験を行い，
基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的
確に記録，整理し，自然の事物・現象を科学的に探究す
る技能を身に付けている。

自然の事物・現象の中に問題を見いだし，探究
する過程を通して，事象を科学的に考察し，導
き出した考えを的確に表現している。

化学（数研出版））

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

【知識、技能】
・電気分解、物質の状態変化，状態間
の平衡，溶解平衡および溶液の性質に
ついて理解させる。
【思考、判断力、表現等】
・電気分解、物質の状態変化，状態間
の平衡，溶解平衡および溶液の性質に
ついて，問題を見出し、実証的、論理
的に考察して問題解決し、科学的に判
断できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・化学的な事物・事象のうち，電気分
解、物質の状態変化とその平衡及び溶
液の性質について関心や探究心をも
ち，意欲的にそれらの理解や探究に取
り組むとともに，科学的な自然観を身
に付けさせる。

・指導事項
・電気分解
・粒子の結合と結晶の構造
・物質の三態と状態変化
・気体
・溶液

・教材
「セミナー化学・化学基礎」
（第一学習社）
「チェック＆演習化学」
（数研出版）
パワーマックス　共通テスト対応
模試　化学」
（Z会出版社）

【知識、技能】
・電気分解に関する事物・現象についての基本
的な概念や原理・法則を理解し，基本的な知識
を身に付けている。
・物質の状態変化とその平衡に関する観察，実
験，探究活動などを通して，それらについての
基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身
に付けている。
【思考、判断力、表現等】
・電気分解、物質の状態変化とその平衡につい
て問題を見いだし，観察，実験あるいは事実の
分析や総合的把握を通じて，実証的，論理的に
考察して問題を解決し，科学的に判断すること
ができる。
・化学的な事物・事象のうち，電気分解、物質
の状態変化とその平衡について関心や探究心を
もち，意欲的にそれらの理解や探究に取り組む
とともに，科学的な自然観を身に付けている。
【学びに向かう力、人間性等】
・化学的な事物・事象のうち，電気分解、物質
の状態変化とその平衡について関心や探究心を
もち，意欲的にそれらの理解や探究に取り組む
とともに，科学的な自然観を身に付けている。

〇 〇 〇 40

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

自然の事物・現象に関心や探求心をもち，意欲
的にそれらを探究しようとするとともに，科学
的態度を身に付けている

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数



２
学
期

・指導事項
・金属元素
・有機化合物１

・教材
「セミナー化学・化学基礎」
（第一学習社）
「チェック＆演習化学」
（数研出版）
・パワーマックス　共通テスト対
応模試　化学」
（Z会出版社）

【知識・技能】
・観察，実験などを通して，無機物質に関す
る事物・現象についての基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を身に付けている。
・観察，実験などを通して，有機化合物に関
する事物・現象についての基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を身に付けている。
【思考、判断力、表現力等】
・無機物質に関する事物・現象の中に問題を
見いだし，観察，実験などを通じて，事実を
分析的・総合的に捉え，実証的，論理的に考
察して問題を解決し，科学的に判断できる。
・有機化合物に関する事物・現象の中に問題
を見いだし，観察，実験などを通じて，事実
を分析的・総合的に捉え，実証的，論理的に
考察して問題を解決し，科学的に判断でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・無機物質に関する事物・現象に関心や探究
心をもち，意欲的にそれらを探究するととも
に，科学的態度を身に付けている。
・有機化合物に関する事物・現象に関心や探
究心をもち，意欲的にそれらを探究するとと
もに，科学的態度を身に付けている。

〇 〇

【知識・技能】
・無機物質に関する事物・現象について
の基本的な概念や原理・法則を理解させ
る。
・有機化合物に関する事物・現象につい
ての基本的な概念や原理・法則を理解さ
せる。
【思考、判断力、表現力等】
・無機物質に関する事物・現象の中に問
題を見いだし，事実を分析的・総合的に
捉え，実証的，論理的に考察して問題を
解決し，科学的に判断できるようにす
る。
・有機化合物に関する事物・現象の中に
問題を見いだし，事実を分析的・総合的
に捉え，実証的，論理的に考察して問題
を解決し，科学的に判断できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・無機物質に関する事物・現象に関心や
探究心をもち，意欲的にそれらを探究す
るとともに，科学的態度を身に付けさせ
る。
・有機化合物に関する事物・現象に関心
や探究心をもち，意欲的にそれらを探究
するとともに，科学的態度を身に付けさ
せる。

定期考査 〇

〇

定期考査 〇 〇

〇

【知識・技能】
・有機化合物に関する事物・現象につい
ての基本的な概念や原理・法則を理解さ
せる。
・高分子化合物に関する事物・現象につ
いての基本的な概念や原理・法則を理解
させる。
【思考、判断力、表現力等】
・有機化合物に関する事物・現象の中に
問題を見いだし，事実を分析的・総合的
に捉え，実証的，論理的に考察して問題
を解決し，科学的に判断できるようにす
る。
・高分子化合物に関する事物・現象の中
に問題を見いだし，事実を分析的・総合
的に捉え，実証的，論理的に考察して問
題を解決し，科学的に判断できるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・有機化合物に関する事物・現象に関心
や探究心をもち，意欲的にそれらを探究
するとともに，科学的態度を身に付けさ
せる。
・高分子化合物に関する事物・現象に関
心や探究心をもち，意欲的にそれらを探
究するとともに，科学的態度を身に付け
させる。

・指導事項
・有機化合物２
・天然有機化合物
・合成高分子化合物
・教材
「セミナー化学・化学基礎」
（第一学習社）
「チェック＆演習化学」
（数研出版）
・パワーマックス　共通テスト対
応模試　化学」
（Z会出版社）

【知識・技能】
・観察，実験などを通して，有機化合物に関す
る事物・現象についての基本的な概念や原理・
法則を理解し，知識を身に付けている。
・観察，実験などを通して，高分子化合物に関
する事物・現象についての基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を身に付けている。
【思考、判断力、表現力等】
・無機物質に関する事物・現象の中に問題を見
いだし，観察，実験などを通じて，事実を分析
的・総合的に捉え，実証的，論理的に考察して
問題を解決し，科学的に判断できる。
・有機化合物に関する事物・現象の中に問題を
見いだし，観察，実験などを通じて，事実を分
析的・総合的に捉え，実証的，論理的に考察し
て問題を解決し，科学的に判断できる。
・高分子化合物に関する事物・現象の中に問題
を見いだし，観察，実験などを通じて，事実を
分析的・総合的に捉え，実証的，論理的に考察
して問題を解決し，科学的に判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・有機化合物に関する事物・現象に関心や探究
心をもち，意欲的にそれらを探究するととも
に，科学的態度を身に付けている。
・高分子化合物に関する事物・現象に関心や探
究心をもち，意欲的にそれらを探究するととも
に，科学的態度を身に付けている。

〇

〇 40

〇 1

〇 45

〇 1



３
学
期

195

〇 21

【知識、技能】
・総合的な理解を深める。
【思考、判断力、表現力等】
・総合的な思考力、判断力、表現力等
を身に付けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・化学全般に関する興味関心を深め、
化学的な考え方をできるようにする。

・指導事項
・総合的な学習
・総合演習
・個別指導

・教材
「セミナー化学・化学基礎」
（第一学習社）
「チェック＆演習化学」
（数研出版）
・パワーマックス　共通テスト対
応模試　化学」
（Z会出版社）

【知識、技能】
・総合的な理解ができる。
【思考、判断力、表現力等】
・総合的な思考力、判断力、表現力等が身に
付いている。
【学びに向かう力、人間性等】
・化学全般に関する興味関心を深め、化学的
な考え方が身についている。 〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 4

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

2
部

・遺伝情報の複製
・遺伝子の発現

【知識・技能】
①進化についての基本事項を理解している。
②進化と系統について理解している。
③タンパク質についての基本構造と機能を理
解している。④呼吸・光合成についての基本
を理解している。
【思考・判断・表現】
①進化と系統についてデータをもとにその仕
組みについて考えることができ説明できる。
②タンパク質のはたらきについて構造と機能
について論理的に考察し発表できる。③代謝
についてデーターをもとに考察し説明でき
る。
【主体的学習に取り組む態度】①学習内容に
主体的に関わり見通したりふりかえったりで
きる。　②学習内容について科学的に探究し
ようとしている。

・スプライシング
・遺伝子の発現調節
・遺伝子組換え、ゲノム編集
・PCR,電気泳動

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

【知識・技能】
学習範囲の基本問題を解ける知識が身について
いるか。
【思考・判断・表現】
基本例題・基礎問題の解法を理解し、定期考査
で類似の問題を解けているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
実験レポートに主体的に取り組む。副教材
「リードα」の基礎チェックを予習する（授業
の進行にあわせた小テストを実施する）

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

理科 生物

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物
現象についての基本および発展的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに、科学的に探究
するために必要な観察、実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付けている。

教科書、副教材を用いて学習内容をよく理解し
副教材「リードα」の基本例題・基本問題の問
題演習を中心に行い、基礎的な学習内容の定着
をはかる。さらに演習をとおして思考力、判断
力、表現力を向上させる。

高等学校 生物　東京書籍

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

生物

評価規準 知 思 態

1

3部 遺伝情報の発現と発生

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

・生命の起源と生命の歴史
・有性生殖と遺伝子の組み合わせ
・進化の仕組みと要因
・生物の系統

・生命を構成する物質
・タンパク質の構造とはたらき
・酵素、輸送系たんぱく質

〇 〇 〇 26・呼吸の仕組み
・光合成の仕組み

〇

25

【知識・技能】① DNA基本的構造と遺伝子発
現について正確に理解している。②遺伝子発
現調節について理解している。③バイオテク
ノロジーの原理を理解している。
【思考・判断・表現】①実験を通して遺伝子
発現とその調節について理解しレポートにま
とめられる。②遺伝子発現の意味について考
察でる。
【主体的学習に取り組む態度】①実験、観察
に積極的に取り組む

〇 〇

中間考査 〇

〇

1部 生物の進化

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容



・動物・植物の配偶子形成
・ウニ、カエルの発生

３
学
期

〇 32

２
学
期

【知識・技能】①動植物の配偶子形成と遺伝
子の多様性について理解している。②ウニ、
カエルの発生の基本を理解している。③刺激
と受容、感覚器にについて理解している。
【思考・判断・表現】①配偶子形成における
遺伝子組換えやその確率などをデーターをも
とに考察できる。②感覚器、神経系の機能に
ついて説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】与えられた
資料をもとに積極的に考察し表現できる。

〇 〇

・発生の仕組みと誘導

・刺激の受容と適刺激

・種間関係
・生態系の物質収支とエネルギー
・人間生活と生態系・環境

・感覚器
・神経系

3部 遺伝情報の発現と発生

4部 生物の環境応答

・効果器

4生物の環境応答

5部生態と環境

・動物の行動

1

【知識・技能】①動物の行動についいて理解
している。②植物の環境応答について理解し
ている。【思考・判断・表現】①動物の行動
と生存戦略について考え説明できる。②植物
の環境応答と環境に適応について考えること
ができ説明できる。③生態系の物質収支とエ
ネルギーについてデーターをもとに考察する
ことができる。【主体的に学習に取り組む態
度】① 動植物の環境に対する適応について
主体的に学ぶ態度と積極性がある。

〇 〇 〇 30

中間考査 〇 〇

・植物の環境応答
・発芽と成長
・個体群とその変動

1

合計 156

40

期末考査 〇 〇

全範囲の復習

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

・自然の事物・現象に主体的にかかわり、そ
れらを科学的に探究しようとしている。・探
究の過程などを通して獲得した知識・技能や
思考力・判断力・表現力を日常生活や社会に
生かそうとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎演習

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

理科 化学基礎演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・自然の事物・現象について、基本的な概念や原
理・法則を理解し、知識を身に着けている。・観
察・実験などの基本操作を習得している。・観
察・実験の課程や結果を的確に記録・整理し、そ
れらを科学的に探究する技能を身につけている。

・自然の事物・現象の中に問題を見いだし、
探究する過程を通して、事象を科学的に考察
し、導き出した考えを的確に表現できる。・
授業の成果を生かして社会や生活との関連を
考えられる。・発展的な内容についても思考
を展開させられる。

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎演習

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

原子の電子配置・化学結合
原子の基本的な構造と化学結合に関し
て、基本的な知識を確認し、その規則
性について理解する。

教科書を用いて、当該単元の基本
事項の確認を行う。
また、補助教材の「大学入学共通
テスト対策問題集」を用いて問題
演習を行い、学習内容の定着と、
他分野とのかかわりについて理解
する。

【知識・技能】
化学基礎の範囲の基本問題を解けるだけの知
識が身についている。

【思考・判断・表現】
文章の読解が必要な問題やグラフの読解が必
要な問題、実験結果が与えられて、そこから
結論を導く問題など、単純な知識やテクニッ
クで正解にたどり着けない問題を解くことが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
化学基礎の学習に、計画的に取り組むことが
できている。
一度解いた問題の解法を身に着けることがで
きている。

○ ○ ○ 15

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

物質量と化学反応式
物質の質量の表し方と物質の量の表し
方について、基本的な知識を確認し、
それら相互の関係について理解する。
また、化学反応の量的関係について、
化学反応式との関係に着目して理解す
る。

酸と塩基
酸と塩基について、主に知識に着目し
て基礎事項の確認を行う。

酸化還元反応
酸化還元反応について、主に知識に着
目して基礎事項の確認を行う。

【学びに向かう力、人間性等】

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能
を身に付けるようにする。

中間考査
○

○ 1

○ ○

21

○ ○

○

配当
時数

教科書を用いて、当該単元の基本
事項の確認を行う。
また、補助教材の「大学入学共通
テスト対策問題集」を用いて問題
演習を行い、学習内容の定着と、
他分野とのかかわりについて理解
する。

【知識・技能】
化学基礎の範囲の基本問題を解けるだけの知
識が身についている。

【思考・判断・表現】
文章の読解が必要な問題やグラフの読解が必
要な問題、実験結果が与えられて、そこから
結論を導く問題など、単純な知識やテクニッ
クで正解にたどり着けない問題を解くことが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
化学基礎の学習に、計画的に取り組むことが
できている。
一度解いた問題の解法を身に着けることがで
きている。

○ ○

期末考査



○ 19

共通テスト対策の総合演習を行う。

個別指導

補助教材の「大学入学共通テスト
対策問題集」を用いて問題演習を
行う。また、必要に応じて共通テ
ストの過去問についても題材とし
て取り上げる。

必要に応じて個別指導を実施す
る。

【知識・技能】
共通テストレベルの問題を解くのに必要な知
識や技能を身に着けている。

【思考・判断・表現】
文章の読解が必要な問題やグラフの読解が必
要な問題、実験結果が与えられて、そこから
結論を導く問題など、単純な知識やテクニッ
クで正解にたどり着けない問題を解くことが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
化学基礎の学習に、計画的に取り組むことが
できている。
一度解いた問題の解法を身に着けることがで
きている。

○ ○

２
学
期

酸と塩基
酸と塩基について、主に定量的な扱い
が必要な計算問題に着目して知識の確
認、基礎事項の確認、解法の確認を行
う。

酸化還元反応
酸化還元反応について、主に定量的な
扱いが必要な計算問題に着目して知識
の確認、基礎事項の確認、解法の確認
を行う。

教科書を用いて、当該単元の基本
事項の確認を行う。
また、補助教材の「大学入学共通
テスト対策問題集」を用いて問題
演習を行い、学習内容の定着と、
他分野とのかかわりについて理解
する。

【知識・技能】
化学基礎の範囲の基本問題を解けるだけの知
識が身についている。

【思考・判断・表現】
文章の読解が必要な問題やグラフの読解が必
要な問題、実験結果が与えられて、そこから
結論を導く問題など、単純な知識やテクニッ
クで正解にたどり着けない問題を解くことが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
化学基礎の学習に、計画的に取り組むことが
できている。
一度解いた問題の解法を身に着けることがで
きている。

○ ○

３
学
期

○ 1

日常生活と化学・実験操作・思考問題
分野横断型の出題に対応できるよう、
例題を参考にして着眼点を確認する。

補助教材の「大学入学共通テスト
対策問題集」を用いて問題演習を
行う。また、必要に応じて共通テ
ストの過去問についても題材とし
て取り上げる。

【知識・技能】
共通テストレベルの問題を解くのに必要な知
識や技能を身に着けている。

【思考・判断・表現】
文章の読解が必要な問題やグラフの読解が必
要な問題、実験結果が与えられて、そこから
結論を導く問題など、単純な知識やテクニッ
クで正解にたどり着けない問題を解くことが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
化学基礎の学習に、計画的に取り組むことが
できている。
一度解いた問題の解法を身に着けることがで
きている。

○ ○ ○ 17

中間考査
○ ○

合計 78

○ 2

期末考査
○ ○ ○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

＊生物の特徴
様々な生物を比較し、生物には多様性
がある一方で共通性がることを見いだ
す。
＊遺伝子とその働き
遺伝情報に基づくタンパク質合成の過
程である、転写と翻訳の過程を理解す
る。
＊生物の体内環境
神経やホルモンによる情報の伝達、体
内環境の維持の仕組みを理解する

教科書を用いて,１学年の学習内容
を復習し,各学習内容の基本事項を
確認する。
　副教材「ニューグローバル生物
基礎」の基本例題・基本問題の問
題演習を中心に行い、基礎的な学
習内容の定着をはかる。

【知識・技能】
学習範囲の基本問題を解ける知識が身につい
ているか。

【思考・判断・表現】
基本例題・基礎問題の解法を理解し、定期考
査で類似の問題を解けているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
副教材「ニューグローバル生物基礎」の基礎
チェックを予習する（授業開始時に小テスト
を実施）

〇 〇 〇 15

配当
時数

【学びに向かう力、人間性等】

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能
を身に付けるようにする。

態

1

〇

1

生物や生物現象に主体的に関わり。見通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探
究している。また、生命を尊重し、自然環境
の保全に寄与する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物基礎演習

（　　　　　）

理科 生物基礎演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物
現象についての基本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに、科学的に探究するために
必要な観察、実験などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身に付けている。

生物や生物現象から問題を見いだし、見通し
をもって観察、実験などを行い、得られた結
果を分析して解釈し、表現するなど、科学的
に探究している。

高等学校　生物基礎　（啓林館）

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎演習

【思考力、判断力、表現力等】

教科書を用いて１学年での学習内
容を復習して各学習内容の基本事
項を確認する。
　副教材「ニューグローバル生物
基礎」の基本例題・基本問題の問
題演習を中心に行い、基礎的な学
習内容の定着をはかる。

【知識・技能】
学習範囲の基本問題を解ける知識が身につい
ているか。

【思考・判断・表現】
基本例題・基礎問題の解法を理解し、定期考
査で類似の問題を解けているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
副教材「ニューグローバル生物基礎」の基礎
チェックを予習する（授業開始時に小テスト
を実施）

〇 〇

期末考査

中間考査 〇

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

＊免疫
生体防御には、自然免疫と獲得免疫が
あり、異物（非自己）を排除する防御
機構が生体に備わってることを理解す
る。
＊バイオームの多様性と分布
バイオームの形成過程や、それぞれに
バイオームを成立させる環境要因につ
いて理解する。
＊生態系とその保全
生態系とその保全について、 生態系
と生物の多様性、生態系のバランスと
保全を理解する。また、生態系の保全
の重要性について認識する。

〇 〇

〇

21



＊生物の特徴

＊遺伝子とその働き

＊生物の体内環境

＊バイオームの多様性と分布

＊生態系とその保全

副教材「ニューグローバル生物基
礎」の発展例題・発展問題の問題
演習を中心に行い、グラフや表な
どを読み取る力を身につける。

【知識・技能】
学習範囲の発展問題を解ける知識が身につい
ているか。

【思考・判断・表現】
発展例題・発展問題の解法を理解し、定期考
査で類似の問題を解けているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
１学期に学習した副教材「ニューグローバル
生物基礎」の基本問題を復習する（授業開始
時に小テストを実施）

〇 〇 〇 19

２
学
期

1

期末考査 〇 〇 1

1

＊生物の特徴

＊遺伝子とその働き

＊生物の体内環境

＊バイオームの多様性と分布

＊生態系とその保全

大学入学試験レベルの演習問題に
取り組み、応用力を養うと同時に
実践力をつける。

【知識・技能】
共通テストレベルの問題を解ける知識が身に
ついているか。
【思考・判断・表現】
グラフや表の数値を読み取る方法を身につ
け、問題演習を通して、論理的な思考による
問題を解く力が身についているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
演習問題の復習に取り組んでいるか。

〇 〇 〇 17

中間考査 〇 〇

合計 78

1

３
学
期

生物基礎　全範囲 個別指導により、受験校の過去問
題の分析及び対策を行う。

個別指導の中で【知識・技能】【思考・判
断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】
を確認する。 〇 〇 〇

＊生物の特徴

＊遺伝子とその働き

＊生物の体内環境

＊バイオームの多様性と分布

＊生態系とその保全

大学入学試験レベルの演習問題に
取り組み、応用力を養うと同時に
実践力をつける。

【知識・技能】
共通テストレベルの問題を解ける知識が身に
ついているか。
【思考・判断・表現】
グラフや表の数値を読み取る方法を身につ
け、問題演習を通して、論理的な思考による
問題を解く力が身についているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
演習問題の復習に取り組んでいるか。

〇 〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 生涯にわたり健康で健やかな生活を送るための知識技能を身につける

科目 の目標： 生涯にわたり健康で健やかな生活を送るための知識技能を身につける

（　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　）

保健体育 体育

【思考力、判断力、表現力等】

・ゴール型では，状況に応じたボー
ル操作と空間を埋めるなどの動きに
よって空間への侵入などから攻防を
すること。

・ネット型では，状況に応じたボー
ル操作や安定した用具の操作と連携
した動きによって空間を作り出すな
どの攻防をすること。

・ベースボール型では，状況に応じ
たバット操作と走塁での攻撃，安定
したボール操作と状況に応じた守備
などによって攻防をすること。

・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し，合理的，計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに，
自己やチームの考えたことを他者に
伝えること。

態

・バレーボール、ミニサッカーの
基本およびゲーム【１単位】

〇

指導項目・内容 評価規準 知 思

  各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。

【知識及び技能】

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさ
や喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継
続することができるようにするため，運動の多様性や
体力の必要性について理解するとともに，それらの技
能を身に付けるようにする。

〇 13

配当
時数

１
学
期

・種目選択①ニュースポーツ
（ユニホック・ターゲットバード
ゴルフ・アルティメット）【２単
位】

〇 〇 〇 26

単元の具体的な指導目標

【学びに向かう力、人間性等】

〇

【知識・技能】
・シュートやトライをしたり，パスを受けたりするた
めに味方が作り出した空間に移動すること
・空いた空間に向かってボールをコントロールして運
ぶことができる。
・ボールを相手側のコートの守備のいない空間に緩急
や高低などの変化をつけて
打ち返すことができる。
・仲間と連動してネット付近でボールの侵入を防いだ
り，打ち返したりすることができる。
・相手の攻撃の変化に応じて，仲間とタイミングを合
わせて守備位置を移動する
ことができる。
・ボールの高さやコースなどにタイミングを合わせて
ボールをとらえることができる。
・打球のバウンドやコースに応じて，タイミングを合
わせてボールを捕ることができる。
・投球では，コースや高さをコントロールして投げる
ことができる。
【思考判断表現力】
・チームや自己の課題を解決するための練習の計画を
立てることができる。
・練習やゲームの場面で，チームや自己の危険を回避
するための活動の仕方を提案することができる。
・球技の学習成果を踏まえて，自己に適した「する，
みる，支える，知る」などの運動を生涯にわたって楽
しむための関わり方を見付けることができる。
【学びに向かう力、人間性】
・球技の学習に主体的に取り組もうとすることができ
る。
・一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
とすることができる。
・仲間の課題を指摘するなど，互いに助け合い高め合
おうとすることできる
・危険の予測をしながら回避行動をとるなど，健康・
安全を確保することできる。

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

運動における競争や協同の経験を通して，公正に取り
組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画す
る，一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲
を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわ
たって継続して運動に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育

（　組：　　　　）

3

【思考力、判断力、表現力等】

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発
見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断する
とともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力
を養う。

現代高等保健体育(大修館)　　副教材：ステップアップ高校スポーツ

保健体育

  運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】



３
学
期

・ゴール型では，状況に応じたボー
ル操作と空間を埋めるなどの動きに
よって空間への侵入などから攻防を
すること。
・ネット型では，状況に応じたボー
ル操作や安定した用具の操作と連携
した動きによって空間を作り出すな
どの攻防をすること。
・ベースボール型では，状況に応じ
たバット操作と走塁での攻撃，安定
したボール操作と状況に応じた守備
などによって攻防をすること。
・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し，合理的，計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに，
自己やチームの考えたことを他者に
伝えること。

・選択種目③（バドミントン、テ
ニス、アルティメット）の基本お
よびゲーム【２単位】

・サッカー、バレーボールの基本
およびゲーム【１単位】

２
学
期

・選択種目②（卓球、バスケット
ボール、ソフトボール）の基本お
よびゲーム【２単位】

・ゴール型では，状況に応じたボー
ル操作と空間を埋めるなどの動きに
よって空間への侵入などから攻防を
すること。

・ネット型では，状況に応じたボー
ル操作や安定した用具の操作と連携
した動きによって空間を作り出すな
どの攻防をすること。

・ベースボール型では，状況に応じ
たバット操作と走塁での攻撃，安定
したボール操作と状況に応じた守備
などによって攻防をすること。

・生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し，合理的，計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに，
自己やチームの考えたことを他者に
伝えること。

【知識・技能】
・シュートやトライをしたり，パスを受けたりす
るために味方が作り出した空間に移動すること
・空いた空間に向かってボールをコントロールし
て運ぶことができる。
・ボールを相手側のコートの守備のいない空間に
緩急や高低などの変化をつけて
打ち返すことができる。
・仲間と連動してネット付近でボールの侵入を防
いだり，打ち返したりすることができる。
・相手の攻撃の変化に応じて，仲間とタイミング
を合わせて守備位置を移動する
ことができる。
・ボールの高さやコースなどにタイミングを合わ
せてボールをとらえることができる。
・打球のバウンドやコースに応じて，タイミング
を合わせてボールを捕ることができる。
・投球では，コースや高さをコントロールして投
げることができる。
【思考判断表現力】
・チームや自己の課題を解決するための練習の計
画を立てることができる。
・練習やゲームの場面で，チームや自己の危険を
回避するための活動の仕方を提案することができ
る。
・球技の学習成果を踏まえて，自己に適した「す
る，みる，支える，知る」などの運動を生涯にわ
たって楽しむための関わり方を見付けることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性】
・球技の学習に主体的に取り組もうとすることが
できる。
・一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすることができる。
・仲間の課題を指摘するなど，互いに助け合い高
め合おうとすることできる
・危険の予測をしながら回避行動をとるなど，健
康・安全を確保することできる。

【知識・技能】
・シュートやトライをしたり，パスを受けたりす
るために味方が作り出した空間に移動すること
・空いた空間に向かってボールをコントロールし
て運ぶことができる。
・ボールを相手側のコートの守備のいない空間に
緩急や高低などの変化をつけて
打ち返すことができる。
・仲間と連動してネット付近でボールの侵入を防
いだり，打ち返したりすることができる。
・相手の攻撃の変化に応じて，仲間とタイミング
を合わせて守備位置を移動する
ことができる。
・ボールの高さやコースなどにタイミングを合わ
せてボールをとらえることができる。
・打球のバウンドやコースに応じて，タイミング
を合わせてボールを捕ることができる。
・投球では，コースや高さをコントロールして投
げることができる。
【思考判断表現力】
・チームや自己の課題を解決するための練習の計
画を立てることができる。
・練習やゲームの場面で，チームや自己の危険を
回避するための活動の仕方を提案することができ
る。
・球技の学習成果を踏まえて，自己に適した「す
る，みる，支える，知る」などの運動を生涯にわ
たって楽しむための関わり方を見付けることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性】
・球技の学習に主体的に取り組もうとすることが
できる。
・一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすることができる。
・仲間の課題を指摘するなど，互いに助け合い高
め合おうとすることできる
・危険の予測をしながら回避行動をとるなど，健
康・安全を確保することできる。

〇〇

・サッカー、バレーボールの基本
  およびゲーム【１単位】

〇 〇

合計

117

〇 30

〇 32

〇 16〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （

教科 の目標：

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

18

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め，美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養う。

配
当
時
数

知

合
計

78

〇 〇〇

〇

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

美術Ⅲ

３
学
期

１
学
期

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

着彩・素描
【知識・技能】
・対象や事象を捉える造形的な視点につい
て理解を深めようとしている。
・意図に応じて表現方法を追求し、個性を
生かして創造的に表そうとしている。
【思考・判断・表現】
・造形的なよさや美しさ、独創的な表現の
意図と創造的な工夫、美術の働きなどにつ
いて考え、主題を生成し個性を生かして発
想し構想を練ったり、自己の価値観を働か
せて美術や美術文化に対する見方や感じ方
を深めようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・主体的に美術の創造的な諸活動に取り組
もうとしている。

〇〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

〇

　対象や事象を捉える造形的な視点について理
解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を
創意工夫し、創造的に表すことができるように
する。

　造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成し
創造的に発想し構想を練ったり、価値意識をもっ
て美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めた
りすることができるようにする。

着彩・素描
【知識・技能】
・対象や事象を捉える造形的な視
点について理解を深める。
・意図に応じて表現方法を追求
し、個性を生かして創造的に表し
ている。
【思考・判断・表現】
・造形的なよさや美しさ、独創的
な表現の意図と創造的な工夫、美
術の働きなどについて考え、主題
を生成し個性を生かして発想し構
想を練ったり、自己の価値観を働
かせて美術や美術文化にた対する
見方や感じ方を深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
・主体的に美術の創造的な諸活動
に取り組む。

・自身の進路形態を把握し、参考
作品を鑑賞する。
・進路形態に合った実技課題や過
去出題問題等に取り組む。
・相互批評
・進路対策に向けた個別面談・指
導 〇

〇

２
学
期

評価規準

美術Ⅲ芸術

【 知　識　及　び　技　能 】

芸術 美術Ⅲ 2

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

美術３　（日本文教出版））

）

〇 〇 30

30

芸術

・自身の進路形態に合わせて、参
考作品を鑑賞する。
・進路形態に合った実技課題や過
去出題問題等に取り組む。
・相互批評
・進路対策に向けた個別面談・指
導

素描
【知識・技能】
・対象や事象を捉える造形的な視点につい
て理解を深めようとしている。
・意図に応じて表現方法を追求し、個性を
生かして創造的に表そうとしている。
【思考・判断・表現】
・造形的なよさや美しさ、独創的な表現の
意図と創造的な工夫、美術の働きなどにつ
いて考え、主題を生成し個性を生かして発
想し構想を練ったり、自己の価値観を働か
せて美術や美術文化に対する見方や感じ方
を深めようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・主体的に美術の創造的な諸活動に取り組
もうとしている。

素描
【知識・技能】
・対象や事象を捉える造形的な視
点について理解を深める。
・意図に応じて表現方法を追求
し、個性を生かして創造的に表し
ている。
【思考・判断・表現】
・造形的なよさや美しさ、独創的
な表現の意図と創造的な工夫、美
術の働きなどについて考え、主題
を生成し個性を生かして発想し構
想を練ったり、自己の価値観を働
かせて美術や美術文化に対する見
方や感じ方を深める。
【主体的に学習に取り組む態度】
・主体的に美術の創造的な諸活動
に取り組む。

〇 〇 〇

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目 
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話
[

や

]
話

[

発

]

書

【 知　識　及　び　技　能 】ことばの知識・技能の習得に加えて、豊かな言語観を育成する。

外国語

9

9

1

10

9

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
交通機関ごとのエネルギー消費量の違いについて
の論説文を読み，要点や詳細を理解している。
【思考力・判断力・表現力】
本文に関連する写真やキーワードなどを活用し
て、話の要点を伝えることができる。また、それ
に対する感想や考えを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
交通機関ごとのエネルギー消費量の違いについて
の論説文を読み，要点や詳細を理解しようとして
いる。
【知識及び技能】
バイオ燃料のメリットとデメリットについての論
説文を読み，要点や詳細を理解している。
【思考力・判断力・表現力】
本文に関連する写真やキーワードなどを活用し
て、話の要点を伝えることができる。また、それ
に対する感想や考えを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
バイオ燃料のメリットとデメリットについての論
説文を読み，要点や詳細を理解しようとしてい
る。

【知識及び技能】
睡眠時間の不足によって引き起こされる健康被害
についての論説文を読み，要点や詳細を理解して
いる。
【思考力・判断力・表現力】
本文に関連する写真やキーワードなどを活用し
て、話の要点を伝えることができる。また、それ
に対する感想や考えを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
睡眠時間の不足によって引き起こされる健康被害
についての論説文を読み，要点や詳細を理解しよ【知識及び技能】
デジタル化によって変わる人間の記憶力について
の論説文を読み，要点や詳細を理解している。
【思考力・判断力・表現力】
本文に関連する写真やキーワードなどを活用し
て、話の要点を伝えることができる。また、それ
に対する感想や考えを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
デジタル化によって変わる人間の記憶力について
の論説文を読み，要点や詳細を理解しようとして

配
当
時
数

英語コミュニケーションⅢ

思

○

○

○

○ ○

○

態

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き
手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体
的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図
ろうと
する態度を養う。

○○

○

1○

○ ○ 〇

〇

〇

The Digital-Era Brainを読んで、グラフ
などを参考にしながら概要や詳細を理
解したり，情報を事実と意見に整理した
りする。
デジタル化によって変わる人間の記憶
力についての論説文を読み，その内容
についてリテリングを行う。

〇 ○ ○

Lesson 3

Health and Life

Sleeping（ダブルパッセージ）を読
んで、グラフなどを参考にしながら
概要や詳細を理解したり，情報を事
実と意見に整理したりする。
睡眠時間の不足によって引き起こさ
れる健康被害についての論説文を読
み，その内容についてリテリングを
行う。

定期考査

〇

〇

〇

○

外国語 英語コミュニケーションⅢ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Lesson 4

Humans and Technology

領域

１
学
期

Lesson 1

Energy

Numbers Don’t Lieを読んで，グラ
フなどを参考にしながら概要や詳細
を理解したり，情報を事実と意見に
整理したりする。
交通機関ごとのエネルギー消費量の
違いについての論説文を読み，その
内容についてリテリングを行う。

○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなど
の理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこ
と、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコ
ミュニケーションにおいて、目的や場面、状況など
に応じて適切に活用できる技能を身に付けるように
する。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに
応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外
国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手
や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを
活用して適切に表現したり伝え合ったりすることが
できる力を養う。

ELEMENT English Communication Ⅲ

外国語

豊かな文化観と真の国際理解のための資質・能力を養う。

多様化する社会の中で自らの力で考え、判断し、表現できる力を培う。

英語コミュニケーションⅢ

（　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

知

【学びに向かう力、人間性等】

Lesson 2

Environment and Life

Environment or Orangutans?を読ん
で、グラフなどを参考にしながら概
要や詳細を理解したり，情報を事実
と意見に整理したりする。
バイオ燃料のメリットとデメリット
についての論説文を読み，その内容
についてリテリングを行う。

〇 ○ ○

定期考査



合計

○

○

○ ○

【知識及び技能】
有名な絵画にまつわる物語文を読み，要点や詳細
を理解している。
【思考力・判断力・表現力】
本文に関連する写真やキーワードなどを活用し
て、話の要点を伝えることができる。また、それ
に対する感想や考えを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
有名な絵画にまつわる物語文を読み，要点や詳細
を理解しようとしている。
【知識及び技能】
ある教師と生徒たちの忘れがたい思い出について
の物語文を読み，要点や詳細を理解している。
【思考力・判断力・表現力】
本文に関連する写真やキーワードなどを活用し
て、話の要点を伝えることができる。また、それ
に対する感想や考えを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ある教師と生徒たちの忘れがたい思い出について
の物語文を読み，要点や詳細を理解しようとして
いる。

○

15

14○ ○

〇 〇

○

〇

〇

○

117

２
学
期

○ 11

Lesson 6

Education

A Class from Stanford Universityを読ん
で、グラフなどを参考にしながら概要や
詳細を理解したり，情報を事実と意見に
整理したりする。
問題の創造的な解決法についてのエッ
セイを読み，その内容についてリテリン
グを行う。

〇 ○ ○ ○ 〇

【知識及び技能】
問題の創造的な解決法についてのエッセイを読
み，要点や詳細を理解している。
【思考力・判断力・表現力】
本文に関連する写真やキーワードなどを活用し
て、話の要点を伝えることができる。また、それ
に対する感想や考えを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
問題の創造的な解決法についてのエッセイを読
み，要点や詳細を理解しようとしている。

○ ○ ○ 11

Lesson 5

Diversity

Emoji-The Language of the Online
Worldを読んで、グラフなどを参考にしな
がら概要や詳細を理解したり，情報を事
実と意見に整理したりする。
多様性がどのように絵文字に反映されて
きたかについての論説文を読み，その
内容についてリテリングを行う。

○ 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
多様性がどのように絵文字に反映されてきたかに
ついての論説文を読み，要点や詳細を理解してい
る。
【思考力・判断力・表現力】
本文に関連する写真やキーワードなどを活用し
て、話の要点を伝えることができる。また、それ
に対する感想や考えを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
多様性がどのように絵文字に反映されてきたかに
ついての論説文を読み，要点や詳細を理解しよう

1

Lesson 7

Miracles of Nature

Not All Eggs Are Created Equalを読ん
で、グラフなどを参考にしながら概要や
詳細を理解したり，情報を事実と意見に
整理したりする。
鳥の卵の形が異なる理由についての説
明文を読み，その内容についてリテリン
グを行う。

〇 ○ ○ ○ 〇

【知識及び技能】
鳥の卵の形が異なる理由についての説明文を読
み，要点や詳細を理解している。
【思考力・判断力・表現力】
本文に関連する写真やキーワードなどを活用し
て、話の要点を伝えることができる。また、それ
に対する感想や考えを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
鳥の卵の形が異なる理由についての説明文を読
み，要点や詳細を理解しようとしている。

○ ○ ○ 12

○ ○
定期考査

【知識及び技能】
技術革新による食品業界の変化についての論説文
を読み，要点や詳細を理解している。
【思考力・判断力・表現力】
本文に関連する写真やキーワードなどを活用し
て、話の要点を伝えることができる。また、それ
に対する感想や考えを表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
技術革新による食品業界の変化についての論説文
を読み，要点や詳細を理解しようとしている。

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○ 1

Lesson 8

Sustainable Development

The Present and Future of Food Techを
読んで、グラフなどを参考にしながら概
要や詳細を理解したり，情報を事実と意
見に整理したりする。
技術革新による食品業界の変化につい
ての説明文を読み，その内容についてリ
テリングを行う。

〇 ○ ○ ○ 〇

○ 1

３
学
期

定期考査
○

Lesson 10

Human Relationships

All the Good Thingsを読んで、グラフな
どを参考にしながら概要や詳細を理解し
たり，情報を事実と意見に整理したりす
る。
ある教師と生徒たちの忘れがたい思い
出についての物語文を読み，その内容
についてリテリングを行う。

〇 ○ ○

Lesson 9

Art and Heart

Praying Handsを読んで、グラフなどを参
考にしながら概要や詳細を理解したり，
情報を事実と意見に整理したりする。
有名な絵画にまつわる物語文を読み，
その内容についてリテリングを行う。 ○ 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目 
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

〇〇

論理・表現Ⅲ

思

外国語

評価規準

話題 学生の悩み解決：留学中の2人の日本
人学生から送られた相談メールを読んで，
それぞれの悩みを解決する。
表現 助言（Advice）：助言を与える表現
を理解し，場面や状況，目的に応じた適切
な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：留学中の
学生に悩みの解決策を助言するために，論
理的な構成や展開を工夫して書いて伝え
る。

〇

領域

〇 〇

配
当
時
数

6

Lesson 2
学習／言語
Which is better, a paper or an
electronic dictionary?
話題 紙の辞書と電子辞書：書店で
販売員が話す「紙の辞書」と「電子
辞書」の説明を聞いて，それぞれの
特徴や違いを理解する。
表現 譲歩（Concession）：譲歩す
る表現を理解し，場面や状況，目的
に応じた適切な文を組み立てる。
論理 プレゼンテーション［話すこ
と（発表）］：初級言語学習者は
「紙の辞書」と「電子辞書」のどち
らを使うのが良いかについて，自分
の意見を論理的な構成や展開を工夫
して話して伝える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 〇 〇

外国語 論理・表現Ⅲ

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

［知識］
英語の特徴やきまりに関する事項及びその働きや役割を理解している。
［技能］
目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話したり書いた
りして伝え合うことができる技能を身に付けている。

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

［知識］
英語の特徴やきまりに関する事項及びその働き
や役割を理解している。
［技能］
目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張
などを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話
したり書いたりして伝え合うことができる技能
を身に付けている。

目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張
などを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話
したり書いたりして伝え合っている。

Vision Quest  English Logic and Expression Ⅲ （論Ⅲ706）

外国語

目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話したり書いた
りして伝え合っている。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手・読み手など他者に配慮しながら，主体的・自律的に
表現しようとている。

論理・表現Ⅲ

１
学
期

Lesson 1
学習／言語
Friendship and improvement
話題 学生の悩み解決：留学中の2人
の日本人学生から送られた相談メー
ルを読んで，それぞれの悩みを解決
する。
表現 助言（Advice）：助言を与え
る表現を理解し，場面や状況，目的
に応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：留
学中の学生に悩みの解決策を助言す
るために，論理的な構成や展開を工
夫して書いて伝える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 態

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，
聞き手・読み手など他者に配慮しながら，主体
的・自律的に表現しようとている。

（　組：　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

知

【学びに向かう力、人間性等】

話題 紙の辞書と電子辞書：書店で販売員
が話す「紙の辞書」と「電子辞書」の説明
を聞いて，それぞれの特徴や違いを理解す
る。
表現 譲歩（Concession）：譲歩する表現
を理解し，場面や状況，目的に応じた適切
な文を組み立てる。
論理 プレゼンテーション［話すこと（発
表）］：初級言語学習者は「紙の辞書」と
「電子辞書」のどちらを使うのが良いかに
ついて，自分の意見を論理的な構成や展開
を工夫して話して伝える。

〇 〇 〇 6



・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

定期考査 〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

話題 悩み相談コラム：相談コラムに寄せ
られた性格に関する悩みと返信の投稿を読
んで，悩みと助言を理解する。
表現 関係（Relationship）：物事の関係
を表す表現を理解し，場面や状況，目的に
応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：自分の性
格について，子供の頃の性格と比較しなが
ら，理由や具体例とともに，論理的な構成
や展開を工夫して書いて伝える。

話題 決断：心理学の授業で，2つの異なる
「決断スタイル」に関する講義を聞いて、
それぞれの特徴や違いを理解する。
表現 判断の根拠（Bases of
decisions）：判断の根拠を表す表現を理
解し，場面や状況，目的に応じた適切な文
を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：これまで
重大な決断について，いつどのように決断
したか，また決断の結果について，論理的
な構成や展開を工夫して書いて伝える。

〇

〇

〇

〇

〇 1

〇

〇 〇

〇

5

1

6

〇

〇

〇〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

話題 オンライン診療：留学中にインター
ネットで調べた病院のウェブサイトを見
て，オンライン診療と対面診療の利点につ
いて考える。
表現 代替（Alternative）：代替を表す表
現を理解し，場面や状況，目的に応じた適
切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：オンライ
ン診療と対面診療の利点について考え，ど
ちらがより良いと思うかについて，論理的
な構成や展開を工夫して書いて伝える。

Lesson 5
医療／健康
Online doctor consultations
話題 オンライン診療：留学中にイ
ンターネットで調べた病院のウェブ
サイトを見て，オンライン診療と対
面診療の利点について考える。
表現 代替（Alternative）：代替を
表す表現を理解し，場面や状況，目
的に応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：オ
ンライン診療と対面診療の利点につ
いて考え，どちらがより良いと思う
かについて，論理的な構成や展開を
工夫して書いて伝える。

〇 〇

Lesson 4
心理
How do we make decisions?
話題 決断：心理学の授業で，2つの
異なる「決断スタイル」に関する講
義を聞いて、それぞれの特徴や違い
を理解する。
表現 判断の根拠（Bases of
decisions）：判断の根拠を表す表
現を理解し，場面や状況，目的に応
じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：こ
れまで重大な決断について，いつど
のように決断したか，また決断の結
果について，論理的な構成や展開を
工夫して書いて伝える。

１
学
期

〇 6

Lesson 3
心理
Can you change your personality?
話題 悩み相談コラム：相談コラム
に寄せられた性格に関する悩みと返
信の投稿を読んで，悩みと助言を理
解する。
表現 関係（Relationship）：物事
の関係を表す表現を理解し，場面や
状況，目的に応じた適切な文を組み
立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：自
分の性格について，子供の頃の性格
と比較しながら，理由や具体例とと
もに，論理的な構成や展開を工夫し
て書いて伝える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

定期考査

２
学
期

Lesson 6
医療／健康
Healthy lifestyle
話題 健康的なライフスタイル：ク
ラスメートのジェイクと沙也加との
会話を聞いて，ジェイクの状況や問
題点を理解し，健康的な生活へのア
ドバイスを考える。
表現 結果（Result）：結果を表す
表現を理解し，場面や状況，目的に
応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：
ジェイクのクラスメートとして，生
活の問題点と改善策を示して助言す
るため，論理的な構成や展開を工夫
して書いて伝える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 〇 〇

話題 健康的なライフスタイル：クラス
メートのジェイクと沙也加との会話を聞い
て，ジェイクの状況や問題点を理解し，健
康的な生活へのアドバイスを考える。
表現 結果（Result）：結果を表す表現を
理解し，場面や状況，目的に応じた適切な
文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：ジェイク
のクラスメートとして，生活の問題点と改
善策を示して助言するため，論理的な構成
や展開を工夫して書いて伝える。

〇 6

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇



〇 〇 1

〇 〇 6

話題 SNS上のトラブル：学生に頻発する
SNS上のトラブルについて話される講義を
聞いて，その問題点や予防のために必要な
スキルを理解する。
表現 理由（Reasons）：理由を表す表現を
理解し，場面や状況，目的に応じた適切な
文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：SNSの適切
な使用を奨励するために，自分の考えを理
由や具体例などとともに，論理的な構成や
展開を工夫して書いて伝える。

〇 〇 〇 6

〇 〇 1

〇 5〇 〇 〇 〇

話題 コミュニケーションの方法：２つの
コミュニケーション文化（高コンテクスト
と低コンテクスト）について話される講義
を聞いて，それぞれの特徴や違いを理解す
る。
表現 差異（Differences）：差異を表す表
現を理解し，場面や状況，目的に応じた適
切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：日本人に
とって，高コンテクストのコミュニケー
ションが有益かどうかについて，自分の考
えを理由や具体例などとともに，論理的な
構成や展開を工夫して書いて伝える。

〇

〇

〇 〇

〇

Lesson 9
情報化社会
Should we use social media?
話題 SNSの好影響と悪影響： SNSの
プラス面とマイナス面について書か
れた記事を読んで，SNSが日常生活
に与える影響について考える。
表現 類似（Similarity）：類似を
表す表現を理解し，場面や状況，目
的に応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：SNS
の使用のメリットとデメリットにつ
いて，自分の考えを理由や具体例な
どとともに，論理的な構成や展開を
工夫して書いて伝える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 〇 〇

話題 SNSの好影響と悪影響： SNSのプラス
面とマイナス面について書かれた記事を読
んで，SNSが日常生活に与える影響につい
て考える。
表現 類似（Similarity）：類似を表す表
現を理解し，場面や状況，目的に応じた適
切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：SNSの使用
のメリットとデメリットについて，自分の
考えを理由や具体例などとともに，論理的
な構成や展開を工夫して書いて伝える。

〇

〇
２
学
期

定期考査
〇 〇 〇

Lesson 10
情報化社会
Are you a good user of social
media?
話題 SNS上のトラブル：学生に頻発
するSNS上のトラブルについて話さ
れる講義を聞いて，その問題点や予
防のために必要なスキルを理解す
る。
表現 理由（Reasons）：理由を表す
表現を理解し，場面や状況，目的に
応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：SNS
の適切な使用を奨励するために，自
分の考えを理由や具体例などととも
に，論理的な構成や展開を工夫して
書いて伝える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

Lesson 8
異文化
Direct and indirect ways of
communication
話題 コミュニケーションの方法：
２つのコミュニケーション文化（高
コンテクストと低コンテクスト）に
ついて話される講義を聞いて，それ
ぞれの特徴や違いを理解する。
表現 差異（Differences）：差異を
表す表現を理解し，場面や状況，目
的に応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：日
本人にとって，高コンテクストのコ
ミュニケーションが有益かどうかに
ついて，自分の考えを理由や具体例
などとともに，論理的な構成や展開
を工夫して書いて伝える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇

Lesson 7
異文化
What do you do after school?
話題 部活動の違い：日本とアメリ
カの部活動の形態について，やり取
りされる学生同士のメール文を読ん
で，それぞれの部活動の特徴や違い
を理解する。
表現 物事の正負の影響（Positive
and negative affects）：物事の正
負の影響に関する表現を理解し，場
面や状況，目的に応じた適切な文を
組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：ア
メリカの部活動と日本の部活動の形
態のどちらが良いと思うかについ
て，自分の経験を踏まえて，自分の
意見を理由や具体例などとともに，
論理的な構成や展開を工夫して書い
て伝える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 〇 〇

話題 部活動の違い：日本とアメリカの部
活動の形態について，やり取りされる学生
同士のメール文を読んで，それぞれの部活
動の特徴や違いを理解する。
表現 物事の正負の影響（Positive and
negative affects）：物事の正負の影響に
関する表現を理解し，場面や状況，目的に
応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：アメリカ
の部活動と日本の部活動の形態のどちらが
良いと思うかについて，自分の経験を踏ま
えて，自分の意見を理由や具体例などとと
もに，論理的な構成や展開を工夫して書い
て伝える。

〇 〇 〇 6

〇

定期考査 〇 〇 〇



〇

〇

〇 〇

話題 終身雇用と転職：終身雇用と転職の
比較について，オンラインでやり取りされ
る生徒同士のやり取りを読んで，現状や傾
向を理解する。
表現 可能性（Probability）：可能性を表
す表現を理解し，場面や状況，目的に応じ
た適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：日本の終
身雇用と転職について，どちらの立場を支
持するかの意見を理由や詳細，具体例など
とともに，論理的な構成や展開を工夫して
書いて伝える。

話題 キャッシュレス社会：電子決済シス
テムについて発表するため，キャッシュレ
ス社会に関する記事と投稿を読んで，その
利点と欠点を理解する。
表現 対照（Contrast）：対照を表す表現
を理解し，場面や状況，目的に応じた適切
な文を組み立てる。
論理 スピーチ［話すこと（発表）］：電
子決済システムのメリットとデメリットに
ついて，自分の考えを理由や詳細，具体例
などとともに，論理的な構成や展開を工夫
して話して伝える。

5〇 〇〇

〇

〇

〇

合
計

78

〇 〇 1

３
学
期

定期考査
〇 〇 〇 〇

Lesson 13
経済
The rise of the cashless society
話題 キャッシュレス社会：電子決
済システムについて発表するため，
キャッシュレス社会に関する記事と
投稿を読んで，その利点と欠点を理
解する。
表現 対照（Contrast）：対照を表
す表現を理解し，場面や状況，目的
に応じた適切な文を組み立てる。
論理 スピーチ［話すこと（発
表）］：電子決済システムのメリッ
トとデメリットについて，自分の考
えを理由や詳細，具体例などととも
に，論理的な構成や展開を工夫して
話して伝える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

Lesson 11
社会構成
Lifetime employment or career
changes?
話題 終身雇用と転職：終身雇用と
転職の比較について，オンラインで
やり取りされる生徒同士のやり取り
を読んで，現状や傾向を理解する。
表現 可能性（Probability）：可能
性を表す表現を理解し，場面や状
況，目的に応じた適切な文を組み立
てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：日
本の終身雇用と転職について，どち
らの立場を支持するかの意見を理由
や詳細，具体例などとともに，論理
的な構成や展開を工夫して書いて伝
える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇

5〇 〇

〇 5

Lesson 12
社会構成
Diversity in the workplace
話題 職場の多様性：テレビ番組の
ジャーナリストが多様性の促進につ
いて話すのを聞いて，日本の職場で
起こり得る多様性と現状を理解す
る。
表現 情報の追加（Further
Information）：情報の追加を表す
表現を理解し，場面や状況，目的に
応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：社
会の多様性について，どのような場
所で求められ，どのように促進する
のかという点を含めて，自分の考え
を理由や詳細，具体例などととも
に，論理的な構成や展開を工夫して
書いて伝える。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇 〇 〇

話題 職場の多様性：テレビ番組のジャー
ナリストが多様性の促進について話すのを
聞いて，日本の職場で起こり得る多様性と
現状を理解する。
表現 情報の追加（Further
Information）：情報の追加を表す表現を
理解し，場面や状況，目的に応じた適切な
文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：社会の多
様性について，どのような場所で求めら
れ，どのように促進するのかという点を含
めて，自分の考えを理由や詳細，具体例な
どとともに，論理的な構成や展開を工夫し
て書いて伝える。

〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目 
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教材： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

【 知識　及び　技能 】 ことばの知識・技能の習得に加えて、豊かな言語観を育成する。

外国語

8

8

1

8

8

○

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
小テスト、定期考査
【思考力、判断力、表現力等】
授業中の教員からの問いに対しての回答
等、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
予習、定期考査

【知識及び技能】
小テスト、定期考査
【思考力、判断力、表現力等】
授業中の教員からの問いに対しての回答
等、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
予習、定期考査

【知識及び技能】
小テスト、定期考査
【思考力、判断力、表現力等】
授業中の教員からの問いに対しての回答
等、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
予習、定期考査

【知識及び技能】
小テスト、定期考査
【思考力、判断力、表現力等】
授業中の教員からの問いに対しての回答
等、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
予習、定期考査

配

当

時

数

英語総合演習

○

思

○

○

○

○ ○

○

態

・予習と復習を欠かさず行い、難しくても必ず自
分の解答を用意して授業に臨む
・時間を測って演習問題を行い、スピードを意識
する

○

○

2

Cutting Edge Orange（エミル出版）、Front Runner 4（数研出版）など

○

○

○

○ 1○

○ ○ ○

○

○

○

○

○ ○

○ ○ ○

指導項目・内容

・音読をたくさん行い、英語の感覚を養う
・常に語彙力増強を意識する

・一度見た単語やイディオム、慣用表現などは
忘れないように工夫してまとめ、他の場面でも
使えるようにする

・理解した内容を正確かつ簡潔に英語・
日本語で表現する記述力を養う。

・指導項目
長文読解、文法演習、語彙力増強
・内容
長文読解を主とした問題演習形式

定期考査

○

○ ○

○

○

○

○

外国語

豊かな文化観と真の国際理解のための資質・能力を養う。

多様化する社会の中で自らの力で考え、判断し、表現できる力を培う。

英語総合演習

・指導項目
長文読解、文法演習、語彙力増強
・内容
長文読解を主とした問題演習形式

○

（　組：　　　　）

外国語 英語総合演習

【思考力・判断力・表現力】

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・読んだ英文の大意要約ができる力を養
う。

領域

１
学
期

・テキストの語彙・表現を復習しなが
ら、様々な分野の英文を読む力を養う。

・指導項目
長文読解、文法演習、語彙力増強
・内容
長文読解を主とした問題演習形式

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

知

【学びに向かう力、人間性等】

・構文をしっかり捉え、英文を正確に解
釈する力を養う。

・指導項目
長文読解、文法演習、語彙力増強
・内容
長文読解を主とした問題演習形式

○ ○ ○

定期考査

○ 8

・よりすばやく正確に読解し表現する力
を養う。

・指導項目
長文読解、文法演習、語彙力増強
・内容
長文読解を主とした問題演習形式

２
学
期

・難易度の高い様々な分野の英文を読む
力を養う。

・指導項目
長文読解、文法演習、語彙力増強
・内容
長文読解を主とした問題演習形式

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
小テスト、定期考査
【思考力、判断力、表現力等】
授業中の教員からの問いに対しての回答
等、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
予習、定期考査

定期考査
○ ○ ○

・演習問題を多く取り入れ、更なる実力
の伸長を図る。

・指導項目
長文読解、文法演習、語彙力増強
・内容
長文読解を主とした問題演習形式

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

【知識及び技能】
小テスト、定期考査
【思考力、判断力、表現力等】
授業中の教員からの問いに対しての回答
等、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
予習、定期考査

○ ○ ○ 8

○ ○ ○ 1

○ ○ 8

・演習問題を多く取り入れ、更なる実力
の伸長を図る。

・指導項目
長文読解、文法演習、語彙力増強
・内容
長文読解を主とした問題演習形式

○ ○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
小テスト、定期考査
【思考力、判断力、表現力等】
授業中の教員からの問いに対しての回答
等、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
予習、定期考査

○

【知識及び技能】
小テスト、定期考査
【思考力、判断力、表現力等】
授業中の教員からの問いに対しての回答
等、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
予習、定期考査

○ ○ ○ 10



○○ ○

【知識及び技能】
小テスト、定期考査
【思考力、判断力、表現力等】
授業中の教員からの問いに対しての回答
等、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
予習、定期考査

8○ ○ ○

78

２
学
期

・演習問題を多く取り入れ、更なる実力
の伸長を図る。

・指導項目
長文読解、文法演習、語彙力増強
・内容
長文読解を主とした問題演習形式

○ ○ ○ ○ ○

1

合計

３
学
期

・多くの問題演習を行い、入試に対する
実践力を身につける。

・指導項目
長文読解、文法演習、語彙力増強
・内容
長文読解を主とした問題演習形式

○ ○

【知識及び技能】
小テスト、定期考査
【思考力、判断力、表現力等】
授業中の教員からの問いに対しての回答
等、定期考査
【学びに向かう力、人間性等】
予習、定期考査

○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○ ○ ○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

２
学
期

情報とデータサイエンス
【知識及び技能】
多様かつ大量のデータの存在やデー
タの活用の有用性、データサイエン
スが社会に果たす役割について理解
し、目的に応じた適切なデータの収
集や整理、整形、モデル化、処理に
ついて理解し技能を身に付けるとと
もに、結果を基にモデルを評価改善
することの意義と方法を理解し技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて適切なデータを収集
し、整理し、整形するとともに、将
来の減少を予測したり複数の現象間
の関連を明らかにするために、適切
なモデル化や処理、解釈、表現を行
い、評価し、改善する。
【学びに向かう力、人間性等】
データを適切に扱うことによって、
情報社会に主体的に参画しその発展
に寄与しようとする。

＜指導事項＞
・データの活用の重要性
・データの収集と整理
・データの蓄積と活用
・データの分析
＜教材＞
・教科書
・副教材
・PC教室でのデジタルワークシー
ト

【知識及び技能】
多様かつ大量のデータの存在やデータの活用
の有用性、データサイエンスが社会に果たす
役割について理解し、目的に応じた適切な
データの収集や整理、整形、モデル化、処理
について理解し技能を身に付けるとともに、
結果を基にモデルを評価改善することの意義
と方法を理解し技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて適切なデータを収集し、整理
し、整形するとともに、将来の減少を予測し
たり複数の現象間の関連を明らかにするため
に、適切なモデル化や処理、解釈、表現を行
い、評価し、改善する。
【学びに向かう力、人間性等】
データを適切に扱うことによって、情報社会
に主体的に参画しその発展に寄与しようとす
る。

○ ○

＜指導事項＞
・コンテンツの制作
・Webサイトによる情報発信
＜教材＞
・教科書
・副教材
・PC教室でのデジタルワークシー
ト

【知識及び技能】
多様なコミュニケーションの形態とメディア
の特性との関係について理解し、文字・音
声・静止画・動画などを組み合わせたコンテ
ンツを制作する技能を身に付けるとともに、
さまざまな手段で適切かつ効果的に発信する
方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況に応じて、コミュニケーションの
形態を考え、文字、音声、静止画、動画など
を選択し、組み合わせを考えるとともに、発
信の効果や影響を考え、情報デザインに配慮
してコンテンツを制作し、発信手段やコンテ
ンツを評価改善する。
【学びに向かう力、人間性等】
目的や状況に応じ、適切かつ効果的にコンテ
ンツの内容や発信方法を考えようとする態
度、影響を考え得ようとする態度、評価改善
しようとする態度を養う。

○ ○

定期考査（レポート）
○ ○

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

○ 13

コミュニケーションとコンテンツ
【知識及び技能】
多様なコミュニケーションの形態と
メディアの特性との関係について理
解し、文字・音声・静止画・動画な
どを組み合わせたコンテンツを制作
する技能を身に付けるとともに、さ
まざまな手段で適切かつ効果的に発
信する方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況に応じて、コミュニケー
ションの形態を考え、文字、音声、
静止画、動画などを選択し、組み合
わせを考えるとともに、発信の効果
や影響を考え、情報デザインに配慮
してコンテンツを制作し、発信手段
やコンテンツを評価改善する。
【学びに向かう力、人間性等】
目的や状況に応じ、適切かつ効果的
にコンテンツの内容や発信方法を考
えようとする態度、影響を考え得よ
うとする態度、評価改善しようとす
る態度を養う。

○

○

16

定期考査（レポート）

情報社会の進展と情報技術
【知識及び技能】
情報技術の発展の歴史を踏まえ、情
報社会の進展、コミュニケーション
の多様化、人の知的活動への影響に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
情報技術の発展や情報社会の進展を
踏まえ、将来の情報技術と情報社会
のあり方、コンテンツ創造と活用の
意義、情報システムの創造やデータ
の活用意義について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や情報技術を適切に活用するこ
とを通して、法規やセキュリティを
確保しようとする態度、将来の情報
技術や情報社会にあり方について創
造しようとする態度を持つ。

＜指導事項＞
・情報技術による社会や生活の変
化
・情報社会と情報セキュリティ
＜教材＞
・教科書
・副教材
・PC教室でのデジタルワークシー
ト

【知識及び技能】
情報技術の発展の歴史を踏まえ、情報社会の
進展、コミュニケーションの多様化、人の知
的活動への影響について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
情報技術の発展や情報社会の進展を踏まえ、
将来の情報技術と情報社会のあり方、コンテ
ンツ創造と活用の意義、情報システムの創造
やデータの活用意義について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や情報技術を適切に活用することを通し
て、法規やセキュリティを確保しようとする
態度、将来の情報技術や情報社会にあり方に
ついて創造しようとする態度を持つ。

○ ○ ○ 14

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

情報 情報Ⅱ

（１～８組：　　）

情報 情報Ⅱ 2

情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得すると
ともに、情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、
新たな価値の創造を目指し、情報社会に主体
的に参画し、その発展に寄与する態度を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

多様なコミュニケーションの実現、情報システ
ムや多様なデータ活用について理解を深め技能
を習得するとともに、情報技術の発展と社会の
変化について理解を深めようとする。

様々な事象を情報とその結びつきとして捉
え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技
術を適切かつ効果的、創造的に活用する力を
養う。

７実教　情Ⅱ天良和男、森純一郎、春日井優 編　実教出版

情報

様々な事象を情報とその結びつきと捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的
に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期



３
学
期

２
学
期

情報とデータサイエンス
【知識及び技能】
多様かつ大量のデータの存在やデー
タの活用の有用性、データサイエン
スが社会に果たす役割について理解
し、目的に応じた適切なデータの収
集や整理、整形、モデル化、処理に
ついて理解し技能を身に付けるとと
もに、結果を基にモデルを評価改善
することの意義と方法を理解し技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて適切なデータを収集
し、整理し、整形するとともに、将
来の減少を予測したり複数の現象間
の関連を明らかにするために、適切
なモデル化や処理、解釈、表現を行
い、評価し、改善する。
【学びに向かう力、人間性等】
データを適切に扱うことによって、
情報社会に主体的に参画しその発展
に寄与しようとする。

＜指導事項＞
・データの活用の重要性
・データの収集と整理
・データの蓄積と活用
・データの分析
＜教材＞
・教科書
・副教材
・PC教室でのデジタルワークシー
ト

【知識及び技能】
多様かつ大量のデータの存在やデータの活用
の有用性、データサイエンスが社会に果たす
役割について理解し、目的に応じた適切な
データの収集や整理、整形、モデル化、処理
について理解し技能を身に付けるとともに、
結果を基にモデルを評価改善することの意義
と方法を理解し技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて適切なデータを収集し、整理
し、整形するとともに、将来の減少を予測し
たり複数の現象間の関連を明らかにするため
に、適切なモデル化や処理、解釈、表現を行
い、評価し、改善する。
【学びに向かう力、人間性等】
データを適切に扱うことによって、情報社会
に主体的に参画しその発展に寄与しようとす
る。

○ ○

情報と情報技術を活用した問題発
見・解決の探究
【知識及び技能】
情報と情報技術及びこれらを活用し
て問題を発見・解決する方法につい
て理解を深め技能を習得するととも
に、情報社会と人との関わりについ
ての理解を深めるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な事象を情報とその結びつきと
捉え、問題の発見・解決に向けて情
報と情報技術を適切かつ効果的に活
用する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を適切に活用すると
ともに、情報社会に主体的に参画す
る態度を養う。

○ 13

＜指導事項＞
生徒の興味・関心に応じ、１つま
たは複数の項目に関わる課題を設
定し、問題の発見・解決に取り組
ませる。
＜教材＞
・教科書
・副教材
・PC教室でのデジタルワークシー
ト
・実習教材

【知識及び技能】
情報と情報技術及びこれらを活用して問題を
発見・解決する方法について理解を深め技能
を習得するとともに、情報社会と人との関わ
りについての理解を深めるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な事象を情報とその結びつきと捉え、問
題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を適切に活用するとともに、
情報社会に主体的に参画する態度を養う。

○ ○ ○

18

合計

78

定期考査（レポート）
○

情報システムとプログラミング
【知識及び技能】
情報システムにおける、情報の流れ
や処理のしくみ、情報セキュリティ
を確保する方法や技術、情報システ
ムの設計を標記する方法、設計、実
装、テスト、運用当のソフトウェア
開発のプロセスとプロジェクトマネ
ジメントについて理解するととも
に、情報システムを構成するプログ
ラムを制作する方法について理解し
技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報システム及びそれによって提供
されるサービスについてそのあり方
や社会に果たす役割と及ぼす影響に
ついて考察するとともに、情報シス
テムを開発効率や運用の利便性など
に配慮し設計し、制作し、その過程
を評価し改善する。
【学びに向かう力、人間性等】
一連の活動を通して、情報システム
の設計とプログラミングに関わろう
とする態度、新しい考え方や捉え方
によって解決策を構想しようとする
態度、自らの活動を評価改善しよう
とする態度、また、これらの活動を
とおして情報社会に主体的に参画し
その発展に寄与しようとする態度を
養う。

＜指導事項＞
・情報システムのしくみと情報セ
キュリティ技術
・情報システムの開発と運用
＜教材＞
・教科書
・副教材
・PC教室でのデジタルワークシー
ト
・実習教材

【知識及び技能】
情報システムにおける、情報の流れや処理の
しくみ、情報セキュリティを確保する方法や
技術、情報システムの設計を標記する方法、
設計、実装、テスト、運用当のソフトウェア
開発のプロセスとプロジェクトマネジメント
について理解するとともに、情報システムを
構成するプログラムを制作する方法について
理解し技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報システム及びそれによって提供される
サービスについてそのあり方や社会に果たす
役割と及ぼす影響について考察するととも
に、情報システムを開発効率や運用の利便性
などに配慮し設計し、制作し、その過程を評
価し改善する。
【学びに向かう力、人間性等】
一連の活動を通して、情報システムの設計と
プログラミングに関わろうとする態度、新し
い考え方や捉え方によって解決策を構想しよ
うとする態度、自らの活動を評価改善しよう
とする態度、また、これらの活動をとおして
情報社会に主体的に参画しその発展に寄与し
ようとする態度を養う。

○ ○ ○ 17

定期考査（レポート）
○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能
を身に付けるようにする。

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

理数

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

・実験・実習に意欲的に取り組み、その後の考察を
きちんと行っている。
・物理の事物・現象に主体的に関わり、それらを科
学的に探究しようとしている。
・探究の過程などを通して獲得した知識・技能や思
考力・判断力・表現力を日常生活や社会に活かそう
としている。

【学びに向かう力、人間性等】

理数 課題研究物理

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

理数 課題研究物理 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・物理の事物・現象に対する概念や原理・法則を理解
し、知識を身に付けている。
・観察・実験などの基本操作を習得している。
・観察・実験の過程や結果を的確に記録・整理し、それ
らを科学的に探究する技能を身に付けている。

・物理の事物・現象の中に見通しをもって課題や仮
説を設定し、観察・実験などを行っている。
・観察・実験などから得られた結果を分析して解釈
し、根拠を基に導き出した考えを表現している。

〇 20

22

課題研究物理

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

【知識及び技能】
・物理に関する知識をもとに、研究課
題に取り組むにあたって、適切に論文
を作成させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・グループごとに研究する課題につい
て考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・科学現象について深く考えさせる。

１ 課題研究
２ 物理学実験

【知識・技能】
・実験や研究について正しく理解し，適切に
処理することができる。
【思考・判断・表現】
・実験や研究について考察を科学的に行うこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・研究や実験に主体的に参加している。

〇 〇 〇 16

単元の具体的な指導目標 思 態

入試問題演習

評価規準 知指導項目・内容

１
学
期

入試問題演習 問題演習

２
学
期

【知識及び技能】
・物理に関する知識をもとに、研究課
題に取り組ませるにあたって、適切に
論文を作成させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・グループごとに研究する課題につい
て考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・科学現象について深く考えさせる。

【知識・技能】
・実験や研究について正しく理解し，適切に
処理することができる。
【思考・判断・表現】
・実験や研究について考察を科学的に行うこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・研究や実験に主体的に参加している。

〇 〇

問題演習

１ 課題研究
２ 物理学実験

18

合計 78

３
学
期

2

入試問題演習 問題演習



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

探究の過程において、課題の発見と解決に必要な
知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形
成し、探究の意義や価値を理解する。

1

6

9

評価規準

総合的な探究の時間

課題の解決に必要な情報を収集して分析し、論理的な提言内容を表現する。

自己の在り方生き方を考え、社会の形成者としての自覚をもち社会に貢献しようとする。

2

探究活動（校外学習での課題）

【知識及び技能】
校外学習での調査内容、記録の取
り方

　
【思考力、判断力、表現力等】
校外学習での課題の作成

【主体的に学習に取り組む態度】
校外学習での課題に主体的に取り
組む

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
配当
時数

１
学
期

オリエンテーション

【知識及び技能】
・オリエンテーション
　
【思考力、判断力、表現力等】
・今年度の課題内容の理解と、個
人の取組み目標の設定

【主体的に学習に取り組む態度】
・課題に主体的に取り組み、理解
を深めようとする。

・オリエンテーション

・講義動画サイトへの利用者登録

・iPad・Classiの活用

【知識・技能】
今年度の授業内容、課題内容、提出方法を理
解しているか。

【思考・判断・表現】
課題内容の理解と、個人の取組み目標の設定
ができているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題の目的を理解し、主体的に課題を作成で
きているか。

○

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

進路講演会

大学での研究内容の調査（１）
大学での研究内容の分析（１）
【知識及び技能】
講義動画の選択および視聴方法
　
【思考力、判断力、表現力等】
視聴した講義動画の内容の記録の
取り方
　
【主体的に学習に取り組む態度】
講義動画を視聴し、視聴した講義
の内容をもとに課題に主体的に取
り組む。

・ClassiNOTEでの課題の提示

・講義動画サイトへのログイン方
法および視聴する講義の選択方法
について

・ClassiNOTEでの課題の作成およ
び提出

・iPad・Classiの活用

【知識・技能】
講義動画の選択および視聴方法が理解できて
いるか、
　
【思考・判断・表現】
視聴した講義動画の内容の記録がとれている
か。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題の目的を理解し、主体的に課題を作成で
きているか。

○ ○

○ ○

（　組：　　　　）（　組：　　　　）

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見
出し、自分で課題を立て、情報を収集し、整
理・分析してまとめ、それらを表現することが
できる。

『課題探究メソッド２nd Edition　よりよい探究活動のために』（啓林館）

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 1

知 思

・ClassiNOTEでの課題の提示

・ClassiNOTEでの課題の作成およ
び提出

・iPad・Classiの活用

【知識・技能】
校外学習での行動計画書に基づき、課題のた
めに必要な調査を行う。

　
【思考・判断・表現】
校外学習での課題に必要な記録をとり、課題
を作成する。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題の目的を理解し、主体的に課題を作成で
きているか。

○ ○

課題の発見と解決に必要な知識および技能を身に付け探究の意義や価値を理解する。

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】

探究に主体的に取り組むとともに、他者との協
働活動を通じて、互いの良さを生かしながら、
新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しよ
うとする。

態

○

○



調査内容の発表の準備
調査内容の発表

【知識及び技能】
興味のある研究室についてホーム
ページや大学訪問を通して情報を
得る。
　
【思考力、判断力、表現力等】
研究環境について情報を収集し、
レポートにまとめる。
　
【主体的に学習に取り組む態度】
興味のある研究室の研究内容、研
究環境の調査に主体的に取り組
む。

・ClassiNOTEでの課題の提示

・発表用のレポートの作成の指導

・ClassiNOTEでの課題のクラス内
の相互点検の方法の説明

・iPad・Classiの活用

【知識及び技能】
興味のある研究室についてホームページや大
学訪問を通して課題に必要な情報を得られて
いるか。
　
【思考力、判断力、表現力等】
研究環境について情報を収集し、レポートに
まとめられているか。
　
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の目的を理解し、主体的に課題を作成で
きているか。

6

○ ○ 12

３
学
期

２
学
期

○ ○ ○

大学訪問
大学での研究内容の調査（２）
大学での研究内容の分析（２）

【知識及び技能】
興味のある研究室についてホーム
ページや大学訪問を通して情報を
得る。

【思考力、判断力、表現力等】
研究環境について情報を収集し、
レポートにまとめる。
　
【主体的に学習に取り組む態度】
興味のある研究室の研究内容、研
究環境の調査に主体的に取り組
む。

・ClassiNOTEでの課題の提示

・大学訪問についてのガイダンス

・自分の興味に合った研究室の探
し方についての説明

・ClassiNOTEでの課題の作成およ
び提出方法

・iPad・Classiの活用

【知識・技能】
調査対象とする研究室の選択および研究室に
関する調査の方法が理解できているか
　
【思考・判断・表現】
調査した研究室の概要についての記録がとれ
ているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題の目的を理解し、主体的に課題を作成で
きているか。

○

○

3

合計

39

３年間の「総合的な探究の時間」
の振り返り

【知識及び技能】
高校における３年間の「調査探究
活動」と進学先の研究へのつなが
りについて理解する。
　

【思考力、判断力、表現力等】
高校３年間での自己の成長をふり
返り、今後の自身のあり方や生き
方を考える。
　

【主体的に学習に取り組む態度】
調査探究活動を振り返り、課題に
主体的に取り組む。

・ClassiNOTEでの課題の提示

・発表用のレポートの作成の指導

・ClassiNOTEでの課題のクラス内
の相互点検の方法の説明

・iPad・Classiの活用

【知識及び技能】
高校における３年間の「調査探究活動」と進
学先の研究へのつながりについて理解できて
いるか。
　

【思考力、判断力、表現力等】
高校３年間での自己の成長をふり返り、今後
の自身のあり方や生き方を考えられている
か。
　

【主体的に学習に取り組む態度】
調査探究活動を振り返り、課題に主体的に取
り組む。

○ ○


